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曾 告

= 月 見 翠 曾

本月は下記の通り奈良見 ｛ｊｾ を併します何卒奮て Ｑｻｱｊ 参加あらん事を切

説いたします。

古都奈良は何皮訪ねてもあきない所ですが今回は従来と共趣を異に

した、係り 多く備さ れてない試みとして 縫った方面を見皐する事とい

たしました、草々も下加はじめて泰光麗かならんとする好季節であり

ます、何卒多数の御申込みを歓迎いたしま す。

1，時 三月十五日〈土〉午後一時( 晴雨不論、時間廟行〕

1 . 集 合 所 大 軌上六線南側 喫 茶 庖 附 近

1  ，見 華 奈良 佐保路( 奮一候遁7ニ沿フ下記悌閣等

判{ 符i"J 一常務天宅御陵一位保川一興稲院一不退寺( 質物及彫刻友束) 一法華

寺( 資物) 一海龍モ寺一平安'irff l上一秋篠寺( 笥物)

以上は詰・日の都合により逆に西大寺より向ふことあるべ 〈倫1時間の都 合 上 中 止 の 個 所

も ｾ ｴ ずべ 〈 激め御 諒』 訟のこと

倫嘗日 Iま・浮土宗f雷備にして史蹟風土記につき研究深き箸活家弁IIJ 定磨氏に現池田摩潰と

御案内A願って居リます。

1，申込メ切 郵便( 片ハガキ〕はがきにて三月十四日迄申込の事

1 ，交逼費 自 排 の 事 ( 大 軌j 二六奈良間片道￥o. 竺 上六団大寺間片道 Y O笠)

1，参加者は合員 、柊身賛助員、特別賛助 員に限り 代人_ j o- - 断り、合員章

活用の事

領 牧 書 代 行 の 件

従来合費 共他の金員受領に封 じ我行いたしまし た領収書は爾来之を

j愛しf:J 月雑誌締切日迄の分 を 一 括 して 『建築と枇合J 誌上舎報欄に掲

載して領4文書に代へる事といたしますから何卒世j J 訪fIRISHひます。

( 但御都合上特に必要の場合は御丈-日らせによりす主行いたします〉



奮 員 各 位 に 御 願

各位盆々御清鮮半賀仮陳者一昨年来三年計査を以て合員情}J II G! 動 の

儀樹立され各位の熱心なる御協力により過去二ヶ年聞に於て +H常成杭

を毒まげたるも向所期の H的貫徹には甚だ遼誌の感あり、必に第三年を

迎へし吾々は最後の努力に選進い たし) 百イ民も、何分幹4 # のみの微力に

ては到底此大 事を泌する事難く候 ｻ傑此際舎 員各 ｻ 立の ー Ａ 母の ｩｊ ］ Ｑｬ援助を Ｑｾｊ ..  

て成果を. ! V; ( め肢: 干{ 口氏、就ては本含愛護と斯界後展のため込非作付( ' - -.. 

ｪ 名宛の 新入舎者相 ＱＱｾｉｊｊ 訪の上御紹介相［闘し皮懇 ｦｦｩｵ Ｇｩいたし仮

iiil:1舗法人 11 本位築協f' 1令長 片

|ふj 千? 勢幹事令幹# 長 谷

曾

. l t  

口

岡

民

女 a

議長

昭和十五年十一月十五日限り 集金郵便の取扱ひが停止されました

のて将来舎費其の他集金郵便て伺l詩求申上げる事が不可能となりま

した。

就きましては今後は、誠に御面倒手j J 手数ですが、仮替大阪三九九

七五番御利用叉は、遁宜の方法て御梯込み下さいます援御願ひ致し

ます。現在迄の砕11排込7状態に付 L 、ては迫て笹11女1I らせ致します。何卒

闘策順 ｉｾ と骨収の協合愛護のため集金事務に御援助下さいますも去、

切に願ひ上げます。

枇 l胡 法 人 日 本 建 築 協 合 主 計
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防 火 改 修 事 業 蛍 面 の 問 題

1 . 緊急防空封策としての防火改修事業

1. 閣議決定 「圏土防空強化に関する件」

防室に就いて論議せらる〉事既に数年、然るに

その施設の賞現せられ? こるものといへば濯に審々

縛 ｔ こ寒心 ｬ こ堪えｾるものがある。之が原因する所

幾多あるであらうが私の視る月J i ' を以つですれば徒

らに論議が多過ぎるが震である。さし迫って1 i . i i さ

ねばならぬもの、外に「か〈すれば更によい」と

い ふものが多すぎるのである。物質が以られｾｊ［の

上緊急賞施しなりればならぬ妓少限度の必要以 k

に ｾｽｪ 室使来論が顔を出しすぎてゐる のであ る。そ

の鴬に怠: ぐ ことが論議に時日を貸され又施設が中

途ｾｾ端となって、肝腎の施設の質現を ｩ 遅滞せしめ

ること〉なる のである。 出i度凶防凶与誌建設 t二世り

防益施設の完備は一日の急: を要する が放に半官LI.';

一致して! i 佐乎Tこる方針の下に域急の順序を主とめ、

賞行7)の集中を1目することがil主も必要である。幸

に去る 1月10 日閣議決定を見? こ「岡土防密政化に

附する件」は越さに犬する事I k はある が放 も芯を強

うするも のである。

布は陸軍大目 、指半k . 臣 、ÎJ 勝大臣の共同提/ [ ' ，

であっ て次の如 くである。

国土防空強化ユ関スル1牛

航空機ノ ;設迷ニ fドヒ面接凶内要簡ニ樹 シ絶大ナ

ル武力戦自Ｇｾｻ波袋行筋ヲ悲ニス ｊ レニ歪 ｉｊ リ他両 我ガ 凶

｜ｖｪ Ｕ＾Ｚ 態勢 ノ現欣ハ不備 ｗｾ 陥削ル多 ク 加フル ニ都 ￯ ｬｩ

ノ封室耐脆弱tt 大ナルモノアルニ鑑ミ 尚度凶防ト刻

家態勢確立ノ 1主連カニ凶土防空ノ強化ヲ| 笛iル

之ガ鴬述カニ le記事項ヲ賞施ス

Ｑ Ｎ 時局ニ鑑ミ緊怠必要ナル防ｾ 施策ヲ行フ之ガ

篤必要ナ J レ資金及資材ニ捌 シ醐他ノ重要問題

ト絡ニ調整ヲ闘 J レ。

2. 今後有ユル施策ニハ強度ニ防空上ノ ;要求ヲ透

徹具現ス。

之に闘しでは陸軍大臣は向幾分詳細に説明を加

八られてゐる事は新聞紙の報するるが如〈である。

楽筆者は内滋省計百E局・箆 2 技術課長

中 津 誠
ss 持

2.都市防空の重詰

然し乍ら閣議決定は必す・しも防空の具韓的事項

が決定されにと見ることは出来ない。都市防空の

亙鞘は更に詳細に検討される必要がある 。

都 市t ; ー閣の政治、経済 、生産の中橿であ るこ

t は言ふ迄 もないが 、各都市の持つ特異性は各異

るものがある。例へば東京に就いて いへば、帝都

? こることは他の都市に見な い一つの特異性を持っ

てゐる。即ち ・::r城あり 、中央諸官街がど正るのであ

る。生産 、絞酬のー 中心であると共に又文教の中

心 でもある 。 大阪は生産 、 左足掛の ｾｉｾ 催であり近畿

地方の政治の中心である。 E 大なる生産の中心 と

しては名古屋あり北九州地方がある 。}¥好調防長重

要都ili は火れ夫れに特異なる機能を有するのであ

る。而して都市防空の亜里占は之を最も簡単 tこいへ

- ・・・・・・・・・・. .  .  .  .  .  .・.
ば都市の機能を敵の窓製 に依り破去 ｦｊ せられｾる様

・・・・. ・・・
防護する乙とに在ると訂iひ得るであら う。

然らば各都市の機能を防護すべき順位如何と い

ふことが問題となる。これは先づ ｊｾ の機能が Ｈ ＱＩ

岡家的機能であるかく 2 ) 戦争遂行J-.重要な る機

能であるかによって先づ之を取り上げて考へられ

ねばならぬ。帝都fこる直接均なる機能として宮城

並に中央}者'fr術の防護は第一の重要性を有つ。第

二の職全員: 遂行上重要なる機能の防護としては軍地

職時重要工場の施設の防護と要員の確保、都市の

粧情的 中艇部の防護 、重要港 湾、重要工場の所在

する地方政治の中恒の防護であら う。

都市の機能については之を分散することを以っ

て故も根本的な る方策なりとする意見は至極同感

である。困土計査は笠に此の視結に立って推進せ

らるべきで あり 、早急: に着手し質施に移されねば

ならぬと主張する黙に於いて敢て人後に溶つる も

のではないのである。 ｾｮ ち帝都の如きは 、必す・し

も生産の中心fこり 、経消の 中心Tこり、文敬の中心

fこる必要はないのである。叉 、かく雑多の機能が

集中し 1こるがf誌に不必要なる人口を蛸築せしめに



此の事は都市の土地倒怖の放任 、木造建築の容認

等と相侠ちて此底に 防空上最も憂慮すべき現象を

露呈してゐる。此の現象を列怨すれば

1. 過多の 人 t: 1を包容せること

2. 木造都市fこること

3.家屋密集せること

等である 。機能を分散すると共に防空上不利なる

現象を苅除すべき方策は国土計壷に即応、す る地方

計輩、都市計霊に於て共の計量を定め 、賞現を? 期

せねばならぬ。此の黙は我園都市に於いて通するる

鹿のものであら う。 此の意味に於いて防空都市計

聾が速念に立案せ らる、様期待するものである 。

然し乍ら此の計霊の重要なるが故に現11t 何を震

すべきかに錯誤があってはならぬ 。 ｾｊ に緊急Ｚ院 ｩｾ 主

- ・・・・・・・・・・・. .  .  
針策としての都市の重要; 機能の防護に常りでは現

-・・・・・・ ・・・
般に立脚 しなりればならぬといふことを? 明確にす

る必要がある 。

即機能の分散といひ都市の疎開といひ計苫は勿

論珠め樹立すべきである 。且此の計設に基いて賞

現を期し得る丈げは賀行せねばならぬ。例へば積

極防空の篤にする用地の如き 、現に存するものは

之を確保し 、疎開 j十葺は現行法令の質胞によって

成し得るが如きである 。? ごが概していへば計壷の

賞現は相常の長年月を要するのeである 。又之を無

辺に行はうとしても多大の物資と苦手力と資金をか

けて市も機能の破壊に終り健全なる機能の分散に

貢献し得ない民が多分にある。機能の泊正なる分

散なくしてE互に現象を解決せんとしても恐 ら 〈は

蝿を追ふの結果に経るであらう。此の意味に於い

て防空都市の必要性、重要性と 、現質に立脚せる

防護封策の緊念性重要性とは矛盾するものではな

〈、 雨立するのである。之を混同して排他的に論

する所に多〈の偏見を生子るのである。此鹿に謹

べんとする防火改修事業の如きも緊急防空会I策と

して故も重要なのであって 、之を都市の耐火柿ili

化又は防火地区横張と混同するが如きは事責の認

識を訣り 、 官来の乎商的排中 Ｑｾｴ に問執する単純論

理 よ り一歩も踏み出さない結果である。

3.防火第一主義

現賞に立脚して我闘都市を観る時、鉄上の各種

重要機能を防護する上に最も重要なるは木造都市

に於ける大火の防止といふことでゐる。之は結果

よ り観察すれば最 も明瞭である。 即 ち闘東大箆火
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災を初めとし 、目白館の大火、静岡の大火を回想す

るならば果して斯の如 〈にして重要施設の防護が

期し得るや否や、解答は自 ら一つ である。

防主 上 焼夷弾攻撃は糧ｾ敵に求むる戦法でゐる

と前はれ る。他のあらゆる攻撃よりも優るのであ

る。 きればこそ現に耐火構造で出来てゐるロ ン ド

ン共の他に於いですら焼夷弾が用ひられてゐる 。

況んや我園都市に於げるが如〈木と紙より成る建

築物に封しでは敵の好んで用ふべきは火を看るよ

りも明かである 。即ち我闘防空上防火第一主義が

強調されて居る所以亦主なる哉である 。

4. 防空建築と消防カ

防火に釘しては建築物の強化と泊防力の充賓と

に倹つべきは言ふ迄もな い。消防・ :jJ とは消防器兵

器材消防用水共他の柴品及消防要員に依って完備

される 。消防要員といふ中には各戸を自分の手で

護る家庭消防手が先づ充分なる訓練を維なげれば

ならぬ。然し現在の貰情を見る時は決して消防ブJ

のみにより蹴範囲に亙る同時多護性の火災を消火

し得べ〈もないことは泊防方面の専門家の等しく

承認せる所であって、かくて、建築物の強化は先

づ最初にして故重要なる方策なりとして普〈その

必要性会捕感されるに至つ Tこのである 。

内務省令防空建築規則は防空重要都市に於 いて

今後新に建築せらるべき木造建物に釘し防火上有

効なる構造を強制するものであるが、翻って現j I {

の者 ｾｉｲ ｬｩ を見るに既存木造建物こそこれを防火的に

改修すべき紫怠: 性を桶感せらる〉のであって政府

が昭和 14年度より閣庫制助金守以って既存木造建

物防火改修事業を行は しめてゐる所以は全〈此の

必要性に基〈ものである。

2. 防火改修法案について

1 . 勧奨より強制への輿論

昭和 14年以来防火改修事業は市m事業として凶

ｽｬｌ ｩ 布ｉｩ助制と同額 の ￯ ｾｪ 授を柿肋し 、 木造家 屋の 所有

をして組合を} 泊成せしめて工事を逃めて来? こので

ある。市としては日 IJ 段法令に恭〈事業ではないの

で最初議算の計上にも相首手間取っ? こ向もあっ? こ

のであるが 、事業の性質上各市共漸次官: 算も決定

し相首の事務費も織り込まれること、なって来

1: 。組合は工事施工上の便宜の魚に作るのであっ

て之も法令により〉とまつにものではないのであ る



かち 、他 〈迄建物所有者が工事を す る立前であ

る。組合結成に詰って J 若 し 1 ブロック 内の誰か

l 人 が施工に賛成せぬも のがあっTこ場合はどう す

るか といふことが以前から問題になって ゐTこので

ある。 事賞そ うい ふこと の需に組合結成 に時 日を

要 しに ものもあ る様である 。方法と して は市街地

建築物法第 18僚に依って命令することが出来ると

いふ説もあっ? このであるが別段之が殻動きれ? こ例

はな いので ある。叉賀| 際問題として鼓動は困難で

あるといふ説もある。要す るに勧奨によって組合

を結成させ るといふことには少な 〈とも必要以上

に努力と時日を要し 、その上に元来防火改修事業

の緊急: 性は l 人が言ふことをき〈とかきかぬとか

で左右される様なそんな悠長なものであってはな

らな いのであるから 、この事のみが事業の進捗を

遅らしに詩ではな いが、先づ勘奨の方法ぞ改め 、

強制の方法に依るを可とすと いi 、輿論は昨年末滋

新ーとして盛になって来Tこのである 。 それは建築息

子? よりの建議となり、叉共の後開催せら れ? こ中央

防空委員合に於いては次の如き意味の答申が篤さ

れ?この である 。

「嘗局1こ於いては昭和 14年度より有n助金金交付

し既存の木造家屋を改修して防火的構造をなす

ことを勧奨しつ、あるも 、共の進捗遅々としτ

時局に添ひ難しを認めらる 、由って一定の限度

tこ於いて之を強制するの方迭を諦す・るを要す」

云々 。

2.防火改修法案の不提出

内務省、 lこ於ては之と時を同うして t像て強制する

ことの必要を痛感してゐTこので防火改修法案の立

案を急: いでゐTこのであって本年早々 一際稿を終 り

既に本議合に提案する迄に進行しつ ' :>t つにので

あるが術提出迄に多少の時日を要する結果本議合

への捻11
1

，は問来ぬこと、なつにのである。誠に遺

th長であっ? こ。

防火改修法案 lこついて玉互に述べることは差控え

ねばならぬが 、要は 、防火改修事業に 法的根践を

興へ 、木造建物の所有者t; 義務者? こること 、市長

が工事を代行し得ること 、右の; 場合は費川の立替

桃を拐しT付税に準じ義務者より柿助金を控除し7こ

額を徴l放するといふのが大韓の内脊とな ってゐる

のである。

防火改修法案が提附されなかっ? こ結果はこれ迄

通りのや り方を以づて此の事業主? 進め て支障な き.

や否やと いふ疑問が生す・るで あらう。之に就ては

一服次の如 〈答へらる、であらう。 r勿論本法の

あ るに越し＿こ 事はな い。 ｴｾ が此 の 時局下市民が自

分の荷は 自 分 で 謎 るの 精利 ｉｾ 品揚 し、市 民 、 工事

施工業者、全建築技術者の協力を得て之を質施す

るこ とは法律によらぎる市民の民の滅私事公であ

って 、椴りに法律があっても之の精神及協力がな

ければ到底有終の美を牧めるこ とが困難なのであ

るから 、此の市民の盛り上 る力を逼迫を る時局認

識の下に期待し 、各方商協力して努力 すれば不可

能ではな いであら う」と 。然し之はか くなっ?こ上

の巳むを得ない献であ り、 自他 を? 激胤j する篤の悲

1会な高歳であって 、恐ら 〈今後幾多の支障を来 す

こ主主? 究悟しなけ ればなら ぬ。従って最も近い機

合に於いて本法築を護布する必要があ ると忠ふ も

のである 。

3.防火改修事業賓施態勢

l . 建築界への要望

iti・民の積極的 な協力を得ら れ?こと して も、賞際

に建築す るに首って工事施工上の困難があつ にな

らば防火改修の賞施上支障を生す・ることは言ふ迄

もな い。従来の賓情を見れば先づ市の建築指導部

ともいふべき陣容の整備が甚Tご困難であっ ?こ。又

設計Ｎｾ 外部民間建築事務所へ出す場合にも各種の

黒占で忠ふ様に捗取らぬ場合があっ? こ。請負入札と

いふ場合に容易に落札しない ことは頻々 ?こるもの

がある。斯の如き欣態であるならば前惑の如き程

度の防火改修法が恨 h こ存ーするものとしても事業

の促進は得て望むべ 〈もな いのである。 一歩を進

めて防火改修法を強化し労描訴の徴用 、強制請負

といよ、が如き強権が鼓動し得? こと恨:どしても 、そ

れはあ く迄鞭であって 、飲み? こがらぬ馬への水で

ある 。買に期待すべきは建築界自ら費して協力せ

んとする翼賛態勢でなげればならぬ。

高度図防凶家建設の一奨? こる防主k 、建築技術

界の貢献すべき故も大なる任掛に封する自売と奉

仕に護する建築界の新謹 ＱＱ ｾｊ で なりればならぬ 。 廷

に建築界への亘大なる要望がある諦でゐる。新聞

紙の報十る所に依れば去る 5 日軍建協力合が結成

せ られに山である。陸軍省報道部設表によれば

「紫迫せる内外情勢の精神 lこ基き土木建築請負

3 川

」



業界ではかねて有志相集り経済新態勢の理念に

即し業界の刷新を困るべく協議中であっ fこが、

最近機熟 し、先づ手始めに陸軍関係の有力業者

を糾合 し各自の保有する能力を綜合強化し軍工

事の完途にi基準すべ 〈軍建協力舎を組織するこ

と〉な りTこり」

とい」、。建築界の需に喜ばしき機運と言はねばな

らぬ。 防火改修事業促進の篤には形は敢て聞はする

異に斯の如き新態勢力: 各所に結成され 、それもが

統合さ る〉 必要を痛感す るのである。

2.施工部門の協力態勢

施工部I"j としては軍建協力舎の如きも 一方法で

-あるが特別なる組合を組織し又は合枇を設立する

も一つの方法 fこるを失はない。要は請負人が危険

なく 、大なる利潤は首然抑制さる〉としても油正

なる利径は之を保詮し得らる〉仕組の下に工事の

若手完成が迅速 tこ行はる〉に在る。之が需には資

材の配給は府，揺及市に於いてその国滑を期すべき

であるが之と同時 iこ努読者の養成 、保育に首りて

も請負業者の努力に到し充分なる協力援助を舟す

こ主亦最も必要であらう 。此の持務者'のIUJ係に於

い て 二 ｊＵへらる〉ことは各磁の閤策的ｾ，［ ｾｭ 互の間

に於げる調盤の問題であって、理想、としては各官

雌を統制する岡家的企霊部に於いて労務の養成並

に配分が行はれなければならぬ。差し首り悌l係官

臨問に於いて5事務者配分に闘する協議合の如きも

のを設げて統制するこ とも一法であらう。

3.設計部門の問題

現AAに於げるが如〈甘i の設計陣営が整備され難

い時に於いては之を民開設計ー事秘所に委託するこ

とは遁首な方法であらう。この場合はむしろ i li の、

職員の一部を構成するが如き仕組が探用し得るな

らば韮? ご好都合ではなからうか。然し之が困難な

場合は特定の組合を作り最も迅速に手待ちなく 設

計し得らる〉が如き方法を考へねばならぬ。然し

乍ら設計部門に於りる最も大きな Il1j題はむしろ設

計方法の問題あり設計規絡の問題である。設計方

法は設計規俸の問題に閥聯するのであるが要する

に防火改修工事の内容は割合に単純であり従って

規格を定めることが容易な諦でゐる。而も此の規

絡による時は必す・しも従来の如き設計闘を要し な

いのではな いかと考へられるからである。

若 し規格が適首に定めら れ るならば設計とは i両
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積の1 : 測と各部に如何なる規格の仕上げをなすぺ

きかの組み合はせ及之に関聯する計数上の仕事と

な り場合によっ ては直接砲工部門で猪首しでもい

〉こと、なるかも知れないと思はれる 。:規絡の問

題は材料 k 密接な閥係、があるから後に少しく織れ

て置 し

4. 設計施工上の問題

1 . 支化と防空のー盤的不離性

造形技術と文化とは密接な闘係がある。防主上

の要求が此の造形技術の中で如何なる地位を占め

るかとし 、ふことを明確にして置〈ことは兎角あり

勝ちな夢酔的14J 統的文化至上論を排して、勇敢に

防2主上の要求を渦イこして行〈上tこ必要Tごと思はれ

る。然し乍 ら一面防空上の要求といっても単なる

思ひイすきであってはならぬ。共の必要性は最ーもや|

接的でなければならぬ。且科接的＿こるがｾには ｦ 限

定を忘れた数字の遊戯であっ? こり、質験室内の単

なる結論であってはならぬ。純験主叡感と賞! 娩と

推論の正確なる綜合的科撃でなり ればならぬ。

元米i 1 ! 形技術は民族愛展J 二、肉誼的に料!i ilil ll 的に

必要倣〈べからぎる 要求から生れにもので L._; 放の

- ・・・・・・ ・ ・・ ・ .  
生きる篤に必要な「物」を作る「わぎ」である。

文化とはその「物」及「物以外のもの」 即ち文皐

宗数、慣習J J _ : 他各般の制度等から自ら法み 11-¥る LoZ;

族の「思想、と意力」である。此の物を雌れて文化

は考へられない。此の「物」は民族が生きる鴬に

作られる。それは戦争に依って簡単明瞭に認識さ

れるであ らう。科接的反術 に依つて のみ民族の生

きる篤の物が作り出され 、それが文化石? 形作〈

る。若し今日防空上の要求が造形支術から除か れ

Tことしにならば、それは日本刀を 育制で作 るが如

きものである。

嘗って防空挫築規則が公平li されるや 「もlfl .や都

千? でほ民い橡側を持つに座敷で日本人的な盟かな

情撮を養ふことが11! . 来ない J ｾ詠嘆し＿こ人があ

る。体統的な日本建築文化の消滅を悲 しむのであ

る。然し乍ら戦争に敗げない鴛には、室裂によっ

て被害を大にしない震には、科準的に検討されに

結論に依って体統を潔〈拾て去り 、新Tこな文化を

創造しなげればならぬ。そこに其の文化があり毒事

術がある のである。防2さ7 ) 要件を満 fこさぬ造形技

術は排棄さ れねばならぬ。新fこな文化は防益を離



れであり得ないのである b

2 技術上の研績

去 りながら必要な要件を減i1こすに色々の方法が

あり得る筈である。此の方法を技術的に研鎖する

ことを忘れてはならね のである 。私が此の事を特

に強調する所以は、例へば防火壁 、袖壁を作る場

合 に或ものは似めて投げやりな見方に依つてはイ、

・・・・ 0 0 0 0 0  

貞腐れ?こ:お「義理でやっTこといよ、様な思慮なき伎で

あり 、或ものはそのもの〉意味をよく汲み取りこ

れを育しみつ〉 全瞳の訓子の上に工夫をこらし 、

。o 0 。

前理を粂ね愛情の範つに程よい技である 。肋・2さが

ながれでも 、此れf立の技術_ I -_の工夫のゆとりはな

げれ Ｈ ｾよらぬ。殊に新らしい要件にま うｉ しては充分

これをこなして生かす必要があると思ふからであ

る。こ の事がなされぬ錆に 、新らしい要件が恰も

我々の精神生活を根抵から覆すものな るが如き謬

想を生み 、そこに捨て去らるべき iPJ 統が恰も我々

の本来の軍Tf の如 〈誤 って問守されるのである。

今夜、の手元にある忠良について二三の例を示して

参考に供し度い。( ロ緒第12頁参照〉

3.防火建築材料

防空防火建築はといへば誰でもすぐに外壁を鍛

鋼モルタル塗とすると考へる程鍛鋼モルタルが周

知されて ゐる。げれどもモルタル塗に限られる筈

もなし、鎖鋼を使はなげればならぬ筈もない。錦

材の使用は本年は特に窮 JiHであらうから出来る fご

り他のものを以って代用すべ きである。セメント

も次いで窮屈であらうから問来る丈り土ぞ使用す

べきである 。目下防空研究所で試験中 tこ属するも

ので、土に少量のセメン トを刈lへ? こもの、特 lこマ

グネシ ヤ、セメントを加 ｬ へ＿こも の 、 特 別 な薬品ｾ

7111へ? こも の等がある 。西日本 lこ於げるが如し土

質良好な所では、特 iこ地方産土に依燦することが

最も望まし い。下地材としては、強さと! 亨みのあ

る竹材、最近工業組合を結成し?ニヂ燃板もある。

不燃板工業組合では 、i泣近視絡を決定すること〉

7よってゐる。

か〈して郁々の材料を以って竪同なる壁を柿成

する研究は今後も主主々進められなければならぬ。

同時に施工に首つでも極力施工を簡易化レ労力を

節約する方法を諒じ例へばセメント、ガンに依る

セメント 吹付作業の如きは今後改良を 加へ、 軽易

にして効率向き方法ｾ以って左官工の手を少〈す

るこ ￨ｾ 考へねば ｔ 毛らぬ。概していへば防火改修

工事は資材が害IJ 合 に少〈、努力を要すること大で

あるからである。

4.材料及構造の規格化

材料生産に? ; ? っては将来IH来得る限り規格化し

多量生産のmと不良品の排除に努めねばならぬが

前にー育せし如〈此の際材料を合めて桃浩を規格

化するこ とが必要である。勿論之れは地方j手に設

定さるべきであるが成るべ く同町のものは全閥的

に統一する方が便宜であらおか〈すれば設計事

務の能率は殺り 、恐 ら く現在の如き都市の復原用

阿聞ともいふべき詳軟なる設計|吋を要せぬのでは

なし、かと忠はれる 。之れ等tこついては 、緊fJ: に考

究 し賞施に診されんことを 、希望して. 11: まねもの

である。

5. 防火建築の回顧

1.江戸時代の防火建築

天正 18年徳川家康江戸 iこ入岡してより今日迄362

年H日に 116 聞の大火あ り、内 112聞は江戸時代で

ある。 1 ［寓戸以上Ｚｾ 焼失 し ｦ こと推定されるものは

その内 18回である 。従って江fi 時代幾度か防火に

!持iする布令がIHてゐる 。東京市史稿共の他 によれ

ば: j ，くの如〈である。

ｏ 高治 Ｓ 年正月 ｾＲ 月

尾根を五 ｾ￯Ｚ となすべき趣繰 り返し命ぜらる。

O享i米5年4年20 日

¥-Il li 中普請之儀土競作り控家瓦屋根勝手次第

の事」を令す

0 享保 げ年 5 月

前年の大火に類焼の2誌を五茸になきしめて恩

貸あり

0 安永 6/'1三

火災後の建築に付 、瓦立定めのi泊り守るべき

を令す

0 天保 13年

先年土戴迂 ｬｾ 在家 ｬ こする事を慣れおき ｦ こるも忘

却せる様子重ねて表通りのみはこL: 醸造蛤家と

なすべしと令す

元Ｊ瓦ｾＺは絡式及脊修禁止の主旨より禁ぜら れて

ゐ? このであるが大火頻設の露その3去を5o/rかれ 、む

しろ奨閥j せられ? 二課である。一面金家土蕗埴とな

すことを命じ? このであるが 、表通り以外は民度の

5  111 



上より賞現が困難であっ? 二位ではな L 、かと祭せら

れ る。これに比べると大阪以西共の他奮城下町 lこ

於いては今も向j技イ手する塗家に見ても首時の防火

構造の訪徽? こるものがある。〈ロ繍第一一頁参照〉

2. 大阪の塗家

大阪の塗家の防火的効力は昭和 13年 11 月の大阪

騨前質験に於いてなされてゐる p 特に共の真壁の

防火力の強級なることは普〈認められに所であ

ら。然る lこかの袖監の如きは漸三大薮飾化せられて

効巣 の疑問調きる〉現i ! k lごあることは誠Lこー遺憾で

あふ。現に古いものは真に袖壁の意味をよ〈 表現

せる黙から見ても、その装飾への堕落は最近の事

と祭せられるのである。而して背後に何等手法の

講ぜられて居らぬことは貰昨の火災に際して屡々

猷陥を露呈する所であって改良を加lへねばならぬ

所であるが、之は或は放地i架〈、雨伊! l hこ土塀を有

し奥に土磁石? 持ってゐ 7こ昔の配置によれば不用で

あっ ?こ所から来? こ習慣ではなから うか と 思 は れ

る。叉側壁( 妻の部分) の蝶羽附近は全部塗込と

し、その下部 3 尺位より以下は真壁の上に縦板張

となせる事或は2階建の l階の部分を板張りとし上

部を塗家とせること等は土壁の雨に 叩かれること

を防ぎE 防火上支障ないといよ、経験から来てゐる

のではなから うか。 T句研究の官余地ありといはねば

な ら ぬ 。 ( ロ緒第一一頁参照)

総じて過去に於げる各部4 の手法は1* ( ，研究を進

められてい〉のである。各地方に於ける永年の結

質? ごからである。然し必令しも全部が良いとは之

亦決していはれないのであるから盲目的信用は般

に戒しむべきである。 l惟共の中に 一つでもその地

方の特殊事情に即するものが鷲見きる〉なゐば利

用厚生J-. 賓に大きな牧穫であると 言11は ね ば な ら

ぬ。 ( 19. 2. 9)

火 災 賓 験 報 告 書 頒 布

lII e  

昭和 15年 l 月 8 日より 3 日nnに亙り大阪酵前肢携に於て内務省、大阪府、大阪市、大

日本防空協令共同主1mにて火災賞臓を賓地仕り首時共の概況護表致し候へ共、詳細なる

賞験報告に付 ては繭来賓| 強櫓首者に於て整理執主任中の慮 、漸〈最近に至り 一括印刷の運

びに相成候。

記

1. 四 六 倍 版 約 2 2 0 n  

お 民 間 n反 約 4 0 0 伽l入り( 本文謄馬印刷と需すときは約280頁とな

る見込み)

2. 慣 侍 約 5 闘の見込み

3.  本年 3 月末製本の見込み

4.  希望者は至急大阪府建築課庶務係宛 Ifl 込まれに し

5.  製本の上は御通知すべきに不j 賓費御持参の上建築課庶務係にて受取られ? こし



防 火 改 修

戦争が始まれば我閣の都市は敵の主製を交付る

事になるといよ、必然的な事が 、極〈最近までどう

しても一般には信じられなかっ? このである。尤も

無理もない話で、今迄嘗て外岡より図土石T荒され

に事もなりれば、叉脅かされ? こ経験もない。マサ

カ都市の上空に敵機が来るなんて 、そんなことは

あり得る筈がない 、考へるにけでも馬鹿々々しい

こと? ごといよ、呑気な気持が一般であっ fこ。底力: 間

際情勢は刻々に悪化し愈々緊迫化して来Tこ現在 i二

於て、空襲必至は疑のない現賓となっ? こ。これに

劃して各方面で! ! l ! J : 急郵策を論議されてゐる様であ

るが、今夏慌て〉見ても始らない。徒に周章狼狼

することはこの際禁物である。この大きな試練に

封して堂々と乗切る t:: けの心構と先悟が必要であ

る。何を措いても先づ手伝っけなげればならぬの

は、脆弱木造都市の防空的強化である。この緊念

を要する場合としては多少の不満足は己むを得ぬ

として、ー癒の封策を建てなげればならぬ。叉首

商の問題は別として、何年かの計・32の下に着々防

京都市建設に遁逃せなげれば将来としても安心は

問来ないr それには先づ都市の生命財産を格納し

保護してゐる容れもの即建物の防室的強化を第ー

に着手すべきである。空襲に封して蝕りにも無抵

抗といふか 、無防備といふか、今夏ながら密集せ

る木造家屋の集圏を見ては呆れぎるを得ない。よ

〈こんな欣態で今迄安心し てゐ ?こ もの?ごと、 その

否気さ刻l械に寧ろ驚ろかされる位である 。これが

強化に封しては夙に否等建築技術者は口を酢〈し

て、機内ある毎にその緊急性を叫んで来? このであ

るが 、マサカ主 いよ、所詞頼りない希望的柴視に自

己満足してゐ? このであるが、愈々足下に火がつい

て来て始めて騒ぎ出して昼夜? こ迂j開きには、只々笑

J} : といよ、外はない。

内務省、に於ては既に以前より木造都市の改造を

計霊し 、金問重要都市 l二割し て防空建築規則を誼

用し 、新築、士宮築、改築に際して防火構造を要求

してゐる。叉 或る程度の補助金ｾ出 して既設の木

* 筆者は大阪府建築課長

の 緊 急 性

井
ー上 新

ー-ー .. 

造家屋tこ防火的改修を奨働して来? このである 。こ

れは木造都市なるものが火災に劃して殆んど無抵

抗であるといふので 、家屋の周囲部を防火的に構 F

浩させ 、 少しでも延焼する時間 を長びかすとい

よ、 、所謂都mの緩燃焼化を計ってゐるのである 。

そんな ことで安心出来るかといふと絶封に安心fご

いれ、へないが、防汁 ｩ の全家屋ｾ混凝土イ七 ｾｈ う Ｑ＼Ｚ ＱＮよ

い現欣に於ては、最も錨切なる焼夷弾i i 策 e;;) ラへ

られる 。現住の無防備な者11市が焼夷弾を無敢に投

下され? こ時は、恐ら〈全市は一瞬 tこして焦土とな

るであらう。泌も Tこ無数の焼夷弾は夫々火元とな

って周囲に延焼して行げば 、如何に消防- 施設が充

分完備されてゐても全部消 し止めることは先づ不

可能と思はれる。蝕り iこも延焼して行〈時間が早

過ぎるからである。失火後五分も経過すれば早や

隣l ) Iこ焼え穆ることになる。それが防火改修さ れ

にとなると、各府! 醸の火災質験に徴して見ても 、

普通 lこ40分から 50分位はか〉る。そうなると恨

りに消坊自動車が間 lこ合はぬ場合でも 、充分響防

図叉は隣組の活躍によって消し止められるのであ

る。焼夷弾力 Z落ち? こ家屋は焼げでも周囲の家屋に

延焼せないとなると 、災害は極〈局部的に縮少さ

れる。全市の建物の中 2000戸叉は 3000戸焼けて

も、それが儒に岡力を墜すことにはならない。

これが現布の都市防空とじて重要なポイントであ

る。

以上の様な次第で大阪市の防火改修も積極的 tこ

施行せなりればならない ことになっ? こ。大阪府と

しては府下の重要なる市町村にも 、首然防火改修

ｾ［な述にやらねばならぬのであるが 、先づ第 一 若

手としては大阪市会防備せなければなちな い。大

阪市は. 11' i に大阪府の重要都市[ と考へる諜には行か

ない。我岡本if耐の中心地主いふ意味で政治的中心

地の東京と完全に封等と見るべきで、共の黙他の

都市と自ら防空的 iこも特に考慮を必要とするので

ある。不幸にして他の都市が壊滅 iこ瀕しでも我岡

力に大しに影響を興へる乙とにはならな いが、大

7  ... 



阪市が若し焦土と北し?こと仮定するならば、之は

我固として重大問題である。従って大阪市の防空

は帝都東京に比し 、決して劣らぬ重大性があるの

で ある 。大阪市の防火改修を湖特の行き方で積極

的にやらねばならない所以も 、以上の様な意味が

あるからであ る。

現住大限市域にある木造既設家屋は約64寓戸で

ある 。改修費 l 戸首ち平均500固と見れば3倍、2000

高闘の工事費を要する ことになる。 許 され、ば勿

論全i li の木造家屋全部を改修 し?こし、 のであ るが、

然し金と物と人主 三拍子: f i i ij はなげ れば止速に宜ー行

する 諜 には行かない。ダラダラと 20年計 霊叉は30

年計書 とすれば完成すること は間違ひないが、 そ

んな悠長 なことは現( r : 緊迫せる岡際IW勢から見て

許きれない事情にある。勘くとも数年nnに或る程

度目鼻をつげなげればならない。即ち目下質施計

費ｾ急Ｚ いでゐる のは Ｕ 年計 ー実＿＿で 、 大阪市の重要 中

心部の約33蔦戸改修案である 。これは商肢に於て

全市域の約 3 分 の l 即ち 2000蔦.f 'j 二に官; ることにな

る。以下 5 年;十重J: 改修案の概要を各項円に就いて

説明して見ること〉する 。

1. 改 修 工 事 費

l 戸首りの工事費は平均約 500 回f立と なる 。

33高戸を 5 年間 に改修するとすれば 、 1年に

齢くとも Ｖ 蔦戸ｾ筋工せなげればならぬ。即

ち l 年にこの工事費3000寓聞を要することに

なる。これに封して内務省は岡庫干I f j 助 を或る

秤.度なし 、叉大阪市も殆どこれと同額を有Ii D) J

するのである。然し同時より補助する金額は

自ら限度があり、叉全閣重要都市に分けられ

ることになる からー、大阪としては市の HJJ す分

と合計しでも 高々 3000寓闘の l 制見常に なる

か、ならぬかであらう。勿論n; 、金であるか

ら幾分助りじはなるが、これのみ に依存して

ゐては所期の目的達成には却々難しい。

そこで 地医日 IJ に 3 fi] 類位に分けて無有! J JJ)J 地

lぷ、 4 分の l 柿D) J地底、 2 分 の 1t1Ii D)J 地医と

し、 ぞれ等前助金を最も有効; 直切に分配する

ことが好い方法であらうと考へてゐる。大阪

市1矧与の行き 方 といよ、 のは認識ある 一般市民

の協力を得て工事費の無補助金額負擦を甘受

して貰ふとい」、行き方である。尤も 一時の金

融に閤る人もあると 想像されるので 、これに

1118 

劃しては銀行圏の協力を得て改修ヱ事費金融

のシンヂケ ート を組織して貰ふことになって

ゐて、年額 1000高岡位は融通して貰へること

lこなってゐる。叉工事費負措額に肱じて家賃

の値上げを考癒し 、火災 iこ劃する安全感が強

化されるので保険料金の或る程度の割引も首

然問来るものと期待してゐる。

2. 改 修 用 費 材

改修に建築用統制資材が相首多量に要せられ

ること lこなる。家屋の構造に於て東京市は下

目張が普通であるが大阪市は強家が一般であ

る聞係から 、資材も主としてセメント及錨鋼

材が ｾｦ ｪ 前使用される。［むも工事力Ｚ修結工事で

ある n に、想像する控多量には要らないので

ある。物動計撃を? 根本的に製革する程にはな

らない。政府も愈々防火改修 l二本目安を入れる

ことになっ fこか ら、これ等必要物資の需給に

は一段と力を入れて〈れること〉思ふ。従っ

て大 して物資により 支障を来す乙とはなから

うと柴視出来る。

3. 改 修 従 業 者

改修事業 に従業する勢務者は大部分大工と左

宵とである。改修商坪約 500高坪であるから

1年に約 100蔦坪を改修せなげればならぬ。こ

れに要する大工及左官は各2000名を要するこ

とになる。この入手の齢い時代にこれにげの

多人数を集め得るかといよ、疑問が起るが 、市

内役住の大工は相官数 l二達し大して心配もな

い が 、 ｬ ￭Ｚ官が 問 題である 。市内 在住の金左 Ｇｲｾ ・

ｾ綿動員しでも難しいと思はれる。叉そんな

こ主は不可能で ある 。これに釘しでは速成講

脅をして従業宥を遺ることも 一方法である

が、又他の地方より狩り出して来るとしゴ、の

も一つの方法である。他の地方殊に満洲、朝

鮮. 北海 道、東北等氷令部時期には働りぬ土地の

左官をその問手俸はすといふこ とtこすれば、

2000人位集めることは大して難しい ことで は

なからうと思ふ。その黙大阪市は気候に窓ま

れ年ｲＡｾ仕事の出来る難有い土地柄である。

4. 設 計 及 施 工

この仕事は相首商倒な修繕類似の工事であ

る。従って請負って貰ひ? こいと思」、相常な業

者いは厭がられ、この工事によって相首利径

く 百 ｾＲＸ 頁 ｾ Ｎ ｉｊ < ) ， 



都 市 防

主主に都市防空とは特に断らない限り 、関民防空の分野

を指すもので、軍防割ま之を ｉｾｦ 卜とする。

'W1Jへば主主に食を得んとして求め得ざる人があるとして

その人 々に討し飢餓の安惑を設〈は無盆である。東西古

今の飢i唱の史貨を誇るも款がない。 1仕に身命財産の危険

を希ふものはあるまい。空襲の危険防空の必要は何人も

! 感知 してゐる 。そうして祭襲の時には何事をかなさん と

する事も健悟 してゐる。然乍ら防空の侭には市民自らな

すぺき事以外に、根幹枝葉多くの仕事があるのである。

筆者不宵と難も、 ζ の扮11 ，、稿を目して自ら脅して都市

防空施設の根本要議を得たりとナるものでなく 、寧 b. そ

の貧困を E容はすものと恐れるにも拘らず闘を愛し市を恩

ふの表情に於て敢て人後に落つるを潔としな い放を以て

些か所見を被援して大方識者の叱正を仰がんとするに過

ぎないのである。

事例を専ら大阪市に求めたのは筆者がその市民の l 人

であるのと 、他の都市の事情をよく究めない迄も 、そ の

問自らＭｾ相 ｩ ｩｉｩずるものがあらうと考へたからである。

讃者之を諒 とされよ 。

.  1  根本に培へ

古来事物の玉虫は一つであってその成蹟に決して

二つはない。 防空施設の和類多しと関川、そのnn

に自ら軽重本末があり緩念先後の序がある。等し

〈持力 {t>f!1ゐ 、等し く財を費し 、等しく時日を粧

過し、そうして賓施 lこ等し〈困難を作ふとし Tこら

初めによくよ〈熟慮して以て根本の方迭に遜進す

るの賢にして且捷なるに如くはない。根本に帯か

へば枝葉ま? こ従って自ら策へる。張に読んで

話11
1功 皇后の御偉績を偲ぴまつらう。

問定事え利害ノj 串 闘 史 上 巻 は 毅 へ ん 「ー 朝鮮

lこは新議、百柄、出i麗の三閣がありー " ｾドでも新

薙がわが問に一ばん近く、その勢も fこいそう強か

っTこ。熊2誌が? こぴ? こぴ叛〈のも、この新羅が唆す

Tこめであっ? こ。そこで- 皇后は新羅を従へれば、熊

裂は自然と有三< ' であらうとお考へになり、武内宿

繭と御相談になって、御みづから兵をひきゐで新

』壌をお討ち lこなる事 lこなつ? こ。・・一新羅王は大盤

恐れて、… 一直ち t二皇后に権ひき存9 . . . . 一皇后はほ

‘ 筆者は隆軍大佐

空 貧 困の

堀
士

口良

どなく御凱旋 tこなつ? こが、やがて百樹、高麗の二

聞も亦わが閣に従ふや うに なっ fこ。・・・ーかう して

わが闘の勢は海外にまでひろがり 、ますま す闘が

開けるやうになっ仁。」

光輝ある閥史の成蹟は荊として拘に日星の如 〈

抜本塞源の功徳は呼べば答へ る木Tごまの如し。 末

節枝葉に捉はれてゐては、容易に効果の事らな い

こと世上そ の例少しとしない。防空の事亦深〈鑑

とすべきであらう。

E  空襲と我園の地理的特異性

我闘を以て防空上恵まれfこ地位lこありとする人

々がないでもない。その王里山は搾jsI ]に苦しむとこ

ろであるが、若し我主要閤土が四面環海であるか

ら敵の渡洋攻聖震を困難ならしめる、といふので も

あるならば、今次事鐙の首初になさ れ? こ我渡洋爆

撃を以て我岡のみの専有 ｱｾ 肢とする も のであら

う。然し それは自惚れである、そうして自惚は油

断の母である。

昔4 スペイン王フイリップ二世は、政治上の仇敵

であり宗教上の異端者であるイギリスを牌懲せん

として、軍艦 13 1隻を造り不遜 lこも無敵艦隊 と誇

栴し? こものであっ? こが、海戦 iこは散々 lこ陥まき

れ、逃走の途中風イ ｉｾ 雨師に崇られて哀れその残骸

ぞ北海の波間に沈めるうき自主? 見? こ。げに恨しな

べきは自惚れであり瞥むべきは油断であ る。

空 襲 j 二我岡の地位如何は勿論他閣と の比較上の

事である ι 一葉 のi! . I : 界地闘を披げて見よ。西、我

闘と接壊する欧亜 lこ跨る大聞と 、束、大洋の彼方

の大聞と我聞との闘係、を較べるに 、我は海 陸 どの

主主力、らするも如何にして彼閤等の首都或は主要閣

土一一西にありでは肱 tこ属し、 *1こ於ては太西洋

に商する地方ーーを空襲し得るかを考へるとき共

は空想に近い程の雑草. である事を党ら F るを得な

い。之に反して我首都は勿論の事関土の殆んど全

部を傘げて海陸からする空襲の脅威に曝されてゐ

るのであって、之以上詳惑を必要としなし、。 即 ち

我図の地期的特異J 性は 、隣邦の首都及主夢閤土に

a  ｕｾ＠



劃する攻撃は出来難いのに反し 、寺誌は之を受け易

いとい i 、のである。

E  敵の空襲方法を濁断するは禁物

過ぎし日露の役族順要塞にまうJする攻撃は 、37年

の 8月強製法 によって開始され? こが敵豊富H して

容易に抜〈事が出来す・ 、参加将兵約50，700人の内

死傷約 15，800を算して一時攻撃を中止するの官余儀

なきに至つに。第 1回の締攻繋即ち之である 011J

後軍は強襲法を捨て〉正攻法を係るに決し 、9 月

攻教を再興し地上からは攻路間出�Ｎｾ推進し 、 地中

か tちは坑追を進め 、織りなされる火職肉柿鞍叉時

に地中鞍に辛苦を重ねて 、誌にかの金城錦壁を屠

る 事ｾ得 ＿こ の である。今は故人となっ＿こ首時の 一

軍幕僚の述懐が今も向耳に残ってゐる。我: t l i の勇

敢なる一気以てかの要塞を抜き得る主信じてゐ? こ

が 、之は謬りであっ? こ。近代科書各の粋を蒐めて築

かれTこ堅塁に封し では、 急: がぱ廻は ( i 始 めから正

攻法を探るべきであっ? こ 、 とい』、のである 。蓋し

これ築城術の護達に伴よ、て攻撃の方法も蛍然境は

らねばならない事を物語る一例である。

凡そ攻撃防禦の鞍闘法は 、職場の地形、時の裳

夜、天候気象の鑓化、将兵の素質、等の支配を受

ける 事は云ょ、 までもない事であって、わりて兵禄

の進歩と、従ってその影響を象る築技術( 築城と

は職場の地形の人需的費更である〉の殻達 e ¥こ左

右される事箸るしいものがある主共 tこ、この戦法

の盤化は叉兵器、築城法の更に新らしき工夫を促

すものである。要するに戦闘の諸元( 戦闘法をも

含める〉の自然的説象のものを除げば、それ等は

互に因となり果となって連綿として盟締を続ける

ものである。海職、空中戟及所謂空襲も亦同様

である。

理主闘諸元は何故 lこ因果の相互関係を鵠つτ嬰化

するものであるか。それは彼我互tこ相手に譲るま

いとする限り、相手の不意lこ出るといよ、企闘の必

要があるからである。 r其備無キヲ攻メテ共不意

ニ ｉｈ ヅ」とは、古今東西を通じて撒はらｾる用兵

上の銭則なのである。

燃へ易い木造都市は即ち焼夷弾攻懇であると考

へるのは少し〈早計である。焼夷弾投でを考へる

人々 の根擦が 、飛行機 1 ｾ塞の搭載査が多いとか、

投下には特別の技術が要らない主かいよ、のである

ならば、 それは敵を極安〈見? こ主観的の滴断でし
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かない。敵をみfごりに怖れ るのは戒しめねばなち

ないが、か〈の如き考へ方 lこは可なりの危険性が

伴ふと思はる。火災の原因が焼夷揮にありと見て

人的組織及 それに伴ょ、資材施設の整備と訓練とに

よって安全率が増強され、叉木造家屋の挙耐火的

改造 〈以下降して防火改修といよ、) の鴛にその遅

燃性主人的所動と lこよって危険率が低下されにと

する時 、別言すれば都市を掩』、戟闘諸元が進歩ぞ

み寸こ時 、向且つ焼夷弾を7象期するのは 、戦法流怖

の必然則を祭しないものといはねばならない。戦

法流輔の法則を無視する左いよ、事は、敢鴛なる敵

の不意に乗せ' らる、といよ、危険性のある事を語る

ものでなくして何であるか。 凡そ焼夷弾と破壊那

とどちらが揃いなどとは愚問のヨ三りではあるが 、

破壊蹄は破壊作用の外に焼夷作用金呈する事と都

市存亡の，詰末を早からしめる事を考へると共に 、

破袋持に劃しては防火改修はその抗力増加に何若手

の寄輿をしないものである事を知ってお〈べきで

ある。

班 防 空と我都市の一般観察

都市形誼の現欣如何は 、空襲災害のM態主人的

組織の防護所勤の難易とに至大の閥係をもっ。然

し乍ら都市生活の機能は定に多種多様であってそ

の 一つ一つをとりあげ て討究し輩す事は不可能で

あるから、悲にはその内の主要と思ふもの三つに

ついて一特を興へるとする。

(  1  ) 道 路 御堂筋は大阪市 lこ於てむ巾の最も

腕 い道路といふことであるが、それでも Ｔ ｊｬ凸を ｾｈ Ｂ Ｂ

ない。今 ｾￇＳＵ 回大阪市統計書 ｴ こよって、各積巾員

路の道路綿延長に3討す る百分比を求めると次のゃ

うである( 小数黙二位以下切拾) 。

種 類 延 長 ( m) Y. 

岡遺蘇; 芭市道 2. 522. 279 100 

巾 29m以上 16. 045 0. 5 

ｾ＠ 22 以上 41. 899 1.5 

ｾ＠ 18 以上 92.251 3. 5 

ｾ＠ 15 以上 15. 771 0.6 

4 日 以 上 57. 400 2. 1 

ｾ＠ 7  以上 '21.9. 761 8.  n  

多 4  以上 725. 695 27.  7  ｾ計 ＹＰＮＳ

ｾ＠ 4 未満 1353. 457 54. 51 

東京帝聞大島県の質輸によると、無風 lこ近いとき

に於て燃焼中の建物から距離 3
m

の木造には確賓

に引火し、 4的でも風下は引火しTこ8111 ｾでも板が焦

げTこといふp 之から尽ると無風時に於ても安全l i P .
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e見ねばならない。我閤都市の路巾は一

般に狭いとはよ〈聞〈鹿であるが、 重要大都市?こ

る大阪の道路の50%以上が 4，: ; ' 以下の屯巾であり

9 0 %が 1]16以下で限り iこ無風とするも術延焼防止

tこ役に立? こないと知つては只々鯖嘆の外はないの

である。

斯の如〈路巾の狭い都iii が大ノj 、多数の破壊5躍を

受り 、火災叉之 iこ作五、て費生する事を考へるなら

ば、その防護活動の不如意は言ふべくもない。爆

弾の命中しに家屋の破壊は勿論の事道路の同側及

反封側の家屋 iこ及ぼす地震. 風蹄の作H i の影響も

大きいであらうし、 l扮門の虎口を枕しでも後門の

火の手や迫路の閉塞に進退窮まるもあらう。火災

の現場を望むも i主かんとして行 き得ぎる 、彼底に

貯水槽ありと安nるも行手な〈して昼し〈立往生す

る火災の現場にあるはあれども水道陣i 1 これて 訟の

持腐れとなるポンプもあらう。救護 、工作の行動

叉それらに似るのであって、到底筆舌のよ〈及ぶ

底ではないのである。

(  2  ) 緑地 紘地の意義については後首j に譲る

として蕊では賞を公園にとる。そうして防空上の

要求に基づくその腕さ 、配置につc、て大阪市の貫

詮を尋ねるよりも 、王子- 道としてその要求を述べる

ことにする。

一つの総地の成さに就ては緑地内部の施設と相

ｦ 突って、 線地の外側に生す・る火災の影得 ｬ ｾ 象らな

い地積が必要であり、叉その配置は主製警報の下

令と同時に避難者及防護活動の? こめ一時特避を? 要

する活動員が、成可〈速に到達し得る事を考へね

ばならない。この股さと配置 l二ついては既に先史

本多林拳博士が大阪市民に警告を褒しておられ

る。即ち 2 - 3蔦坪の公闘を 13- 14町毎に設け市民

は居所から 6-7111J で公闘に出て遊離し得るやう に

せよといよ、のである( 本誌第21鞘第 10披松井正一

氏「最近造園界の要笠」参J!H) 。

凡 そ敢震なる敵機に封し市民の生命ｾ 室 製 の 危

険か、ら救ふのは益製前の数分間である。空襲警報

があれば市民は家を肉ft れるなとするが如きは、焼

夷聞のみの攻撃が確定的である限り差支へはなか

らうが( この確定をどうして祭知し得るか) 、強

想 lこ反して、即も敵に不意をつかれてI i & 袋弾力: 使

用され? こ時に は、家に止まる市民は室製の初動 lこ

於て巳に家屋と運命を共にし Ｑｾ げればならないの

であって、決して合理的の方法ではないのであ

る。この空襲前の数分間 を少 しでも 長 〈する? こめ

lこは、闘係官局は勿論絶大の努力を掛ひっ〉あ る

のであるが 、海岸が都市に近いと いふ 自然環境 と

航空機の護建とがよ って 、自 ら版度があ るのであ

って、 その時間は多〈も 10- 15分と見るべきであ

らう( 主主々登達する航空機の性能や或は避 〈べか

らぎる他の事情によっては 、無警報の空襲もあ る

と心得ねば ならなし、) 。か〉る見地から公園の現

献金察すると、そ の要求を充fこすものは殆ん どな

いと見てよいのである。

(  3  ) 建物 建物と火災 k の開係に つ い て は

嘗って「大大阪」第 15巻第 11競に述べTこ事がある

から 、悲には重複を世りてその要黙Tごりを記る す

事にする 。

A  大阪市に於け る不燃性建物の棟教と金棟教

との割合は 1. 49.96' ( 昭和 11年末) であっ て依然マ

ッチ箱の集函である 。

B  斯る都市内に散注する不燃焼建物は勿論の

事、共集園してゐ る一角と蛾も火災 lこ劃しては安

全であるとは認め期2い。之は過去の経験である。

C  従って不燃性建物を避難所に充賞するのは

もとより、防護室に改装しでも人を牧容すること

は危険である。木造家屋に破壊弾が命中すれは破

壊されるは 3 尺の章子も背づ 〈鹿であら うがその

比隣家屋に及ぼす破壊諸作用に就ては 、質駿上の

デ ータ がないのでま互に述べる事が出来ないのを恨

事主する。

x  x  

以上粗略乍ら述べ? こ三つの槻黙がち 、我都市の

空襲災害上の特性を要約すると次の如〈 言へるで

あらう 。

A  迅速な延焼を招き易い。

B  悪家は良家主? 駆逐す る。廷に悪家とは木造

建物を良家とは不燃性のものをいよ、。 良家に

して地形上周闘の火災の影響を業らないとこ

ろにあるものはもとよりこの映りでない。

C  各極人的組織の防護活動の自 ｛Ｚ ｉｬ ｾ 制 限する

D  避難者? こると活動員fこるとを問はす¥ その

生命を危険から救ふべき空襲前の数分間 iこ到

達して 、自然の恩葱に浴する線地がな い。

支互に自然の恩恵といふは 、直撃弾 lこよる危害

T はな 〈て爆弾力Z建物に及ぼす作用から生す・
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る危害の事である。直撃弾の危害を考へる t

緑地と雌も安全とはいへない。何となれば線

地 には爆弾が落もないとはsl { らないからであ

る。この解決は後の問題である。

近頃防空壕 J ) よぴ鋒が可な み盛んであるが路

111が狭い事や住宅の室地商積}J; 叉非常に少い

事を考へて特に次の一項を附) J I t して置い

E  防空壕ｾ設るべき位置の護見が困難である

以土の事柄は言はすもとも判りきってゐるとがi ま

す人があるかも知れないが、ちし然りとすればそ

れに封するメスの使用を怠ると、牛Ij ってゐること

' f : げに 、一旦緩急: の時そ ω害悪の大きい事を究悟

してゐなげればならないと思ふ。恰も勉強しなげ

れば入撃が出来ない主知りきってゐて、勉強含; 怠

つに結果不合;悔の うき目を見ると同様で ある 。

V  不燃性よりも分散へ一一

一一防空最後の施設への段階としての

前節 tこ奉げに三つの視黙の外l二百見町; : r 捕げれば

尚幾多の弱黙を鷲見するに建ひないのであって 、

我都市は満身これ搭痩気息奄々 fこる病人のゃうで

ある。

都市防空の事が多少とも事賞に現れにしにのは

昭和 の年になってからと記憶する 。 渦洲事盤以

来、殊 tこ去る 12年10月防空法が施行されてから事

賓が愈々頻々 lこ現はれに。然し乍ら防空法は人的

活動と直接それに必要な設備資材の整備を基調 k

するもので、都市の改造には偶れてゐない。? ごか

らと いって都市の改迅ーを不必要とするものもある

まいが、質は都市の改造こそは防主の土韮なので

ある。理想、は覚に現宜な ら十として然も倫理想、が

必要なりとすれば、都市防空の共は訓練をよ要しな

い都市の現出にありと 言 はねばならないと思ふ。

モンペイの強制l、各戸 l 人の狽1! 11j 狩り出し、教

10人乃至多きは 1.000 人が一群となって行ふバケ

ツリレ ー、きで は風旗l次流しの乱立や可燃都市内

の防護室の設定等は 、訓練若 〈は施設の的を外れ

にもの若〈は、危険性の多いものであって論外と

して、活動員に3討する適法なる精神的技術的訓

練、 貯水槽やポンプの整備 、防火改修の質施等は

第二義的のものでないに しても 、都市の改造lこ伴

はなければ功罪相償はない憾ないでもない。病人

を治するには遁餌と趨柴と二者そのーを賦〈事を

許さないのである。
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空襲警報がHHことき水道、瓦斯、電気の如きは

護迭を停止すべきか否かといふことは相官; に研究

考慮を要する 問題と思ふ( 己に輩されてゐれば幸

である ) 即ち殻迭を続りて破壊切断を受け? こが? こ

めに災害を助長或は捲き起すやうな事がないか 、

破壊切断の確率が多い k なれば 、局部的にでも警

報と同時に護迭を停止する方が良〈はないかとし 、

事である 。我都市の災害が火災であるのに防火に

必要な水道を初めから断水する k は一見逆説に見

へて貰は必す・しもそうでない。頼るべからぎりし

水道を頼り lこして防火活動の真際中断水を見て は

拘 lこ遺憾千高の次第であるから初から水道をあて

にせす Ｎ ｾｽ ｪ 火 の ｦ こめ生活の ｦ こめ確乎不助の 水 源確保

の施策こそ人的活動の根本保件ではなから うか。

話設思はす・首題を外れ? こ事を謝する。傷、都市

の改造即ち防空施設の根本的のものとして不燃性

都市: r 考へ且つ之を以て防空都市入門の第一歩 と

する事を聞く( 木造家屋の準耐火的新築及防火改

修を以て不燃性都市と見る 人 の な い 事 を 確信す

る) 0  FIl 手I<i 我闘は世界有数の天災 に盟かな自然環

境にある n 建築技術D 殻達しなかっ?こ時代に於て

は建築上火災め要求と地震の要求 t がうま〈調和

がとれ子 、そのn.n: r 紡催しつ〉多〈の災害に見舞

はれ乍ら現代に及んf: 。耐震耐火の建築技術は我

岡に於ては約50年の歴史を有する t 聞くが、その

@嘆訴勿は殆んど集闇的事業所に限られて伺人のを1:

宅にp! f : 用されてゐるのは極めて少いのである。そ

の理 ｛ＱＱ として ｌｾ 度の低い事に蹄する人もあるりれ

共、 E f - 売の百? を持つ人の家必十しも不燃性でない

事を思へば俄に首肯し) ' j Itいのであって 、それは餓

筋コンク リート の班重を厭い瀦酒明朗な木迭を好

むとい i 、様な性折!l にイ去るものではあるまいか。 新

し艇がf的或は耐令的事山あり t すれば、都市なる

ものが前業資本の護展と共に干I'l 、工業生産機械の

逃歩に依て形成護展し 、職場を都市に求めて開集

しつ〉も ｦ 占ｾｾ多動性を持 ｦ こぎるを得ない多数の人々

主、こ の人等: r 封象として一定の資本を一定の土

地に用 ひ成可〈多〈の住宅を造って 、さうして川

被 る限り多〈 の利潤を得んとする 営利資本主との

存在に依るものでなかもうか。兎も角も我聞に於

て不燃性都市のHI，現が空想、なるか終叉強想、なるか

は中々難かしい問題であって 、ま互に判決をしかね

る次第であるが、 500 年後 1. 000 年売の遠い海い



将来はい ぎ知らす¥速い将来に於ても; l { : 賞現は不

可能の事であっ て、それは一種の宿命である と見

なければならない感じがするのである。果して然

らば不燃性都市の出現を叫 ぶもあせ るも、それは

無効無盆の業であって筆者は之を捨て、 一路都市

の分散一一防空最後の施設への段階主してーー に

向って歩を' 進めるべきものと思ふのである 。

都市の分散には難かしい理屈があると聞くが筆

者は之を知らない 、一言以て之をいへば、 Mfr首j

(  2  ) に述べ? こ要旨 によって都市内に縁地網( 線

地及之と連絡する線道の線、稽) を設け るにすぎな

いのである。分散の五日 rJ1は前首j に懇げに都市空襲

災害上の特性を大誼に於て裏書するものでままに重

複記惑を? 宥されるならば

A  災害を局限する

B  人的防護活動を容易ならしめる

C  空襲前の数分間に避難者及活動員の生命を

危険から放」、ぺ( ¥自然的恩惑に浴せしめる

D  防空最後の施設への準備手段fこらしめる o

t  いよ、四大要請に基づ くのである。

紘地とは何であるか。総地とは通常公衆に開放

され? こ空地で道路を除外し、都市の健全性を保持

増進するを目的とし、級I益金得せしめ風を遮り火

を ｾｬｪ ( ' 震に趨首な植樹地帯を設け尚地勢 i二依つて

は、防波l防水の施設を必要とするのである。従っ

て単なる回や畑地では未Tご以て線地とするに首ら

ない] ) である。紘地] ) 償値使命は都市の健全性を

維持増進するの一言 に輩きる。都市の健全性とは

建物 J ) 密集過を制限して、常時fこると主主災戦時Tこ

るとを問はや市民をして、自然 D思惑的領分に浴

せ，しめ、向鑓災戦時に於ては必要に肱じて劃災防

護活動η 指揮 、行動7 ) ; 侠嫁地策源地fこるといよ、の

である。線道とは緑地と相侠って都市健全性を干In

強増進するもので、その闘係は杓子の. D l 1 の柄に似

? こもの、二者そのー を猷いては運用効果の図滑十

全を期し難いのである。倍 、緑地総迅の巾員 、線

地網設定の要領 に就て は上司4述べ fこ主ころによっ

て窺い得るのみならす¥梢具韓的 tこ既掲「大大阪」

誌に述べ? こから悲に重ねる事を遠慮してお〈。

最近都市分散の盤頓に接頭しその一部漸〈着手・

の機運に遣し Tことかの噂を聞くのであるが、噂Tご

りにしても、衷，む鹿賀に堪へない。防空の必要が

あって防空法施行以来正に3年有5ヶ月 、この宮初

から 一都市の分散に着手し 、今頃奮市内地区に 2 、

3 の緑地網がある 主し?こち何橿か心強い と思は す、

にゐ られない。 希〈は之 を一片の後悔 主して看 過

する事な 〈、 所謂後悔先に立 f二十以て将来 J ) 鑑 と

されん事を。叉防火改修法案が議合 に呈出される

との設も聞いに のであるが、都市分散法案こそ真

先に呈出されて撚るぺし主思ふ次第である 。

VI 都市防空施設の終止符

言五、迄もなく人類の烏性獲得は人類の文化開謹

の一大偉業である。人性の鳥性への憧れ、飛朔の

翼望は人類の歴史と共に古〈 、然して共は各時代

の人心を動かして来fこ。人類飛行の元組と いはれ

る米人ライト )G弟が西屑 1903年 12月、16馬力のi f J

力を似りて距雌 262mの飛行に成功 してから約40

年間の進歩は淘に素晴し い。佐界の距 離 崎 短 縮

せられ、用兵上に於ては技1>>告と将兵の心持に至大

の影響を及ぼし、剰さへ本土領域をも職場と 化す

るに至つに。人類烏性の粛す災害に苔躍するは又

人類自身でなげ ればならない事は勿論であ る。

級i也に集まる人々は単に爆弾と建物との酔j係か

ら生す・る災害 を免れ得るに過ぎなし、。線地に落ち

来る直撃弾に封しては 、群集してゐるピけに一時

に多数生命の危険性がある〈この放に室襲時群集

するは禁物で分散して各自家にあれとする人もあ

るが之ち中途半端の施策である) 。地主? 旬』、ミ、

ズは ｾｴ 口に啄ばれる。人類烏性の災害を免れるの

は質に 人類のモグラ 性であり、地下都市でなけれ

ばな らなL 、。そうして我都市の如〈地表に可燃物

を持つ運命にある底では、その火災の影響を避け

得る腕い空地の下方、即も維地下に施設される地

下都市網Ｈ続地下の都市及ひぴ，之 Ｓをｾｾ連 ｩ主主邸 ｉ巨峠Ｚ芥車耕各する需に緑

迅のf全在部恭 〈は大部に 設ける防防. 空路の線栴 とす

る) こそ之であるむ。都市の分散即ち総地網の設定

をを?以て古お最故il立;t- 後の施設への段F附?符号とす るは此i故投である。

I思1也ι よふ、に天災といはす

lはま人類生爪の様式 lにこ依て控つて〈る事事: はR碓確乱在:然?にニる

7事打貰賞z であつて、人類の烏性がも fこらす災害に封し

て徒らに地衣を右往左往するのは、鳥性を ｾ ｊ 炊め＿こ

偉大な人類の所震としては首尾一環を献 〈恨事と

せき' るを1与ないのである。

x  x  

都市外への徹退避難の功罪、都市の分散に関連

して位宅の疎開、防護諸般の施設の分散問立性の

必要、防空統一指悔の内苓等に一斑にも 、向溺れ

て見る積りであっ? こが、締切期日切迫の fこめ遺憾

乍ら¥i f l J愛し?こ。( 了)

1 3  l JI 
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2巳 建 築 街 の 解 瞳 可と 防 火 改 修

1. 臆念防空針策の必要と其の主眼

園際的危局は眼前に迫って居る 、寓がーの事態

が突裂するや、時 日をかすのi阜 も な し 我調土 lこ

劃 する敵機の空襲があるであら う事 も常識となっ

て底る 。

空襲目標は勿論、断定し得る所ではないが 、大

都市、就中軍事的ヌ l ま工業的中心地 、或は共の他

の生産部門iこ向五、であろ う事は現下肱洲の職歴に

徴するも議淑11し得る所である。

今空襲の公算の最も多い都市・1i:'日iみる時、わが

閣のあらゆる闘力は蝕りに' も大都市 l二集中して居

る。しかもその都市は室製 iこ劃して脆弱な木浩家

屋の集積であって空襲下の質惣即も駅地域の火災

を考へ ると我が木造都市の防火方法と消火能力と

を以って して は到底安心出来ない。

結局大火災を小部分に局限すると 云ふや うな緊

急: 方法が普通の消防術と並行して誹ぜられねばな

らぬでゐら う。

火災を周限する篤大規模の般廃消防的手段tこよ

って防火手停を作る 事 も大火災惹起の憾な的手段 k

しでは賞然講ぜられるべきであ らうが 、若し事前

に防火帯主? 構成し得? こならば、之に越しTこ事はな

いのであっ て、 至宝に防空都市計霊の必要性があ る

が之も将来に属する事項であって目下の急: 務 に

は間に合はぬの である。

そこで憾なの封策として先づ現欣を以てする

防火幣の構成を考ふべきであろ 、即ち 木造建築

掲の解腫がそれである 、 而も 之ＱｩＺＧｾ寄 手 ｪｻＺ の都市計

聾 に即N1.¥せしめつ〉行」、:t J' j : である 。

2 .木遁家屋防火改修の憤値

火災に針し木造家屋を耐火性tこ改修する事の

償他のある事は最早一般常識であり今更迷』くる

迄もないが従来の賞験成紅iか ら見fこ似値を左に

要約して見ょう 。〈別表参照のこと〉

事筆者は随軍中佐 ・大医師国王F:tI(;

川 t 4

メ』

口

3. 空襲火災の責想と其の防火針策

茂後

今我が闘土に虫色Iし室製があ b とすれば数十機を

以てする 焼夷弾の同時又は連続投下そ先づ考慮す

べきである 。兆の場合今恨 りに 50機を以て 1O]ff; 

( 100砥〉 の焼夷蹄の連続投下が行はる '> /;: しにな

らば共の被抑[ 面積は 3 0 寓坪で投下弾教は 1高鷲

( 1.000稜〉に達し得るのである 。

ＳＰ 高坪内に於ける戸数は 、 ｲｾｪ ｊ 苫街の多 い 一 般木

il i建築制なら l高を越えるから 、部下弾数の l 害1) が

家庭 lこ命1' 1.1するとしても 1.000個 (100戸〉になる

のである 。

往年の東京民災で 100側所位の護火 lこよりあ の

惨献を呈し? この lこ臨みても数十機の空襲下に於て

は同時康地域火災 となる 事あ るは、莞悟丈はして

世〈必要があらう 。

共のM況を想定して現示 し?こ欣況が此の潟民の

通りで ある 〈単に煙の標示に止め fこに過ぎないが

賞火災なら惨i伏は此の比ではなからう) 50機の編

隊を以てする空襲時の被姉商積は 100寓乃至 120高

平方米〆( 30寓坪) で 、此の務員に現はれ? 二部分は

共の Ｑ ［ 音 ｾに過ぎない のであ る 、 而も家庭 ｾ ｾｪ ｪ 室組合

普訪園の活動に依り 銀火し得る 所 を除外 しでもこ

れ等で賄ひ切れぬ程度の大火災地黙が此の馬民 に

( 第 1圏) 50機の空襲下にbさげる貧相現示

(  ｬｭｬ 煙 の 消えて居る値 所は 隣 組の 活動によるｾＪを示ＱＧＮ )  
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A
凡 二競家屋は内部

焼け落ちたるも

外廓戸袋其泊は

完全であ り一統

家屋はまだ綴然

としてゐる

1. 外装のみ耐火木材張となし内部改修省略の二統

家屋は A 家屋敏火後38分で最高温度に慈し内部

が俊け落ちたのであるが此の際内部に注7 J c して

居れば現存したのである

2.耐火壁の内部の湿皮が 350 度附近に上昇すると ，

内仮ij 可燃物質より 霊聖火するものと考へられる

ＱＮ 防火改修を施せば翠に外獲のみの場合でも燐の火災位であったらう米以上も間隔があれば注 Ｗｾ と相倹て
ば先づ絶対κ 延焼を防止 し得る と言 ってよいであらう

但 し木造建物群内にあって四周より包まるれば趣は笛然綬って来る従って空襲による 地域火災の際は

箇 I2. 指院長f r院で2522事 思 議 お お 主 の 可 燃 性 物 質 よ り 愛 火 す る と と を 考 へ て 置 く 必 要

がある 、仮令餓筋コンクリ ート 迭 で防火扉を下しても同じ様で静 岡の大火災で務的の銭筋 コンクリー

ト 遣の百貨 ｪ 苫が防火扉を下し外部から煩が直接内部に入り込まぬのに内部よりｾ火した 慈賞に徴 し て
も明であ る

音音

B家屋に封する防空改修質量融資材並其外装要領は次の通りである

( 外 壁〉 ( 関口調1戸及戸袋〉 〈軒袋又はm初〕

|表側 … 厚2cm)

而f 火 木 材 製 ラＭ～ｾモノレ ｆ ル 塗〈厚 Ｒ｣ｭＩ

Ｍｾ成家屋婆側 ヲス張モル F ル主主〈厚2c m)
出入口戸まは扉改は修耐省火略木) 材製 ラユ援 モルタル主主くJ!i1: 2cm)

( 但し窓

傭 考 | 裏 側 ラfP品f 塗( 厚2cm)
耐 火 木 材 製 ヲエスｾモルタル 童会〈厚 Ｒ｣ ｭＩ

( 但 改修省略J ( 但し l 階は改修省略〉 〈但 し! 階は改修省略〉

| 表 側 耐 火 木 材 援 日

耐 火 木 材 製 耐 火 木 材 ( 6分叙〉 滋

こま史家屋言葉側改 修 省 略
耐 火 木 材 ( 6分板〉 狼

裏側 改 修 省 略 改 ｦｾ 長 省 田在 改 修 省 略

1 5  111 



現はれ? こ程度には首然起るもの k 売倍し て置 〈必

要がある 。J与の場合消防を護火の各個所に分散使

用しでは到底鑓火の見込1 ないので他地域の類境

防止の防火帯と相倹で: : . k . . 災を周限し? こ地域に喰ひ

止める手段によらさf る限り他に方法のな い事は想

像出来ること〉思ふ、特に風でも あ り叉飛火によ

る他地域に於ける小火災費生に劃する消火等を考

へると向更の事である。

( 第 2面白) 50機空襲の際に於ける同時被弾地域にして此

の間の各戸は ｬ 戸笛り ｉ ｾ 主の焼夷揮を見舞はれると と与な

る。

111 1  6  

夫れ! !  

O都市計萱によ る公園、緑地帯、蹟場、区劃整理

等の促進の必要を 自覚せられよ!

。防火改修裁屋を 1戸にでも多かもしむること而

もこれを集圏防火的iこ造る事を即急: の手段とし

て先づ考へら れよ 11

高毘に現はれTこ全地域内に 10I(f焼夷弾なら1} . 笥護

は投下され得るのであって、 家庭防空組合や聖子防

闘が如何に努力する主も 、賄ひ切れぬ程の護

火個所を惹起する Tごら う事は、想像力 Zつ 〈と

思』、。

此の際はどうしても地域的に火災を防止す

る事ぞ考へて置〈事が緊要であって防火帯就

中現下のAA況に即躍する緊主Rの防火帯の構成

を推奨する次第である 。

4. 木造建築の解僅と防火改修の剃用

木浩建築何解謹の方法としては色んな構想、

もあるであらうが 、考慮すべき 2、3を述ぶれ

ば次の様である 。

1 . 防火ブロックの設定と防空帯の構成

防火ブロックは東京の都市計霊では、成可

〈集合近隣単位とし、共の面積は約 100 乃至

150高 軒 ( 3乃至 5方粁) とし、防火帯は道路

〈線道、民幅員街路、高架道路とす〉、水路

( 河川 、運河溝渠を利用〉 、緑地 ( 公園 、縁

地、枇寺境内、運動場、墓地等を利則〉 、錨

辺、軌道の沿道、屋地の繍充、或は防火地区

( 耐火遁諜荷完成迄は暫定庭理として防火改

修す) 等の施設を交錯集中して構成し幅員は

なるべ< 100米 以 上 ( 100乃至 300米) を保持

せしむるのであるが、今即2: の事業としては

r.I JI こ合はぬので将来の之等都市計・笠をカn味し

つ〉幾分規模のIJ、なる IJ 、区割より 遂弐防火改

修を活用して本趣旨に基き速に着手する事で

ある 。

2.重要地域の防火地匡の指定

重要地域に就ては首局者の考へに委するも

防火ブロック内に於て他の意味から考ふべき

は物資の確保と防火懐黙の確保である。空襲

下 の 地域では家庭訪ｾ組合、警防閣 の活動に

1kても火勢のAA態により何うしても放任するの止

むなき場所も出来る 、こ の際働い て居?こ人員を他

f 傷25頁へ績< ) .



木

とl h

Z巳 家 屋 の 防 火 改 修

( 都 市 防 火 改 修 の 必 要 を 痛 感 し て 〉

1 . 序

ー閣と戦闘を始めて既に 5 年 、米Tご一度 もささ襲

の経験を持? こない我が閣は質 lこさ絵師である。これ

質に我が陸海空軍の果敢なる攻撃料 Ａｪ ｩｪ ｩｾ Ｑ の賜であ

る。部 2 次ヨーロツ パ大戦を見て安11 り得る如く 、

闘と閣との戟は先づ2さ裂から始まる。紙上 lこ報ぜ

られるロンドンの空襲結果を想起し 、これ を我が

大都市に仮想、 して巧へるなら ば、如何な る結果を

升4すであらうか。忠、五、Tごに戦↑ 栗を く能はま るもの

カZある。

某凶との協!係主主々 危機に 向i 、現{I : 、我が闘の都

i ii は現i伏に於て満足すべきものであら うか。多言

は要 しない、 誰が見 ても考へる所は同じである。

「裁が闘の大都市は完全な燃料の世壌である」

こう私は言ひ? こい。都Tji は燃料であ る。燃料の

中に我 々は日 々生前 し、仕事を して ゐる 。一度結

火すれば焦土 k イじす る事は過去の絞臓が飴りにも

明瞭に 示してゐる。 ill ¥ ( ま除DRの大' ぷ災 、近くは

静岡の大火災がよき賞例である。

l剣JRの大民災は約96ケ所の蛮火駄を有すると: z : ; ; :

はれてゐる 。静岡の大火災は世に 1 ケ所の登火結

である。

都市計霊法或は i li 荷地建築物法に定められ?こ防

火に闘する法規は '1-'- 時 に於ける l ケ所或ひは数ケ

}i)I' の同時/-111 火の場合を%tl c : _ i : して立案されてゐる 。

即 ち大都市を数側 の大きな 防火 プ ロッ クtこ防火地

借 ( 防火道路や防火河川或ひは似j 火家屋〉 を以て

l瓦剖されてゐる。この方法はニ|三時に於てならば多

少の効巣を認める 若 手が ｉｈ ＿ｪｾるが 、 戦時 ｴ こ於ては何

等の意味をも持Tこな い。

資材入手難の現{I:( こ於ても寓維を排して剖¥i 1i を

完全な不燃焼家屋の群に改造すべきである 。幸ひ

l ケの焼夷弾も孫下せぬ現AAであるから、この¥1 ) ( ;

に闘する輿論も徐り立ってゐない様である。戦闘

行動を完全に数年の長きに亙って持続 ι てゆく鴛

には都市ーの活溌 1i i7Ij動力: 続げられねばならな い。

如何に戦場の終兵力: 勇猛果!Ykでめっても銃後を i淡

水 2任者は申111戸高工式全築科教段

巽 純
*  

壊されては戦闘を持続する事は出来なじ、。手足は

完全であっても心臓を破壊されては手足は動かな

し、 。 心 臓が破壊さ れ ない前 ｩ こ防 ｧｾｬ チョッキが完全

な保護をする必要があ る。 都市の防弾チ ョッキは

防火建築で ある。

四海海洋を以て固らされに我が閣は過去に於て

はこの栴洋が閣の保護地帯であっ? こ。航空機の素

晴らしき護迷は既 に海洋を保護地帯 と考へる事が

出来なくなっ Tこ。反封に海洋は航空機に主つては

最 もよき 攻撃地帯である 。蒋介石寧の有する空軍

を以てし ては設が本土の空襲は不可能であらう 。

しかし他のー閣の有する室軍力はこれを可能なら

しめると 考へねばならない。如何に俊秀な我が空

軍とは云へ、数千米の上2さよ りする敵閣の空軍の

一機fこりとも本土上空に共の姿をあらはきしめな

いと 誰が断言IJI 来ょうか。

我が閣のｾ裂を計霊する敵閣の絡 にして、重量

大なる爆開を数少 〈飛行機に積み渡洋爆撃を企て

る患者はな い。 必する軽量の焼夷弾、焼夷 カー ドを

搭載する。

爆弾の爆裂のち主i仕さは正 tこ言語に絶する。しか

し共の質際の破壊力 、殺傷力は都市金櫨より見れ

!t1放々 ? こ るも のである 。

既設のコンク リート 迅ーの建物を利用し 、叉念設

のliI，l {. ':!ボ;}j 浴場等によって 、避難又は待機の場所の

川立 も可及的に zt し得るし、 又被' 1干の局制化 に努

める Ｇ ｪｲ も ｈ ｉｉ 似る。 ｊｾ の足らぎる ｪ 引は精耐 Ｑ Ｑ 力を以て

ま ｊ するならば ｾ ｾ の被寄はさ して恐れるには及ばな

い。爆 j曜のi . u: 援の f政援殺傷の損得 よりも、之 tこよ

って生じる料!j/lil ll 的衝撃、y . . . は之によって生じ る混

函Lによる損害の方が透に大である主考へられ る。

夫々会 ｬ 彪するには 不 動の料 Ａ ｪ Ｏｮ ｾＱ 力 が 必 要 である。

ーたに71ガス聞であるが 、よ tこをJ しては防毒マス

クJ与の他 の普及 や清子. ! ) 設備 、訓練 によって比較

的簡単に防ぐ事が出来る。

然 らば焼夷弾、焼夷カ { ド: 二如何であら うか。

焼失仰や焼夷カ ー ドは爆弾に比 して著 しく 脳量で

1 7 川



あっ1 1畿で 500 佃や 1000側を積む事は容易であ

る。こ の焼夷蹄ぞ目標も定め すも、 燃料である都市

の上安より撒布する ｔ ごりで、ｾＨＺの威力を完全に護

慨す右のである。我が閤都市の防衛上、焼夷弾程

恐しいも のはない。錨筋コンクリ ート や煉瓦を以

て都市金盟を造ってゐる諸外聞 に於て は、焼夷弾

は何等恐る〉に足らないも ので ある。我が闘に於

てはこれ程恐 しいものは無いのであ るから賓に始

末がわるい。

今慣に l機が我が園都市の上: 9 . : ¥二飛来し、 1000個

の焼夷弾を撤布し にと 考へ、 ｊｾ の Ｖ 分の ｬ が消火し

得な い場所に落下して費火しに ものとすれば、16

・7ケ所より同時に出火する 事になる 。側東震災の

出火敷90幾ケ所、静岡の大火が僅に 1 ケ所の火元

tこ於てすら、あの惨} 伏を主するのであるから、 篭

燈が泊え〉水道が1 . 1 : : り、消防手の活動し得ない戦

時に於てその災害の如何ばかり大なるかは想像す

るのみにでも 懐然Tこる色のがあ る。 上越の散字は

僅 i二一機の搭載量であるが、之が数倍、101設倍主

なつTこならば如何であらうか。唯従来の水道や公

設の消防力 のみに よるのでは高金を期する事が同

来ない。

これに封j越する筋 i二は完全な家庭防火若手の作業

t二待? こねばならない。この家庭防火群の作業に よ

って火災の消火を行ふ篤には現在の家信構造に於

ては絶封tこ不可能であるーこれを完全に行ふ鴛に

は都市の家屋群に防火改修を施す必要がある。

防火改修の説明に移る前に現在の家屋の火災紋

況に就て少しく述べよう。

2. 現在の家屋と火災の紋沼

現在の我が同都市の家屋は、燃料である。燃料

である以上燃えるのが' 匙然であって 、燃えないの

が不思議である。同じ燃料であっても、これを主

主4の流通悪しき様積重ね? こ場合にはこれを燃焼せ

しめる事は困難である。 然るに現庄の家屋は極め

て燃え易い様に油宮; の空間をありて木材を積み重

ね、夏季に於て風通しのよき様に配置し 、共の上

組めて引火し易き 様に紙製の障子や襖を立て掛り

にもので ある。この様 Ｑ［ＮｾＨ 屋に一度総火されんか

数分を出 ですしてこの家屋は900
0

C乃至 1200
0

Cの

最高温度に建し 、; ; J ( から次へ t 延焼し 、絡に都市

金腫を焦土と 化する のである 。筆者の闘係し? こ前1
1

111 1 8  

戸騨裏の火災賞験に就て 、現在の家屋の燃焼絞況

を少しく述べてみやう。

在来の木造二階池日本家屋は一階床に黙火して

より 8 分乃至15分にして最高温度 900
0

C前後に速

する。( 東京附近の家屋構造に於ては 1200
0

C 前

後でゐる。除l西地方の家屋は東京方面の家屋に比

して土壁を多〈用ふるから温度は割合に低い。〉

しかして、結火後約20分を経過すれば、共の家

屋は殆ど燃え壷 きて 200

0

C前後の温度に降り其の

温度が相官長〈檎績される 。

結火き れ?こ家屋の温度は上述の如〈であるが、

己の家屋の燃焼による隣接家屋への延焼欣況は、

隣接家屋 k 火元の家屋 t の境界線の構造空地の有

無 、風速 、風向等によって異るが共の2 ・31こ就て

述ぷるならば次の如〈 である。

風速毎秒 4米前後であって 、約 2. 5 米程の通路

を有する風下の家屋への延焼は火元の家屋に鮪火

してより 5分乃至6分後であって、 火元の家屋の外

壁商温度が 6ω 。C- 100
0

C に上昇し 、風下の家屋

の外壁面が 400

0

C前後に達しに場合である 。 ( 木

材が燃焼し始める温度は約 270
0

Cである。〉

風向きと直角方向に真壁( 床下よりノj 、屋裏 まで

施工され?こ〉を以て隣接し7こ隣りの家屋への延焼、

は火元の家屋に黙火してより 30分前後である。

風向き k 直角方向に約 l 米の袋地主? 以て接しTこ

隣接家屋への延焼は火元家屋に賠火してより約 7

分位である 。

上記の如< 5分- 30分にして隣接家屋に延焼す

るも のであるから 、出火色同時にmii 良ーな消火作業

を行はなかっ? こならば、I 絶封に家屋の延焼を防止

する事は出来な い。 この泊首な泊火作業は到底家

庭防火群によって鳴し得るものではな〈、公設の

消防作業 lこ待? こねばならない。出火と同時に消防

署 iこ通知l をしても 、消火作業に取りか〉るまでに

は数分を要する。 千時 iこ於て只の l ケ所の山火に

於てこのAA況であるから戦時に於て同時 tこ数十ケ

所よりの出火を見? こ時には公訟の消防作業は全 々

用をなさない。風速毎秒 4 米と云へば微風であっ

て、風のある事を微に感今 る程度である 。風速が

7- 8米となれば、延焼速度は益々 . 平められ る事:

になる a

3. 防火改修の愈務



上記の如〈何等防火改修を施さぎる都i I i は焼夷

弾に封し て危険極まるものである。然れども、こ

れ等の我が閥都市を不燃都市Tこらしめる鴛、共の

:1:i' 11¥を鍋筋コンクリート構浩物に改築する事は物

資 不 足の現 j伏に鑑み不可能な事である。きれば k

云って現欣のま〉これを打も捨てる 事 は到底出来

ない。これに到底する矯の最善 の方法は防室建築

規則に定められ? こ簡易防火改修である。共の要黒占

は

第 4僚 木造建物ユシテ隣地強界線叉ハ幅員 4 メー トル

未満 ノ道路ノ中心線ヨリノ水平距離 3 メートル

未満 ノ位置ュ在ル部分ニ付テノ、下記ノ構造 ト鴛

スペシ

( 1)  外壁、軒、佐、軒蛇腹ノ類叉ノ、出裕子、

肘鎖、戸袋其ノ他建物ノ突出部ノ、準耐火

構 造 ト ｾ シ、叉ノ、下 記 ］掲 グ ルモノ Ｗ 以

テ構成若ノ、被積スルコト

Tこ其の建物の燃焼する事は止むを得ない主 主管へて

ゐる 。 要は公 設 の消防力を Ｑ ｾ ｴｴ こ今して家庭防火群

の消 火 作 業iこよって隣接家屋への延焼を防ヤ事が

出来きへすればよいのである。

若し我が岡都市の全家屋にこの簡易防火改修を

施工し? こならば、敵 機の撒布し? こ焼夷聞によ っ て

200ケ所より出火すれば200戸の家屋が燃焼するの

みであって 、隣 接 家 屋 t二は延焼 しない。 200 戸の

燃焼は 200 戸の損害であって 、都市全般よ り考 へ

るならば微々? こるものである。火災の恐るべきは

l 戸 の火災共のものではなく延焼して全都市を焦

土 と化するか らである 。

然 らは簡易防火改修を施せば、この火災の恐る

べ き 延焼 を防止する 事 が/H*るであらうか。

4. 簡易防火改修を施した家屋は果して

延焼せぬか

水 平 距 離 2米 未 満 ノ ト キ 水平距離 2 米以上ノトキ

或 る論者' はか く云 i 、。 静 岡 の

大 火 災 iこ於て、静岡騨前の銭筋

コンクリ ート 造 の デ パ ートは全

焼 し Tこ。銀筋コンク P ート 造 で

すらこの通り全焼する。木造家

屋 に 簡 易 な 防 火 改 修 を 施 して何

の償値があるか。 簡 易 防 火 改修

は無償値であると 。

( イ〉 鎌鋼モルタルニ シテ厚 2選以上 ノモノ 鍛鋼モルタル

( ロ〉 き貧土、漆喰毒事 エシテ厚 2糎以上 ノモ / 塗土、漆喰等

ぐノ、)

(耐7k火卒木距材離ユ0シ.5テ米厚未l満輝ノ以ト上キノヲモl除ノク〉

耐火木材

ＨｾＩ＠ 石綿量産叉ノ、金事S板。ニシテ木部ト遁主主ニ隔 石綿盤叉ノ、金属板

( ホ)

Ｎセルモノ ＨＷ ｫｾ 距離 Ｐ Ｎ Ｕ 米未満ノ 時ア ｬ 命け

共ノ他地方長官前各競 = 準ズノレト ;認ムル 同左

モノ

(  2  )  窓叉ノ、出入口ニハ防火戸叉ハ下記各放 ノ

ーニ該笛ス ル戸 7 殻ケ其/ 声j 園都ノ、前焼

= 規定 スノレ構造 ト鴛 スコト

( イ〉 耐火木材、金属板、石綿縫叉ハ潮入ガ ラスノ鎖 7

以テ構成 シタルモノ

Ｈ ロ 〉ー其ノ 他地 方長 官 前統 ｾ ｩ 悠ズ ルト 泌 ムノレ モ ノ

( 3  )  金鴎板 ア以テ被浸 シダル屋根ノl J ! :Htl!.ノ、途

首ナノレj f サ / ;不燃材料叉ノ、耐火木材 7 以

テ之 7 構成 スノレコ卜

第 6 僻E 木 治ノ Ｚ 長 屋ｾ ｦｦＮ リ テノ 、 地 盤ヨリ 屋根ニ主主スノ レ 迄

土按壁 叉 ノ 、 金 属 板Ｏ類ヲ以テ各戸 ｾ ｪ［ｉ王宮 ｬ ｊ ス ペ シ

木造ノ長屋 =- : - ' テ其/ 建築 l百積 lうo'1{;.}j 米 ヲ超

ユルモ ノノ、150平方米以内毎ニ準防火獲 7 設ク

ペシ ( 以下省略〉

簡易防火改修工事 は共の建物を使用しっ 、施工

する事炉問来るから、 J 七の工事 の鴛 に 移締 し?こり

工場の作業 を中止し?こりする必要 はない。

この簡易防火改修法 の 門的 は建物 を完全な防火

住 宅 裂にする 若 手ではない。焼 夷 弾力 ［ ｲｾ 併下し、出火し

この言 にもー王翌はある。しか 、

し私は言五、。簡易防火改修は大 レ lこ倶値ありし

静岡騨前錦筋 コンク リート建築の全焼し? こ事に

は民! 山がある。あ の建 物の四聞は在来 の 木 浩 建 築

鮮である。この木浩建築群が雄に一時 に 燃 焼 し 、

ｾ ｾの中に 只 ー ケの餓筋コンクリート建築があっ＿こ

場 合 には、建物の問 l主1は多分 1000
0

C 位 の 高 温 に

なってゐ る事 と想像する。 建物 の周 固 が か く 高 温

となり、この温度 が敷分間纏絞され? こ場合には、

建物に ｾｽ￭ 火 シ ャツターを下しでも建物の内部の温

度ーはコ ンクリ戸ト 壁韓 の堰射熱を受けて 300
0

C__ 

400
0

C  .1こ達 する。この内部の温度によって自然護

火を官余儀なくされ、内部から/ : K 火する。しかして

建物は全焼する。

この理由主同様に じて 、防火地帯や防火河川に

て都市を大 き〈防火的に l長剖し共の医ill:IJ内 の家 屋

ｾ 現 在の ま〉 の 構 造ー をし Ｑ こ の で は 戟時間制下 の 防

火封策にはならなし、。防火地帯や防火河川 内の 家
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屋群が獄焔に包まれに時 lこは 100米幅や200米幅の

防火地帯は何の用に も立 ? こない。 今回の静岡の大

火災はこの事貰を明瞭に龍明するも のである。即

ち、昭和 15年 l 月15日午後0時25分頃に静岡市新富

町 1丁目 28番地から出 Tこ火事が、西風約10米の疾

風によって北側 tこ近接しTこ木造二階建の三番町IJ、

準校に吹付けられ、忽ち之に延焼し? こ。このイ嵯

校は泊肪の力 lこよって 1時 2分頃 l 棟牛を焼 失 して

鎮火し? こがこれより先 l 時頃に約654米風下の上大

工町に飛火し、忽ち附近に延焼し? こ。この第 2 護

火駈より l 時30分 頃前後して略同時 iこ風下約 7 ケ

所に飛火し? こ。共の距離は436米、 554米、 763米.

817 米、 1635米 等である。そして最初の火元 D 附

近は極ノj 敬より 焼 失 してゐない のに 、飛火に よる

焼失商積約40蔦坪 、焼失戸数5089戸、損害額7500

高岡 k 云はれてゐる。

かくの如〈約1000米 程の飛火によって延焼する

事 が考へられるのであるから、防火地帯や防火河

川なる込 の 、慣値は風速、風向によって は殆んど

認め得ないものである。

火災の延焼方法として考へられるものは

1. 飛火 2. 砲射熱 3. 火焔の古

の 3 種類で ある。

飛火は家屋が燃焼しつ〉ある場合、燃壊によっ

て生すもる五万f及び混合空気は熱によっ て軽 くなり

上昇する。悲 lこ熱劃流が生じる。其の周囲の空気

は火焔に向って吸ひ寄せ ら れ 熱 せ ら れ て 上昇す

る。この上昇illiJ度乃至上昇力は相包・なものであっ

て、上昇カの局部的な不平均、共の他によって生

十る渦を 共 に火 災時には必す・不気味なゴ { ツ、ゴ

ぷツと云よ、底力のある音がする。この渦や曇j流に

よる上昇力が燃えつ〉ある牛燃えのこりら板や杉

皮、紙 j午、板片等を高〈吹 き上げ て、 大火事には

附きも の 〉強風に蓮ばれ 、可 成 り 遠 方 ま で 識 す

る。之が火の粉であり、飛火である。この飛火を

受け fこ家屋が防 火建築構造 lこなってゐない時じは

こb で火災を起す。このM(態が繰返されて火災は

延焼するものである。敵機よりの焼夷弾の撒布は

この ＱＱｾ 火の強力なものが空中より洛下するのであ

って 、我が副木造都市の防衛上最も考慮すべき事

項である 。

幅射熱は一つの家屋が燃焼し Tこ場合、 英の隣接

建物 lこはw: 接火焔に砥めら れる事もなく、叉火の

11120 

粉も受けないのに下見板や軒先等 lこパツ主急速に

引火する 事がある 。これは燃焼家屋の幅射熱によ

るものである。

叉第 2 輯射熱と去って隣接家屋と燃焼家屋との

閉じは不燃性材 料 iこよる 防火壁等が設げら れ?こ場

合 に於ても、 燃焼家屋の火力によっ て不燃性材料

よりなる防火壁が相首長 〈熱せら れる時 lこは、共

の防火壁 自身が相' 訟の熱量を持つ事 tこなる。この

熱量によって隣接家屋内の燃焼し易き材料 lこ突如

引火 して火災 となり、 隣から隣りへと順次延焼す

る。 静岡騨前の鎖筋コンク リート 建築物 の全焼は

このよき一例であっ て、如何に防火壁、防火扉等

を以て火焔を直接遮断しでも防火壁や防火扉が永

〈熱せら れる 時 tこはこの防火壁や防火扉の吸牧し

?こ熱 による幅射熟を受げて内部より護火する事が

あるから、この黙は後程注意を要する事である。

筆者の質験結果よ り見れば防火壁F付近が 340
0

C前

後に長 〈熱せられる時 tこは、防火壁を界 とし? こ他

方の内部の可燃性材料tこ引火する。しかしこの引

火による延焼速度は割合に緩やかで あって、隣接

家屋内の家庭消火作業員が沈着に監視を行ふなら

ば、パケ ツに l 杯 の水のみを以て延焼 を完全 に防

止する事が出来る 。 ililll 戸際裏の火災賞験に於て 、

この事賓が詮明され? こ。即ち、防空建築規則に定

められfこ準防火壁を以て境界きれ? こ3説家屋と 4披

家屋に於て、 3披家屋の温度が 800
0

C 以上に達し

に時 4 披家屋内の準防火壁附近の紙片 に引火し? こ

4 蹴家屋内の家庭消火員は早速これを認め 、パケ

ツの Ｗｫｾ 手でかける程度 の 消火作 業によ 勺て、そ

れを消火し? こから、 4枕家屋は延焼を まぬがれ? こ。

この家庭消火員の談 によれば、準防火壁を持つ家

屋内ならば隣接家屋が 800

0

q立に燃焼し τ ゐる時

に於 ても 、何等の苦捕を感十る事なく 、家屋内の

監硯を行i 、事が出外uことの事である。

次に火焔の古であるが 、これは家屋内の木材A

の他の燃焼 iこよって 、多量の可燃性ガスを護生し

室内の筑[ ! _j I f は大き くなる。こ の応力によっ て、隙

間叉は焼け抜かれに穴等より 、この可燃性ガスカ;

噴出し、更に外気の酸紫 色合って燃民 し、強き焔

となる。この温度は普通の木材の火災に於ては80

OOC乃至1200
0

Cである 。こ の噴出しに火焔の古が

微 風時に於ても外壁面より l米 - 3米位の距離まで

述するが普通であって 、風向、 風速の如何によっ



てはf均それ以上lこ控する。 時根が焼け孫1 > 1こ後、

可成高 〈火 焔がｻｩ ＮＺ ｊ ｾ る 事があ る。これが火粧の

何である。大焔の舌も火牲も j武の鴛に長< 7]( 王子tこ

延びて 、可成の距離に濯し、共鹿のE可T切燃d悦 |

火させる 事がある 。

昭和 11年の l副'nYの大火の際 、11撃者の談として

仰へられる所によると 、風の忠、の時に非常 に高 い

火牲が立ってゐ? こが、- [li jf の突風に吹き 倒されて

赤い焔が水干の長い格の様にi壇上ーを ifiJ つ? こかと思

ょ、内 に 、 Ｚ ｪｉ｟Ｚの附 ｾｬￍ 一帯カＺ火の海となっ ｦ ことすはれ

てゐる 。これは長い踏の古が風の鴛に倒されて 、

速 い距雌の家照にま で到達し、之を一時に延焼せ

しめに例である。か〉る現象は強風時の火災には

何時も多少は机ふものであって 、之あるが放に火

災延焼の速度は風速の大なる程大主なるのであ

る。

飛火、輯射熱、及び火焔の舌乙め三者は火災延

焼の主要原閃であって 、 これ等 tこよる火災延焼の

速度は風辿、火元建物の大小の如何 tこよって境化

するも のである。風速は人鴛 を以て如何ともする

事がHI，来ないが、火元の建物は人工的に工夫改巡

すれば火災の延焼の速度及び規模を小さくする事

が問ボム各例々の建物に或る和の工夫改修を施

して、 11-1'. 火家屋一戸のみの火災に止め得るならば

飛火踊射熱及び火焔の古もきして大きくはなく、

叉共の檎続時間も長〈 はな い。 筆者の賓験結果 lこ

よれば、H- I 火家屋一戸の火災が隣家 iこ延焼を及ぼ

す火勢時間は慌に 10乃至15分である。この時間は

勿論同火家庵の大ノ! 、に影響されるが、普通都市に

最も数多〈見受けられる民家に於ては、出火後 10

介 - 1 5分間が火災の勢力極めて大であって、こ の

時間 l孔j に隣家に延焼する事力行尺ければ、共の .'-H火

家屋の火勢は以後次第に弱〈なり 、 ｊｊｾ の後の火勢

に於ては延焼の勢力を持ってゐない。故に都市の

各家庇がHI，火後 10数分のnnl こ延焼を防ぐ事が阿保

る Ｑｾ けの防火設備 、 防火力ｾ持つならば 、 多数の

焼夷開による各戸 々の出火も何等恐るる lこ足らな

いも のである 。何となれば、焼夷弾の直接落下しF

Tこ家屋のみの損失であって 、隣接家屋には何等の

被害を被らない。 即ち延焼による大火災を惹起し

ない。

この男占に 着眼し ＿このが防 ｾ建築 規則 ｬ こよる簡易

防火改修法で ある。簡易防火改修を施し?こ家屋砕

よ りなる都市に焼夷柿が 100ケ落下し? こ場合には .

ｪ �ｴＮＡ ＱＡ ｩ ［ の イ ｾｦＧ ｴＺｬこ於て ＱＰＰ ケ所よりｾｬ｜ ' l ( 才る。 i段令100

ケ所より/ P，火しでも 、簡易防火改修を施 しTこ家時

の特集地，併に於ては、家庇防火班の鞠微な活動に

よっ て、完全に延焼を防止する事が州事長る。即ち

/"1 1，火後原の 四隣の家庭防火班は各々各自の家屋内

lこ少 しの水 ぞ用意 して、 IH火家庭の燃焼による隣

接家康 へ の 延焼可能時 Ｑ Ｑ Ｑｊｉ Ｑｾ ( 10分 - 1 5分I 1fD 警戒

すれば、 )J; のnll にIi' ，火家屋は燃え謙きて 、絡 に隣

接寄尾への延焼力がなくなる。延焼カがな〈なれ

ば 、既 ｬ こ延焼の危険は ｪ ＡＡｾ いのであるから 、四 隣の

家屋は千常通 り の仕事をな す事 が ｈｾｉ 来るのであ

る。各家庭がこの様な) j ) ¥態になれば、火災に釘す

る 人心 の不安も無く 、 家財道ＭＱＧ ｬＭｾ 持ち ｈｾｉ す必 要 も

なければ、叉. 家庭を拾て、避難 する必要 もない。

彼に都市の混 ｴＱ Ｈ ｾ は更にな し 焼夷弾な るものは何

の威力も 護却 しない。 要は時局 に目究め て、一日

も早〈全都市にこの簡易防火改修を施 し、市民全

般が簡易防火改修を施し? こ家屋の火災の伯1質を熟

知し 、機敏lこ適切な彪置を焔し得る ピけ の覚悟を

持ち 、訓練 ｾｮ すべきである 。我々建 築 に閥係を

持つものは 、こ の黙に闘して一般市民 1こ池切な指

埠を鴛し得る様ｾ断の努力と研究を 切に望む次第

である。建築家 lこして防空建築規則に定められに

簡易防火改修工法を償値無きものとし 、簡易防火

改修無償値論を稿へる オ: のあ る事は賞に遺憾の倒

である。

5.  筆者の関係した火災賓駿の結果に就て

昭和 14年 11 月25 日中rl l戸腕裏蹴場に於て敏行さ れ

? こ火災賞験に於て筆者は温度の測定を行ひ 、各和

弘ミ犀: の延焼温度ーを調主し? こ。

賀政家屋の配置岡は ｾｮ 附 tこ示す如〈である。

ｬｾ［［Ａ 中第 ｬ 脱、お ￭ｮ 競及ひＧ郊 Ｕ 旋家屋は ｩｬｩ ｲｬｲ fi Ti 1内に手T

.llil に見交げる木造二附佳{ J 宅建築である。 UC2 枕

家屋は ｴｦￇＴ 蹴家展 ｬ 二回する側のみに簡易 ｾｽｪ 火改修

を施し 、他 の部分は改修を施 し立 ない。 ｾｾ Ｔ 枕 家

屋は完全な簡易防火改修を施し にも のである 。 向

1=fc  1  ｾ虎と ｴｦｾ 2慌の界壁は床下 よ り小屋裏 まで: 往

来の ご ｬ 二主主良明石 ｔ 設ｾ 、 Ｑｘ ｾ 3  ｾ践 と ｴｦￇＴ 琉 の界壁は 防

22建築規則に定め らTこ準防火叫 となってゐる。第
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. 2圃は第 1ｾ党家屋とｴｻ ｏ 枕家屋の ー 附天井下

に於け る温度闘係を示しにものであって 、調度は

各測定品共壁l商より l cmの位置の温度である 。(1')，

3下同様) 第 3競 家屋の一階軒に延焼し T二時の時刻

は第 l 蹴家屋に駒火後6分である。この瞬間に於け

る l A l l
A

2  l AS 及び ] A4 i毘度islj 定黙の調度は

各々 742
0

C，491
0

C  127
0

C 及び 21
0

C -r: ある 。こ

の温度AAi兄lこ於て l 競家屋より吹き出す焔の舌に

よる幅射熟を受けて 3 披家懸の軒先に延焼 し? この

である 。

第 5周 は第 l 披家屋の二階

天井裏位置 lこ於げる温度閥係

を示しにものであって、t {O

琉家屋二階軒先に延焼し f二時

刻は第1流家麿に黙火後65i' 30

秒である。この瞬間に於ける

各測定黙の沼度は 2Al 2A2  

及び 2Aa に於て各々 595
0

C，

778
0

C， 443
0

C 及び '115
0

C で

ある 。

上記の如〈防火改修を施き

ぬ住 亭 ｾ・の家屋は ＲＮＵ 凶 ＭＳＮＲＵ ｭ

の通路を持ってゐても 、黙火

後|革lこ6 分 - 6 分30秒にして

通路を距て? こ隣接家屋に延焼

する。

之 iこ反し 、これ と金〈同じ

僚件の家屋の浩でありながら

第 2 競家屋 e1rH 枕家屋 lこ於

ては簡易防火改修を針向壁崩

に施 しにのみじ て最後まで延

焼しなかっ? こ。こ の簡易防 火

改修を施し? こ封向家照内外の

温度防! 係、を示し? こものが 第 4

圃及び第 5 圃である。( 第4防1

はーー階天井下のf，i:ffl の温度 、

Ｑｦ ｾ Ｕ 岡は二階天井裏依置の温

度を示しにものである。)

第 3蹴家屋 e1rP ¥成家屋の

封向壁聞の温度は31' S 圃に示

す如〈である。第 3蹴家屋が

火元気屋であって、風は 3競

と7 蹴家屋の間を通過する 様

6披家屋も卦M説家屋主の劃向壁のみ lこ簡易防火改

修を施し?こ。第7競次序: は第3蹴家屋とのi t 向壁 iこ

防火塗料喜子塗つに ものである。風向は| 組中に記、入

しTこ矢印の泊 りであ って 、賞験問的後約 1時間の

平均風速はi示秒 3.5 米 である。

黙火は第 l 競 家屋の一階床上にて 2kg の油燥夷

何ぞ以て行つ? こ。各家屋内 lこは線、住民の外家具

. 調度類 に匹敵する犠、 床面積 1王子方米首り 15kg) ぅ

至30kg の可燃発物を牧納し? こ。
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に吹いてゐる。即ち延焼方向左

風向 t は也角である。第 3 披家

躍 に延焼してよ り5 分後仁於 て

3 慌 家 康の コC] 蹴測定黙の泊

度は 340
0

C 前後に 建し 、火焔

の舌が慌に 3 琉家屋より出始め

に時に於て、防火塗料を施し fこ

暗耐を持つ 7!披家照の内部の可

燃焼物より殻火し? こ。. この事賞

は準防火壁或ひは幅員 l 米程 度

の通路を持つ場合に於ても 、出

火家F患の? 胤度ーが上昇すれば、準

防火噌或ひは定 ｮｮｾ 隔て＿こ明商

が熟せられて 、共の輯射熱によ

って内部の可燃焼物が自然護火

を起す事 を誇iりj する 、この自然

護火は共の家屋内の防火班員の

監視が充分であれば、臨微な消

火作業によって消火する事が出

来るものである。この消火作業

を怠れば、椴令準防火壁 lこよっ

て境されてゐても、火災以延焼。

するものであるから特に注意ぞ

要する。

これと同様の現象は第 71問に

示寸準防火監を以て境界とし 1:

第3競家}君主第4競家屋 に於ても

生 じTこ。即 も第 7圃は準防火壁

を持つ第3蹴及び第4蹴家屋に於

て、第 3 披家屋 より問火し?二時

の両者の温度開係を示すもので

あ る。ｼ 品 ｾ見れば明なる如〈、

!;(n 説家屋の一階、二階の温度

は共に 800
0
C乃至900

0
C 前後に

達 してゐ るに反して、 万c 4 琉家

屋の同伏置 の 温度 は 常温即t ，

300C 前後である。この i匝皮切IJ

定黙はp}j 火告を而より I cm離れfこ

黙の訴i毘を示す もの である. から

幣頑自韓のj毘度は桐首に上昇し

てゐる 筈で ある。第 4競家屋内

の監視員の談によれば、ヨn 梶

家 屋 の内部の温度が ＸＰＰ Ｐ ｃｾ

2 3  111 
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900

0

C の最高混! 支の時に於ても 4 蹴家屋内に日ーか

事は別に大 し? こ苦痛を感じない。 i終日方火慢 に4 披

家屋内より手を近つ' げてみ? こが、手を漏れる 芸主力z

m否反な い程熱せられてゐ Tこ。 :}l，: の後 nnもな く、 4

蹴2支障内の可燃性物より護火し? こので 、f I I 意のバ

ケツ内の 水 を 打 もかげで 、 消火しに。 ｾ ｾ の 後は ＱＫ｜

火家屋である第 3 披家屋の埠度が低下して 、 4 披

家屋内の可燃鵠物よ りの護火を認めなかっ fこと云

ってゐる 。この間の時間は第 3 銃家庵に延焼して

よ り僅 l二10分前後である 。

この賓験結果 より 考へても 、既に述べ?こ如〈、

111 2 4  

ふ@

准防火慣を持つ隣接家犀: は 、隣

家に 出火してより 、僅か 10分前

後のn I l、宅内にて家庭消火自力 f

ｾｦｦｩ 見を怠ら子、沖ー意をして噌韓

主り 予11.: る幅射熱による宅内の可

燃焼物の護火を防止すれば、共

後に於ては延焼の憂は少しもな

い事がわかる。併しこの注意を

怠れば簡易防ポ註も無償値であ

って 、隣家より隣家へ延焼する、

から特に注意が肝要である。

第 8 圃はずE来 の 日本家屋に最

も多〈見受ける土壁式民壁の防

火力を示すものである。この民

訂正は床下より小犀. 裏尾根商まで

施工されにものであって、在来

脅↑ 貫的 lこ行はれてゐる様に小屋

裏内の施工を符勝しに民墜 に於

ては何の防火力をも持? こない。

ＡＺｦ ￇＸ 岡を見れば Ｑ 切なる如〈、 ｾ￧

11説家臣 lこ貼火されてより 30分

間は 、隣家である第 2 悦家厚: 内

には延焼してゐない。 nlil ，止によ

る界壁はか〈の如〈 、約30分H円

程度の防火力を持つ事 になるが

牲と壁の際問より煙が入り込む 2

鴛、 2 競家屋 は立 ち止まりて消・

火作業主? なす事が不可能であ

る。こ の黙が民壁構造の献黙で

あって、準防火性左大いに異る

射である。異星空構造 に於てもど

の際問より来る煙を完全に防 d

する 事が出来るならば、家庭消火員の 努力 によ っ

て延焼を防 ぐ事 も出来ると考へ られる が 、良府だね，Y，

迂 ｩ では隙ｉＱ ｮ ｾ 無くする 事 は不可能で あ る から 、こ

のmi 1に大 事な期待を持つこと はH' ，?!( ない。

.，.0.. 

6. 結 語

以上の説明によって読者諸宗はずf: 来 の木: i 1l 家犀

の火災の性質主 、簡易防火改修家屋 の火災に封す

る抵抗力の秤ー度を王m解され? こ事と思ふ。焼夷聞の

如きものによって多数の出火力: 同時に考へられる

我が同都市に於ては一 日も早〈こ の簡易防火改修



第 8 圃

(  (II 16頁よ りI唖( )

の方耐 lこ有般に利川し協同動作を昂きしむる 等統

制的力を護揮 す る話 の不・ ｉ ｊ 用地 域 即ち械製ｉｩｾ必 要と

し叉さうでなくても緊2: 避難者の警急: 集令場も必

要となる 、そこで最近ノj、喜多校を防空燦黙とする案

も起りつ〉ある、即ち大都市のノj串z校中餓筋コン

ク リート建築は相官; ある( i J hl l戸6 1 %、太|坂3 6 %、

横涜3 2 %、東京30%で東京に於けるイ唱校綿数は

が)600佼位はある〉市も之等法市中大建築物より

もさらに空襲に11-，f して強度があり叉腕い部屋が多

いし叉運動場 ｾ ｉ［ の他の空地を持つ等の特長ーからし

てこれを利用する事もァ案であらう 、而し単にこ

れのみでは防火烏 として安心を許さないから共附

Tこの防火改修と相f突って相訟の地域を有する機鼎

近らしむるのである。

3. 解韓手段

現諸鈍設と防火の要件に趨する 地域の分布欣t兄f

を施工する事が肝要である。

乙の工法は都市金韓 lこ施工し

て始めて有効なものであフて

部分的 lこ現在の如〈施工しTこ

のみに ては何等の効力も有し

ないのである 。 日々鞍雲の濃

度ーを増しつ〉ある現在、何を

置 いても先づ都市の防火力を

増進する様需政者と云は歩、

市民主いはす、家屋の簡易防

火改修に一路過逃すべきであ

る。( 紀元2601 年1月24日]

を眺めながら将来の都市計繋に即! 窓せしむる様1，こ ‘

( 了制すして賞施する事は勿論である) 即急:の計費:

を樹て集国的に防火改修に主主弐若手する と共に若

し簡1-11に梯ひ退りるとか 、破壊等 lこよ って片付〈

所は乎を省いて置い叉これ等の賓施の篤 iこ建建

従業日並資材が必要であるから其の動員の方法を

考へるのであって 、それが震には今から可及的駅

組問に佐物の新築を伴.!l:せ しめ、之れに依り生じ

Tこる人的物的資材ぞ使用し寓ーの事態 iこ於てはさた

く此の人的物的資材を此の方面に 一途に使用する

のである。

以上要すれこ間い木造建築荷主? 防火棺により分

断すると共に或る地域毎に防火安全島を所々に保

有するの手段を講するることであって 、而も即急: に

之を賓)j 包するま号 、多分 lこE つ有効的に防火改修を

利用する着想、を現下の危局に鑑み特に推奨する。

2 5  ｉｉｾ＠



防 火 改

都市の防空上防火の軍要7よる事は今更巾寸迄も

ない。昭和 12年 10月防空法が施行されTこ首時 、い

も早〈建築界の一部から、我闘都市の防空は防火

第一主義でなげればならぬ事が強〈唱へられTこ。

その後此の事は一般 lこ認められる所となり、政府

の方針 lこも現れて来て居る。今日では誰にも異議

の無い所であるが、その兵韓的方策 iこ附しては各

方商から数多 t の研究と提案が護表され論議され

て来Tコ。その結果現在迄に採りあげられて居るの

は消防機関並に水利の機充 t 木造家屋の緩燃焼構

浩化である。同時に家屋消防能力の向上にも非常

な努力が梯はれて居 る。

木造家屋の緩燃焼構造化に付ては既に全闘の重

要都市に於て、防空建築規則が遁用施行され、叉

既存木造家屋の防火改修事設が始められて居る。

勿論都市乃至建築物の防火構築方法としては此の

外にも色々の事が考へられるのであるが、目下の

時局の要求に臆じ短期間に最も効果を奉げるには

之が最も適切な方策であるとされにのである。そ

の構造方法、効果、経費、資材等に闘しでは、建

築接合護表の r都市防空上より見たる防火の重要

性と之が封策J ( 建築雑誌昭和 14年7月披附録〉に

詳細に述べられて居るので読者はよ〈御承知の事

と思』、。

防空建築規則が遁用きれ? こ結果、新に建つもの

に著しく防火的な木造家屋が目立つ様になっ fこ事

は定に心強〈感ぜられる。然し既存木造家屋の改

修はあまり進捗を見せて居ない。此tの事業の途行

には色々困難な事情が潜んで居ると思はれるが、

今や建築界は傘げて之が達成に一段の努力を傾注

すべき時になって来? こ。

。

防火改修事業は葱数年の中に完成させねばなら

ない。此の事は本事業の最も重要な黙であって、

今から数年後には重要都市の主なる部分が一通り

改修されるのでなければ此の事業は意味をなさな

いのである。時局は都市防空の緊急: 策 を求めて居

来筆者は地方技師 ・大阪府竃防課

111 2 6  

修 の 促 進

竹 内 佐 平
、治‘

る。その故に此の事業が採りあげられにのであっ

て、十数年或は数十年後 tこ備へる鱈ならば更に根

本的な恒久的な方策は幾らもある。

勿論防空は一時的の問題ではないから永い将来

を目指して根本的な封策を樹てる必要があり、緊

急: 策と. ! t1! も之を完成する過程でなければならぬ

が、同時に緊，ｾ方策はそれ自身Ｇ出商の事態解決に

役立つものでなければならぬ。制最近の欣勢では

その緊急方策さへ間に合はないのではないかと云

ふJ惑を懐かせる。然し今日の戦争では防空準備の

如何が外交を支間し、長期職へのねばりが最後の

勝敗を le布する主云 ょ、事 は現に我々の粧験して居

る所である。眼前の事態のな迫に狼狽して必要最

少映の準備に封する努力を放棄する様な事があっ

てはならない。

更に防火改修の狙ひは各戸防火に依る集圏威力

である。防宗防火の鴛 lこは空襲火災の性質上、康

範囲に亘って全韓が改修されて居なげれば威力を

費抑し得ない。叉木元!; 家照はそれ白闇あまり詩命

の長 いものではない。改修効果の詩命は更に短い

かも知れない。それ放長年月を費して改修する f夜

なら、自然に建換って防空建築規則の効果が現れ

るのを待てばよい事になる。

之等の事から防火改修事業は是非共短期間に-

illi l > 完成させる必要があるのである。

<> 

それで は昭和 14年度に始まつ? こ防火改修事業 の

施行欣況は どうかと云ふに、遺憾乍ら議期の如く

捗って居ない様に見受けられる。我々はその王1 J ! 1-h

を検討して見る必要があるであらう 。

先づ閥庫補助のj伏況であるが、議算は 14年度、

15年度共各 100f-ti; 闘である。之は今Qコ有1l 1l ) J のやり

方では毎年 300寓闘の工事をする事になるのであ

るが、之が金問相首教の重要都市に分けられるの

である。その結果各都市の宵t 年改修される戸敷は

全開か ι 見ればあまりにも僅かであって 、都市に

よっては 1 ヶ年の事業が l プロ ックの工事にも充



fこぬ所きへある。之では重要都市の主なる部分が

ー- 通り改修されるのには敵十年或は百数十年を要

する計算になる。 16年度には此の漁怖は一躍 10供

fまになる様な 事が新聞に/ : 1 ' . て居?こが 、兎に角今迄

はあまりに少なかっ ｔ こ 。 それ放同 ｌｾ はその効果と

必要な事は分らされて居るが、果して問が本肢を

入れてやる筑があるのかどうかを疑ひ易い。決し

てそうではな く首路者は非常な苦心主努力をして

居られるのであるが、賞際の仕事があまりに貧弱

なので岡氏としては気乗りが薄くなるのも止むを

得ない事である。

此の事は財政上の理由のみからではないと思ふ

け仲ども 、若し聞の財政が十分の補助金を支/-Hし

得ない主すれば、思ひ切って補助率を下げ改修の

量をふやす事も考へられる。叉千! 日J l )J 率は一手l! e せ

十家屋所有者の負権能力に肱じて主主へる事左し、

場合 ｬ こよっては 全然初 ｩ 助 ＱＡＡｾ しで行五、者もあってよ

い。或は叉有n助制度に依らす= 特殊の方法で資金ぞ

融通して行はせる事も考へられる。之等の塁手は既

に大阪府の井上建築諜長も提11日して屑もれる所で

あって出来ない事ではなし 、。 問民の多〈は之迄の

Ｚ ＯＨイヰ ｬ こよって防火改修の必要と効果 ｾ＿Ｍ￬ ｬ って居る

し、叉今日の時局を認識し有i常の犠牲は畳惜して

用ーるのであるから柿助金の 多寡はあまり問題 iこな

らぬ と思ふが、補助金がある k 云ょ、事 iこなればな

るべ i 多〈を望むのが、人的である。 一層の事柿J l ) J

無しでやれ t 去よ、方が返って事の運ぶ場合もある

のである。

色々助成 の 方法を巧へると ｾ ｴ にＭ方事 業 に強｜［｛ｩｉ｝

カを持fこせる事が必非必要である。現( 1 ' : は.-k-r.: 白

rll 主義を抜げ切って居ない過渡時代であるから、

2: 速に事業 主? 進める穏には強力に命す・る事も亦己

むを得ない。法律に依る強制施行の要望は昨年建

築桜子? から政府に建議され、内務学? では鋭意研究 I

されてその法律案が今議千? に/ 1 ' ，る運びになってR

ｔ こと聞くが、速かに之が提ｾｐ，され成 立 する桜笠ま

れる。然し、之が? ことへ今議合で間に合はなかっ

? ことしても、何らかの方法で強制する事が必要で

あらう。

本事業の施行に詰って物資の問題が相官; 陣碍に

なって居るかも知れないが、之に要する程の物資

の景は大し ?こも のではない。今日向物資が濫用さ

れ? こり、不2:方面 lこ使はれる景色可なりあると思 。

はれ 、之を廻す事もそれ程困難ではない E 思はれ

る。殊に此の種防益施設月] の物資はj _ f CW， 1二準令る

もの主思はれる に拘らす・、 一拍車¥(l( 需主して披はれ

て腐るのは糸〈不可解であって 、今後は首然取扱

ひを鑓へられるべきものと思ふ。

<> 

次に設計技術者主施工努務者・の不足の問題であ

るが、私は正敬11な教は知ちないけれども不足して

居る事は確かである。特に現在此の事業の施行に

首って居る方面では可な り人不足 lこ憎んで居る。

之主宰要員を育成する事 も念務であるが」 差嘗つて

は現行: J i i ' i る人員を之に差向げる事をうJgへねばなら

ぬ。ぞれには技術者色請負業者も努弱者も防火改

修事業をやり遂げる主云ふ祭持 lこなる塁手が必要な

のである。此の非常時局下に我々は何を なすべき

かを自 e見し、岡民の一人として職践を通じ御事公

の売悟;1) ;tp，来 れば、自ら解決結は見出せる筈であ

る。古了みを追ひ利袋に就 < ｾ云点、態度を捨てる事

告り! とめる のである。

而して之主宰建築協l係者a の力を最も必要な方面に

向げ最も有効に働かせる需に。は、速かに建築界の

新開制を碓カ; する事が要求されて居 るのである 。

その鴛に設計者の協同輔、施工者の協同慢、勢務

一者の協同盟が生れる事が必要であ る。 夫等建築関

係者の綜合力が必要な事業を引受け建築工事を統

制し総ての入者? 最も有効に働かせ得る様な組織主

制度が望まれる。又線、ての公共的事業の建築工事

を一手に引受け施工する開策的な特殊合枇の設立

も望まし〈、ぞれに安IJ る段階主して、防火改修専

門の令 ｾｮＺ を『 Ｗ Ｒ げ る事も、本事冴 ミ遂 行 ｩ 二寄 輿し得る

k 考へられる。

之と共に優秀な技術者と勢権者を念誼Hこ養成す

る努力も怠つてはならね。 2.3 日前の新聞では大 J

阪の土木建築請負業組合炉建築持説者の養成 iこ乗

り出し? ことか、叉陸軍では建築技術者の短期養成

を始め仁左 云五、事が報ぜられて居る。 i直々此の軒

の施策も進む事正思はれる 。

<> 

防火改修炉建築工事主しては極めて厄介な仕事

であり乍ち地味で見映えのしない事も此の事業の

進まない l つの珂!. r]l かと思はれる。 入手を多〈要

し仕事が細かく手1] 径が薄いのであるから、従来の

概念では施工業者が逃げにがるのも無現がない。
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此の事は先にも云つ? こ通り建築界が自受に依って

解消させねばならない。然し乍ら ー商lこ於ては防

火改修事業その ものに 、向渡術的にも事時的にも

検討さるべき黙があると思はれる。

例へば規則は l つの規準で はあるけ れども、設

計者としては出来るにり防火効果を泉げる事に力

を注がねばならぬ。敷地に 4 おlの空地主? 要求する

規定がある魚に、 6 害IJ 迄建てる事を良い設計ーであ

ると考へる様な誤謬を繰返へしではならぬ。然し

叉防火改修は既存の建物 に工事を加lへ、f . t に色ん

無理な事も起るのであるが、従らに問要事i な仕事は

省〈左云」、風 ｬ こ、敢えて規則にこ ｴｾ はらす・自作 ｴｴ

計書で進むがよい。

一方改修工事lこ作って比較的労少〈効果の取る

手段は大いに併用する事も考へるべきである。腐

朽の廷しい建物は取こはす万が早いし、トンネル

露地のトンネル部分は切り取るとか、行止り露地

も場合によっ ては行止り部分を容易に切開げる で

あちろ 。機合ある毎に室地の猫得も狙って欲しい。

出来る? ごげ完全なものを作 91こいのは技術持の

良心であるけれども、防火改修では現在間に合ふ

もので満足しなければならぬ事も起って来る。例

(11 8頁より綱< )

を? 得? こいと希望して来る業者には、官会り請負

って貰ひ? こくないといよ、事情から、いつ b 行

悩み勝である。業者の新瞳制により協力は或 ，

る程度得られると期待出来るが、後りにも仕

事の量が多過ぎる。困滑 i二事業を遂行する篤

lこは一般業者の協力を得て防火改修ぞ専門に

請負 i 、事業合祉を新に設立せなければ ならな

い主思ょ、。設計もその設計部 iこ於て分婚して

貰五、事になれば向更好都合? ごと思ってゐる，
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へば耐火木村 t ; 耐火力以外の黙で1 . 2 の駅陥があ

るからと云って 、之を排斥する様な狭量は検てる

方がよ い。同様に明日更に完全な耐火木材が出来

るから とよよって 、今日迄の防火改修が非難さるべ

きでもない。意匠や鵠裁に『しでも或る程度の不満

は忍ばねば1j . らな い。如何に優美な体統の様式を

誇って ‘ 、安製の災害を免れる主主 lこは何の役にも

立? こな L、かも会11れな L、3

更に事務.f-. の問題としても設計や見積の魚の複

線な l尚I i 菌、仕様、積算等、又村山J }J金や物資を貰ょ、

主主の煩雑な乎絹等 、も っと反省され改善さるべき

獄が多い様に思ふ。

<> 

防火改修事業には以上越べ? こ様な事ばかりでは

な〈、ま Tごま t.=色々の岡: j ' j f fこな事1Wがあると思 i 、。

私は直接その仕事に携って居ないりれども、官事

キキの苦努は察せられる。目下の情勢は速にその宜ー

施を必要と し、住築界全: 櫨の強力な支持主協力を

求めて居る。や h方は拙速でもよいから 、や り易

い ｾｉ ｉｉ ぅ ｾる様な方法でや 、 る外はない。眼前の危機を

切り抜け る震に些細な疑問や感情は忘れて、 遮二

無二之をやり遂げねばならないと思ふのである。

大韓以上で説明は重きにと思ふが、こんな方針

で念速 iこ改修事業を行はなと準備を念いでゐる。

然し何れにしても、この事業主? 能率的 lこ、而も匹

域にある家屋一軒洩らす・施工する震には、どうし

ても強力なる法の鼓動がなければならぬ。この呉t

内務行へも強〈要望しであるから速か久子防火改

修法の質施主ヲ見る事と思ょ、。斯〈して開策の高度ー

同防阿家建設の 一 翼を分播し、 ｾｬ 家に御奉公致し

ｔ こいと念願してゐる弐ｾｾである。



耐 火 資 材 の 種 類 乞 其 の 性 能

1 . 緒 言

こ〉に云五、 i耐火資材左は建築用であってE つ個

々の元素、化合物につ いて は述べな い。赴等の元

素なり化合物なりがかl工されて製品となつにもの

lこついて特に従来耐火建築資材と して存在してゐ

る銭筋、コンクリート、煉五、石材、土壁、土戴

ラスモルタル、漆喰、トタン板及スレート板以外

の新耐火資材とも郁すべきもの について簡単に述

べること〉する。

2.  耐火木材

i耐火木材ば耐火液を木材の芯部迄均一に注入し

1=難燃性の木材ーである 。木材は燃料として使用す

る位であるから可燃性物質である。この木材の長

所であり且つ一面短所ともなる可燃性を他の特性

を損す. ることなく不燃性にすることは柑首 iこ六か

しい問題であ q。翠に燃えない木材が出来fことし

ても、その fこめに木材が掛〈なつ? こり 、金属を鏡

びさせ? こりし? こ のでは賞別にイ共し難い。木材を燃

えなくする研究方向に 二 つある。 Ｔ ｾ の 一 つは木材

の表l耐に耐火剤、又は耐火塗料 を塗布するもので

他の一つは木材の Iいに耐火聞を注入するものであ

る。前者は耐火会料であり、後者は耐火木材で

ある。

所制i耐火性 を興へる InH:kJ tUと云ひ得るものには

共の ｈ ｾ 類が数白種以上もある 。 祭有力［試験しに約

300障 の柴朔] の内8割迄が耐火剤と云ひ得る。現:(1:

知られてゐる数十和類のみが耐火剤ではない。卑

近な例ではあるが海水は立派な耐火械である。恥

ノk を濃縮して木材に注入すれば燃えないピげの木

材は IH来る。 tf' 手水であれば資源も型高亡し、資材

の方は心配はない のであるが、木村の盤演では主J

が持 Tこす' 吸話会|生があっ? こりして困る。叉臨化白金

なども立i辰な耐火剤j では めるが盤化白金製の耐火

木材で‘ は木材原料の何千倍にもなり 、資源と値段

の黙からこれ亦宜戸用に は出来な L、。出来上る製J11

の性質及ひ' 資訪日の方から 、賞用化され得る耐火刑

事録者は来志工 業大Ｚｾ，助教授 Ｎ，ｴｬｬ［築 ｍ 斜 面 ｆ 究 所 員

相 一
一

衛‘

を眺める時敷百種の耐火剤も数十種に限定されな

くてはならな い。 現在使用され てゐる耐火聞は燐

酸アンモニヤ 、燐酸アルミニウム 、硫酸アンゼニ

ヤ、硫酸マグネシウム 、時酸アルミニウム 、錫酸

ソーダ、硫酸マンガン、珪酸ソーダ、明禁、茨酸

ソーダ、堕化カルシウム 、開砂 、棚酸等でゐる 。

次に是当事の耐火剤 ｾｾＷｫ に ｩ 容し ｔ こ耐火液佐木材に

注入するのであるが、貰験室的小規模であれば耐

火液中に木材を入れて戴時間煮沸すれば或る程度

のものは出来、大韓の見首はつり得られるもので

ある。現在工業的にやってゐる方法には常盤法と

加工法とのこつがある 。常L ( f l 法とは交流式オ戸プ

ンタンク法にして操作の第ー として木材中の樹液

を排出せしめ同時iこ細胞睦及同間隙を膨脹増大せ

しめて柴液の注入を容易ならしむる目的で先づ木

村ーを冷水中に浸潰し常盛の下で除々 i二100 度 に加

熱しy . . . 肱液凶離な樹位には薬液を入れて水の沸鉱

を 100度以上lこ上昇せしめる。ヨたに該木材を常温

の| 耐火液中に移し温度差に依る敏縮作用に依って

注入するものである。この方法の特徴は多額の設

備費を用しない土と、操作の簡単なことであり、

献劉は注入不足をういす民れがあるが更に耐火液を

加熱し、次に亦常温の耐火液中に移すと云つ? こ操

作を反覆して手数をかければ完全なものが出来

る。加l酪法とは木材を力日産及び減産の出来る容器

に入れ先づ筏 jllj の後容器内の安気を除いて員室に

する。こ の操作に依り木材内部の密集は除かれ、

1I1H火 液の侵入を容易なら しめ且つ木材中 の水分の

一部は除かれる。次に耐火液を; 該容器中に入れて

温度主 底力とをかげる。この操作Iこ{ 去り年輪や心

材君事の入り t4t ぃ部分iこまで無理に入れることが11'，

似る。次に取り出して乾燥すれば耐火木材が出来

るのである。 この方法の特徴は短時間 tこ耐火度の

lむ、製品が出来ることでゐり、献賠は多額の設備

費を要し向機憾の破損も多い? こめ、常国E法 tこ比し

原f貨は I長:j < なること である。 現在多〈用 ひられて

ゐ る方法は加限法である。
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前述の如〈耐火木材は燃えない k 云ふことが、

主限ではあるが、車に燃えない木材だけでは賞用

に供し襲撃ぃ。

(  1  ) 強力色相賞Tよければならない.

( 2 ) 釘、鋸、鈎等の金属を鋳きせてばならな

L、。

( 3 ) 雨天の時に表面に擦が出る所謂吸滋性があ

つてはならない。

(  4)  1  年や 2 年で効果の無〈なる様なものでは

ならない。

( 5 ) 毒物であってはならない。

( 6 ) 色もない方がよい。

等々の諸僚件を満足しにものでな〈てならぬ事は

明かである。現に市場に出てゐる耐火木材はどん

な品であるか。

耐火性 これは耐火木材の生命であ るが先づ心

配はない。現在の規格は献ヰ耐火木材の 5 粍角棒

をプンゼンバーナー中 iこ10秒聞入れて後静かに取

ち出し? こ際焔を残きないことである。この規格は

相嘗にきつい iものである。耐火木材の研究をやっ

てゐる、耐火木材が出ぅk1こ主 云って相談l二来られ

る人が多いが先づ耐火木材の闘門であるこの試験

をやって見る必要がある。箸俸の稼な小試片は別

として下見板、角材等は中央部又は中心部 iこつい

て該試験者? 行ひ、合絡すれば他は試験する必要は

ない。叉心材と謹材 ki bつ? こ場合、心材は耐火液

の入り難いものであるから心材の部分について試

験すればよし、。こ〉に一寸御断りしておrかな〈て

はならない事は燃えない木材主 云つでも鎮や瀬戸

物とは遠ふと 云ふ事であ る。いくら耐火木材でも

長 い間焔に古ってゐ ると 表面から にんfごん茨化し

て崇となる。普通木材も茨にはなるが共の際護焔

現象があるが、耐火木材は茨化する際焔を出きな

い木材である。試験する 場合焔を出す 、出きない

と云五、共の直別の八ツキリしない場合 に遭遇する

事が多いが共の際は 5 回以上の平均を採るべきで

ある。耐火木材のこの不燃. j 1 t のsJ ! . 論は耐火木材が

火焔に曝されに場合、普通木材であれば一酸化茨

索、メタン等の提素を含む可燃性の瓦斯瞳 iこ分解

する慮、耐火剤lの接蝿的作用に依り又一部出耐火

剤の熔融に依る空気遮断の詰泉純記の如き炭素を

合tr 可燃性瓦j析を多量 tこ裂しない fこめである。

拐の問題 普通 の金属はタ卜集中t二曝しておりば
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錫ぴるものである。同一僚件の下に於て耐火木材

左普通木材との執れが早〈金属を錨させるかの問

題 i二蹄する。規格としては普通木材に比し悪いも

のは認めない事になってゐるので、患い品は無く

なる諦である。舗の原因は耐火液中 tこ存在する柴

品の性質に依るもので硫酸アンモニヤ、盛化カル

シウム、盛化マグネ シウム等を多量合有するもの

は悪しく、1:燐酸アンモニヤ、棚砂、明饗等を含む

ものは良い。燐酸 アン モニヤは多少吸漁性はある

がそれと鍛 ｫ が作用して次黒色の燐酸錨の被膜ｾ

表面に作り、それ以上錫を生ぜしめない効果があ

る。錨釘に封して安全なる耐火木材を得るには耐

火液は中性又は弱アル カリ性主なし、前記の如き

有害柴品を使用せｾるこ主である。

日夜濃性 一般に普通木材 i二比し放滋性は大であ

る。吸滋性 k 錨鋳とは一部閥聯性を有するもので

硫酸アンモニヤの如〈鎖を多〈鋳させるものは放

漁性も大である。

耐 久 性 何 年 位 耐 火性が保持 されてゐるかの問

題であるが、貰際耐火木材を使用し出してから日

向浅い? こめ何十年とハツキリしない。又使用場所

及び木材の大さに依って非常 tこ相違のあるもので

室内 に使用 しにも のは木材主共に一生効力のあ る

ものであるがf: 同雲 を多量に受ける場所 l二ついては

人工的の試験では相首に永 t 持つこと lこなってゐ

るが賞際はどうなるか 10年か20年か後 tこ現在使用

してゐる材料を取り出して試験し7こ上でなければ

わからない。

この外現在の耐火木材中には毒物の入ってゐる

ものは無〈、強力も色も! 鷹木材主殆んど主き りがな

い。耐火木材主云ふものは以前かちあつにもので

あるが節〈枇i nこ紹介され、賞用化される様にな

っ? このは防益建築がやかましくなっ? こ最近のこと

である。日本の家屋. は燃えるものに。燃える度 lこ

面目を一新しでい〉位 lこしか考へてゐなかっ? こ昔

の掘立小屋時代、ノj 、部孫時代はそれでもよかっ? こ

かも知れないが一個人の火災は都市金韓を焼失さ

せる導火線ともなり、ヲ lいてはー閣の運命 iこもか

〉る時代になっTこ今日、戦時、平時の別な〈都市

の防火は益々強化される 方向に進tr べきも のと 思

はれ る。従って燃え 易い木材を多量 lこ使用す るこ

とは告のこ主じなり、耐 火木材に阪らす不燃材料

の 時代主なること は明かである 。現司ｾ Ｚの 耐火木材



は決して我々の理想のものではない。ゃっ !::i 止に

出にばかりである。之を見て耐火木材は駄同 t;: k  

か、之を以って最早研究壷せりとなすもの、糟て

筆者の好まさ「る鹿である。永い自で之を育て E 行

かなくてはなるまい。研究方面も枇舎の獲に答へ

て改良すべき黙は改良し、主主々深遠の研究が多〈

の事者に依つてなされ、繍ての機闘が之に援助す

る様にならな〈てはならな い。耐火木材の規格が

内務省から出きれてゐる。業者は共の規格iこやっ

と合格する製品を遣って満足してゐるのではなか

らうか。より良き製品を出して規格の強化の要求

位あってほしい。生活必需品であるから出来得る

ピげ安債に供給出来る逝を講じてほしい。

研究者も指導者も業者とこの際蛮檀制の臭を抜

かなくてはなるまい。現行の耐火剤j の責源l二つい

ては本土外から輸入されるものがある。是を閣内

資源より得る目的で筆者等は温泉利用の研究者? 行

ひっ〉あり之 lこ依れば現在消費されてゐる耐火剤

の全部を補って向徐りある計算である。日本は温

泉閣であって到る慮 lこ温泉が湧出てゐる。一般 lこ

海岸線のものは盤分が多〈利用困難であるが其の

他のものは利用され得ると思ふ。

3. 耐火塗料

耐火塗料を( 1  ) 顔料を混合せる所謂耐火塗料

( 2  ) 透明耐火塗料、とも稿すべき塗布液 e I二分類

する。

(  1  ) に属するものは普通の木材の上にペイント

の如く何回か塗布しで木材に耐火性を興へるもの

である。この塗料は既設の家屋を迅速 lこE つ簡易

lこ耐火性にするに最も越し? こ材料である。従来の

ペイントは原料として可燃性の油を使用せるを以

って防火的の効果は無いのみか却って引火性のも

のである。木材の表面に塗布して耐火性を附興す

るlこは粘土 、火山 次、セメン ト等何んでも織物質

であれば大差はない。要は或る程度の厚さを保っ

て範裂、離脱毛? 生ぜしめない様 lえすればよいので

ある? これが仲々六かしい問題であってこのにめ

に精着剤を用ひる。結着糊としては〈イ〉水硝子

〈ロ〉セメント〈ハ〉合成樹脂がある。( イ〉の

水硝子を主成分主し? こものは7k硝子の外に顔料と

して酸化チグン、沈降性硫酸パリウム、セメント

煉瓦粉等を配合し、普通塗料の如〈液献を呈し稀

樽又は、共の僚で塗布する。最近では容器の閥係上

顔料と水硝子の原液とを別々となし、使用する現

場に於て練る援にし1 : ものもある. ( ロ〉のセメ

ントを主聞と し七ものはセメント白檀が硬化する

にめに液欣のものとしては市場にはな〈粉末主し

て出され現場で練るものである。例へばセメン

ト、マグネシヤセメント、石次、防水剛、水とを

練つ? こ様なものである。( ハ) の合成樹脂を主郵j

k しにものは合成樹時としてアクリル酸樹脂、フ

タフル酸樹脂、ヴイニ# ル樹脂等を用ひ之に顔料

を加へTこものである 。この外粘着剤として天豆蛋

白、角叉、布糊 、生茨、商務粉、ワ ラピ糊等を用

ひ? このもある。

耐火塗料には耐火木材の知〈未Tご規格は出来て

ゐないが下記のことを考慮して研究する必要があ

る。即ち耐火塗料の耐火度は現在の程度〈後述)

でよい k して耐候性、耐水性を主眼として行はな

〈てはならない。その Tこめには塗布しに製品に劃

して一一一一

( 1 )  6 時間水で煮沸して溶出せぎるこし

( J f )  プンゼンパ ーナー( 約1. 200
0

C) Iこて 30

秒までは焔 ＺＺｴＧ ｈＱ きｾること。

現 {Eの市場品で( l l ) には合格するが( 1 ) に合

格するものは少ない。( 1 ) 及。[ ) I こ合格する

ものが出来 fこら更に下記の試験を行』、。

(1] D  1時間水で煮沸し、取り出して 1時間i

70
0

C の憶湿器中 tこて乾燥、之を 10 回繰 6

返してi容出 、組裂、離枕せき「るこど。

(ll l) に合格せるものが出来てから、嘩露試験

にかける様にする。 '

前I i 己( イ) ( ロ) ( ハ) の 3 杭 の 耐 火 塗 料 の 内

( ロ) のセメントを主剤 e' し?こも のが耐火度、耐

久性の黙に於て最も優れてゐる。( ハ〉の合成樹

脂を主簡としTこ色のも悪〈はないが、未t:.' 原料 k

f貨格との闘係で多量 tこ使用出来ない。( イ) に属 i

するものは始んど耐水位がない。 ( ハ〉と J与に耐

火度はあまり無いものであるが大韓プンゼンパ ー

ナーで30秒までは焔を出さす、之を塗布しにもの

は5 . l i J ; 位の焼夷弾では安全であり、同一候件に於

て普油気還に比し 5 - 10分位護焔が遅れ、熱諒カ Z

無くなれば自然に泊ゆるものである。

けD に風する透明耐火塗料は木材、テキス. 紙、

不tj 等 iこ浸透せしめる耐火液である。これは既設の

3 1 川



コンク リートの アル カリ防止 k 附着力精進のにめ

に石次 、漆l金等を塗布し ?こも のもある 。種々の竹

ラスの内補強付のものは よい様である。

家展内外部特 ｬ こ内合 ｂｾ 速急Ｚに防火虎理する場合 ｴ こ

必要であ る。紙、平日等は浸透 し易い ものであるが

テ!キス類、木材等は仲々普通では中まで入り難い

ものであるから浸透剤を加へる。 ＲｾＳ 回塗布し＿こ

ものは、 7k硝子系の耐火塗料位の耐火度を有し て

4. 各種耐火桶

建物の外周部叉は内部に釘で貼付けて壁 、ト グ

〆、スレート、下見板 ( i耐火木材) 雨戸 Ci 耐火木

材〉の代用とする各種の耐火板がある。

( 1 ' ) セメンド系のもの、こ (J)_障の ものには多

種多様にある。例へば 4イ) 耐火木材に耐久悦の

耐火塗料を塗ギri しにもの、 ( ‘ ロ) ボール紙を耐 火

! 虜現して共の上 iこ耐火塗料を塗布 しfこもの 〈ハ〉

鋸屑をセメント、石茨其: の他で閉めにもの、( ニ〉

鈎屑、竹等会セメントとサンドウイツチ式にし? こ

もの( ホ) ロックウール、グ ラスウール又は紋物

性繊維を入れTこもの等でよちる。こ の柿: のものは耐

火性はあるものであるから 1何故にすること〉耐久

性 k を考服する必要がある。

( 2 ) ロックウ{ ル板、玄恭岩、安山岩、蛇紋

岩等を熔融し て高座蒸気で室内に吹き飛し 、繊維

欣にしにものぞ各種の厚さ左大きさに )JIl 工しにも

のである 。耐火性はあ るし軽量で見守来性のある商

白い材料である 。 グラスウ ール板も硝子と同様に

繊維欣となし更に板として加工しにものであるが

耐火性は硝子主同じであるからあまりない。

( 3 ) テツキス類 、従来からもある材料ではゐ

るが、従来のは可燃性であるから 、之を耐火鹿理

叉は外壁閉として表 i百加工しにも の が耐火資材

網入硝子、難熔性硝子

各所の火災 tこ於て焼失しそうもない鎖筋コンク

リート 遣や煉五遣の内部が焼失してゐるのを見受

ける 。如何にコンクリ ー ト、グイ J レ、煉五等の耐

火資材で干IVt 成 されゃ うとも窓 、関口部は従来のま

〉の硝子である nに硝子の熔融黙は 550

0

C 、火 災

の地皮は普通800
0

C . 時には 1.  ＲＰＰｯｃｾ＠ 1  .  300

0

C に

もな るか ら関口部の硝子は容易に熔けて火焔を内

Ｑｾ ＱＱ に引き或は外部に出すｾであ る。 何 ん 主 か し

て火焔に耐える硝子の/ 111現がな務である。制入硝

子は普通の硝子に金網を入れにもので耐弾(破壊)

には相首役立つが、耐火的には硝子? の性質を援へ

る必要がある。硝|子の内にも石英硝子は熔融貼 1.

700
0

C 、パイレツクスは 800
0

C である。難熔'1生附

干 もあるのは ある のであ るか ら是等を窓硝子mと

して安債に多荒に生産する研究が必要である 。

( 16. 2，10)  

6. 
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型

録
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室

ノ

ヨ

一

ヘ

一

備

一

襲

一
防

一

室

|
園

工

場

用

各

種

完

全

遮

光

暗

幕

工

事

特

許

モ

リ

ノ

イ

ト

不

燃

板

報

中

商

奮

曾有

社限

国

空

本

社

4 s 篭 大

古 司 |坂

屋 ，州 市

長'北 幸

都 @E

;1111
1

七 島

戸
- .  ｾ冶

口八2

? 占 町

京ハ ー

城 番 。

代

理

庖

竹ラス

メタル ラスの代りに東洋の特産である竹を利よIj

しTこ竹 ラスが現はれfこ。強度はメタルラスに比し

Ｕ 訓乃 至 Ｗ お ｪ である。 竹 は護生後 ＳｾＴ 年のもの そ

9、10月 頃 伐採しにものがよい。 地理的に云へは

東北地方のもの〉方がよ い。セメント中 のア ルカ

リの作用で強度を誠子る? こめに 其の滋防万法とし

て前滋理が行はれ る。先づ曹達茨の弱 アル カリ液

で煮沸し乾燥後ター Jレ主砂とを塗布し ?こも、の、 ア

ルミニウ ム臨叉は マグ ネシウム犠の水溶液で煮沸

する方法もある。編ん-r:: 仙のも の と吏に共の 1. に
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となる。

5. 



2  

防 空 建 築

規 則 適 用

の

新 築 家 屋

f 大 阪)

解 読

和 田 登

Ｑ Ｎ Ｑ 燐 地 主ｾ ＡＣ よ り Ｕ ｭ の範 ｼ割に

ある 2 階の裂が今 し方鍬綱

モ ル タ ル (J 平 2c m) 主主の l坊

火装備を 施 した ところ 3

官ＡｊＩ［ ｾ［ｬ の 出 の ｴｉ 、さ し ｜ 卜放を思

ばせる l1U以さである 。

2 白 色 の セ メン ト ・モノレイ7 /レ

で仕 Lげられた建 物の奇襲で

ある ， Ａ ｾ ｦ ，ーの 小 窓にも防火

後備が必 嬰である 3

自:JH耳の IJJ が少なく 、 その :;iH

〈感じが こ の 家を ｾ ｩ ｾ ￬ ｬ阿に見

せてゐる 。

3 現在 II J li' ¥1m 未 満 の 選 路 に

1句った ! 階の窓 3 手 前 の慾:

は耐火木材 、綿入ガラ ス戸 、

隣 りの: 容はJ ; ，IH反振 りl坊火 同

人 りの戸袋が附 いてゐる コ

4 隣地 境界 よ り 3m 以内 にあ

る。 炊事の窓も防火 装備 が

嬰る 。 耐火木材結入ガラ ス

戸 入 り。

ae f"?木 造家屋の防火改修、 9Xは|幼少: 建築規

lll Jの治用と 、 l止をあげて都市武装促主主の気温

が隆興し て来てゐるが、果し て如 何なる現般

にあるか、法規 の解 際は知!日I なされ てゐ るか

それを 究めんと 、す ぐる 日編構幹事手nUl 授 、字

1' {- ・郎、成瀬やj 央 3氏と J4・tこ京阪市¥13者Mi を腕察

し、 もの したる ところの報 tbが これ である 3

誠事院料、事合際 F長 小 林 l宵

3  4  



5.  rtJ 員 4 mのJ賞路に面 して建築さ れて

ゐる 。タト号室はセメント瓦にモノレタノレ

仕上げ、軒袋を i窪に主食らず斜に捻り

あげて従来の日本住宅の事干の感じを

幾 分でも保 たうとする。

左官のきらふ仕事だが建築家の指導

は防火地殻と: 念匠とを統一す るもの

だ。

6 隣地境界よ り約 4 mの位置にある 2

惜の土星まがいよいよこ れから仕上げ

をされようとしてゐる。

防火戸入りの戸袋が不燃板の F地を

張られて、 モルタノレの き売りあげを待

ってゐる。

事干裂はすでに綾ら れて居 る。

7 高い l防火塀であるが、 これのために

内側の狭いｪ｀に回したｭ［ｾ、開 ー 口部が

防火底辺を免除されてゐる コ

8 長屋住宅の後か である。

高い防火 J鮮 も 伊 達 に 作 ら れ て ゐ な

い。 l 階部の関口部の防火のためで

ある。

2 階 5 m以上後退してゐるので、 た

Y 側l商からの火を防げばよい。 2 棟

共に表には 軒先から垂直に紬昼置が施

されてゐる 。

向」、の棟 の後 !J の突出は 1更}Yf 、壁は

モノレタノレ訟で、 これ に も鮒l鐙がつい

てゐる。

111 2  

防 空 建 築 規 則

遁 用 の 新 築 家 屋

( 犬 阪 〉

5  

6  

7  

8  



9  

9  10.  11. 袖 壁 の 利 用

前面選路は 4 m、建物 2 階は道路中心より 5m 以

上後退してゐる。た Y 側闘に針する防火を考慮す

れば良い。そのために袖壁が除用される。

『防火上有効な紺1壁の構造 』は

1 、防空建築規則l第 4 僚表中イ 、 ロに笛るもので外

壁より軒先迄、旦 l 尺以よ突出せしめる必要があ

る。

2 、 2 階に於いては袖墜をもうけても 5 mの範閣だ

けは外壁 、 軒は主食らねばならない。ｾＡｬＺ￮では ＳＮ Ｕ

角の柱が見えるが、之は勿論大材として認められ

る。

12 11 

10 

12 工事中の住宅 .cある。第2備の鮒l礎は仕上った

が、 1ｾ皆の ｽｪ は 上塗 りが残ってゐる 。

2惜の垂直紺l壁は意匠七まだ無難だが l i皆のもの

は少々磁調に見える。紺l壁も結構だがその形な

ども伺悩説怠して欲しいものだ。大工さんの建

てた書記らしいが、意匠 上の研究も してく れ て良

いと恩」、。

3 1 1 1  



13 

13 制l建を盛に用いて、窓構造を簡略した例。

者 ｉｾ 市会舘の建物の様式Ｈ紺 ｬ 控も』、くめて〉を統ーする

のも急務だが、少く とも l ロット内の主主物だ けでも何

とかして統ーした いものだっ

防 空 建 築 規 則

遁 聞 の 新 築 家 屋

〈大 阪〕

111 4  

14 

16 

14 都市住宅の様式論になるようだが辞先の扱ひがu、か

にもJ l ¥: 々 しい。軒闘をもう少 しタくして務くしたらど

んなものだらうか。

紺l鐙の美も普の塗家など とはちがった筒般直械のもの

から生れて来るのではないだらうか。

15 滋路も! 従〈櫛樹もあって少くとも美し

い街廊を作 りそうな建築E震度であ る。 I

人の建築家でも胸興したなら少くとも初l

畿の奥械な破剥が解決されたであらう つ

16， I  I朝地の住宅鮮である。

この建築の l 群がもう少し積縫的な美し

さを榔成しようと思うならば、対 ｉｾ の締

? ? と建築械式の混在ではなくて、 もっと

; む匠的に統ーのある 建築家の計訟である

べきである。今後の 円本都市建築とし て

防火的で然も美しい建築様式が提示さる

べきであらう。

15 



木

防

:aュ

1E!.  

火

建

改

( 京 都〉

物

修

綿 織 ・ 字 賀 一 郎

2  

防火改修が京の街にも執 った。あの町 も、 この

同f も潟践の様な街風景 になると したら 、俄令、京

でなくて も、一路考へるべきではないだらうか。

除影の多い静かな街が、芝居の排出l一一而も 其れ

が前大股n寺に涜はれた表現i辰風 なドギ ツク腕艇を

刺戟する納皇室の 出現によって、奇惨な理署貌を来た

すこ とを 憂慮したい。

手U l : 街の少女主主が原色に粉飾して枇合一般の IIt

Z軍を呼んだことを想ひ合して、防火改修に上る柑i

墜と屋七突出撲が、 その指導良しきを得ない場合

は、少女達の原色粉飾以七に、街、 ひいては 都市

の容貌を歪 曲する結果を招来す ることを珠想せざ

るを得な u、。

潟 1' 1 1 に見られる様に 、軒目l によって布11療の斜角

が奨」、ことは 、 よし繰毅を以て、立医づけるとも

液究を和lげるカはなく 、寧ろ袖星置の稜線、の鋭角的

な交錯を mかない様、街全経を: ほ匠づける意闘に

拷らねばならない と考へる。 ( 1.2.3. 4)

5  

4  

5 川



5  

7  

木 進 建

防 火 改

( 京 都〕

1 1 1 6  

物

修ト

6  

茶茶舗に刺を通じ内部、裏側を案内して覚った。内陸

の腰板貼は総てモノレタノレ塗に改められ、隣家境になる儒

路は壁、粁、tl 、庇に至るまで、耐火木材製の潜り戸以外

には一片の木部も見せない迄に 主主り悶められてゐる 。 之

では、炎の力も相笛喰ひ止められさうだ。右渇童話慌の右

上に覗いてゐる連子窓は隣地側の納壁によって、改修は

免除されてゐる 。

裏庭に出ると 、官事家のfiiI れにもみられる 、事量々たる附

設物で文字通り の袋町相であるが、改修は法規に従って

到底されてゐるが . その効果は大きく 、従旅にない清潔

感と明るさを資らしてゐる。此家などは 、 ｾ隣地界には

土蔵が並列し、比較的よく整った大家後りであったが、

都心を維れるに従って、裏面相の怪奇は、想像では及ぱ

なし、現扶であることを想起したい。 ( 5.6. 7. )

8  



9  

制l径が 2枚 敢なる場合、 下手すると 斯んな こと

にな り、隣家どほ し、 お瓦 ひに損 を してゐる窓匠

であるコ右の方に看板が 見 へる一 Ｍｾ Ｑ 径が積板に
利用 されるこ とにならない とも限ら ないo ( 8 )  

妻都の字分、而も 2 階部だけ 、改修してある時

局の 「お化け J にぶつかった。 防空建築規則第 4

僚に準ひ、高さ 4 米以上の部分で、i弘地境界よ り

う米以内の壁、軒袋線て漆喰で覆ひ、 開口部には

耐火木材の雨戸を用意しである 、一一 「之で宜し

おまっ しゃろ 」の苦笑物であ る。 ( 9. 10)  

大 きな 1i商家の柑i皇制f、定右異ってゐるのを散

見するが 、 惜しいことだ。雨袖共同じ様に事 ｦｾ ーか
ら垂直 に下せば、何l壁を附けた、めに、家の榔へ

がより良〈整ふ と思へるのに、素人のためか、あ

たら 、付 焼刃 の感が深い。( 11 )  

最後 に、 2 つの防火改修の範例を揚げておか

う。委側から道路端まで、 見事な改修振 り、大ま

かにズパツと改修 した L め、反 って、家の榔へか

ら l 段の映えを感じる。( 12. 13)  

12 

10 

11 

13 

7  111 
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4がするに、 [ め火改修 と云」、仕事自 燈は . 一 般に怨像 も

つか なν 手 :旬の術、 る見映え の少な い、 総工品( f ; 併の多 い

仕事だが、」正 当手の尉剖: 的廃 rrl と同時に 、 F人向から見た佐I

の後貌に就 て、 プr/，} な激測が必、' &' : であると恩」、， 11:2ドの

古ji 市を、 '1毛針な 表 現i成J.'Ii I. のものにしたくな ν 、のは H人も

14 1可じだらう つ

15 

l坊火改修 は、機ゆる角 jだから 、 協力後討された統 制指

導をやるのが品然であり 、 せめて 、 京阪府 ｾｉ 域内だけでも

さうヱょった 防空都 市 建設 に 対する各カ・耐の絞階的な協 }J

と、¥i¥i1'l' i正当ー事者 の 自悩ある指導が望ましいコ

数少な い京都市内 の防主主建築規民IJ 遁J t j Wi Jから 、散在す

る Ｓ つの ＨＱ 宅は 、 各戸 ￄ ・ Ｎ 主 陶口 曲Ｈ人 Ｒ Ｒ 件 ［ｪ ｾｴ 凶 ｪＩのた

めの ｾ墜を Ｑ Ｑｦｴけ 、 以 ｩ 池境の壁! I i i を完之をに自主りつぶしてあ

るのが、 目立つ、 勿論、主 l凋日商が、 その士、J 向隣地境よ

り堤ｊｬｉ は軍用をうける ｉｉｕｴ にあるならば 、 耐火雨戸 ｾ ｾ［を ｩ ｱＮｾ

備しなければならないコ (  1.1- 1 日

3  ｉｾ に前る京ｼ坂和 ｉ Ｑ の目 視察によって考へさせられた 占 有燃

は，欠の微なもので S， つ む 一一

l 規I! I J のI反披ひの統ー を京阪紳各首・局に愛媛した いこ

と 、 伊 ｪ へば Ｈ 納ｾの燥機〕

l. 狭い j'i!f W持に面する 各戸 の軒出を此際、満 J1f. に切|珍日1

4ミないものか コ ‘  

1.改修は外剖' に 11. らず l匂郊に L 徹底しな けれ ば、改修

は糊費負的な徒主主に了るだらう 3

1.規則lに対する首筋の積隊性を望みたい。 1{lj 火改修に

よる 、不{ 佐号とな: 温風、採吃t i l : は 、常的{ する防火 以 じに 危

'ftti すべきではな いか 3

l. 越屋根風の J湿気口を J奨励すること 。

火 災 時、 との i在ヒ i虚無による 、燃焼皮の i成小は r尚・然 であ

るのと 、消火 |二有効であると聞く 。

16 1. 耐火木材に 対する般J1てなる再開心。

司 宮司副 ｚ 軍ーＭＭＭ Ｎ ｾ 哩Ｂ "ー

く防火改修工事スナップj



2  

木 造 建 物 防 火 改 修 神 戸〕 ・ 解 説 ・ 庚 瀬 初 夫

前!I 戸市内に於て、現在完了せる

防火改修工事は、宇奈川市!I 計附近に

数ケ所見られるのみであるが、 目

下 i位行中のものは、:令市多方 聞に

亘ってお り、 ｾＮｬ［等が近き ｪ 符来 に吸

功した l路には、叉改めて紹介しrli.

いと考へてゐるが、此慮にはl 1i 1数

えず完了せる 、$ 開通、 f中町通り

の防火改修工事を紹介併設する。

l は、WIIIJ ・通 1丁 目に於ける* 先

況で、{ 主宅を商! 苫甲の tl JiI1. K改造

したもの、 I  i; Wは令部墜に して、

Ｒ Ａ 暗に耐 火木材。 ｉｾｾ の雨戸と戸袋が

見える。

2. は、$ 開通 3 丁目の模純| 妨火

改修直域に! 除ける 、話足立t の裏側J盈

f設け通路を示したもので、設見rr 使

FJ/rの突出部を 、堺訴共 モノレタノレで

捻ってゐる。

3. は、 同じ街の I 1羽にある地蔵

隼の、微笑ましき防火奏である。

4. !1、軒先を見上げたもので、

l  階は新たに防火改修せるもの、

2 階は在来からの骨量込みのq汗先を

其餓残したもの 、換気孔が見える。

5. の、消火用 7l<mの手前にある

のは 、人法研! おの戸袋で、ーヒの雨

戸を除 して之に仕舞ふのである。

5  

4  

5  

9 川



6  入 ｦｬ のも ｾｩ に設けられた戸袋

7.庇と軒先の納まりの I j列、 2 婚 と l 階の布11墜を機け

て当たり 下しである。

円

• 

8. si i貨がや L 不鮮明であるが、 向側 の 2 階の

利先と 、 ｾｩｑｩＺ ｱ 司との ｉｾ 唱の ｩｦｬ まりの ｊ i円j を示す。

防 空 田聖 刊
誌

遁 閉 の 新 銀 家 屋

( 縛 戸〕

8  

規 Ji IJ 

防盆建築規l ! IJ に依る新築住宅に l士、音量 りFff秀なものを見る事が出来

なかったの が残念である。 9 は、玄胤廻りの屋根や庇の堅苦しい家で

あるが、 入口の格子戸の前 に、 2i l l に、耐火木材製l の観音聞きの板戸

を取付けであるのを異例としてお目にかける 。 10、 11は、五ひに隣地

度界から 3 米まで圧直に大壁に宮古って、残 りを 民星査に ;枚つである商白

い例である 。 之が防火改修でなく て、新築であるから 、大勝なもので

ある。

111 1  0  

9  



12、 13は、 15の

細部であって、

長 屋 の 裏 側 を 見

たもの、数 地一

杯まで険度に建

坪を取ってゐる

閥 係 上、 会官官の

俊樹に買って、

防空建築規J l I J の

遁用を受けてゐ

るコ 14は、各窓

に耐火木村ｾの

突 ー よＮ窓をｾ付 け

てゐる !0J であ

る。

10 II 

12 
13 

14 
15 
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防 空 建 築 規 則

適 用 の 新 築 家 屋

中 海 誠 一 郎

111 1  2  

2  

4  

5  

1. 71<切なく ム ラの 目立 つ妻壁

Ｒ 無 ｾｦ， ｉＯ ｆ に添 加された袖 壁

3 較き 納壁 と峻初廻 り

4. 71<切ある饗壁

5.長 〈突出し た、やは らかい感じの納壁



7  

6  

8  

6 甲府市中 の土厳溢

7 大阪市岡防火改修の l 伊1

8 大阪市 内強家の l 伊j

大 阪 市管内 ・ 木 造 建 物 防 火 改 修 ス ナ ッ プ

1 3  111 



古 建 築 新 抄
( 22)  

I  賓飯八情宮本殿( 愛知県系賓飯郡〉

文明九年の建立で 三聞社士流迭の形式

を有してゐる。内外随所に優秀な彫刻J

装飾を施し殊に破風下に奇抜な繰形飾

を行ってゐる。

2  八 幡 榊 市 士

( 和歌山鯨有岡郡南瓜' 村)

三間最土流迭の本殿( 総永ヒ頁

の建築〉を中央にして左右境

内最士が並立してゐる。ーは女

勉、ーは明憾の建立にかミり

f n J れも一間最士春日造。形式並

に細部彫刻j等の手法は近後一

般に見る普通形で、而も三枇

並立に1古代肘殿のー傾向を示

してゐる。

111 1 4  

3 紀 伊 薬 師 堂

蜜柑の赤〈熱る紀伊の 山間

に は こ ん な 形 の 堂 が 時 々 あ

る。これは賂永三十四年の建

立で 、株式は和様 と唐様との

折衷に成り繍創的な手法を少

らず用ひてゐる。

藤 原 義

東 海 よ り 中 園 へ

後内は古建築の地であり 、古建築の故郷で

ある。 山妓山手口の古建築は 、我が建築史の根

幹をなし、建築様式の碁本となってゐる。一

週りの日本建築史を祭んだものには、 との地

の古建築は、古建築の見本として顔なじみで

ある。隠ってこの地方に近い土地の古建築に

は見なれた様式、云はば卒凡な建物が多いが

併しよくよく見てゆくと 、 中には珍らしい様

式ゃ海抜な手法をもつものも少くない。それ

俸の珍奇なもの卒凡なものをとりまぜて少 し

ばかり持ち 出 した。

零 ｊ 日 ｾｰ Ｑ



5 安 福 寺 三 重 塔

( 岡山県系線電土問f )

兵 庫 勝、間山 県率、には室町頃

の三重壊が害I j 合多い。 これ も

その一例。和l嫌に一部官僚を

加味し 、 三手先構造の平凡な

中に種々 特 異な手法を 耳東し て

ゐる 。

， 

ｾ＠ 7  ;; 

4 石 峯 寺 中 堂

兵庫I孫美嚢郡上淡河村に在

り、薬 剤 堂 と も 云 は れ て ゐ

る。 不便な土地にあって相答

異 った外線を有してゐる 。 時

代は主主町f の中頃。

“i! . . - . . IIIII! I園田ー竺-

t要恒三= 竺ーー- ー-

治測J
，. 

d 周一

6 徳 社 本 殿

( 岡山l移百聞郡 〕

附山県系F r こは特殊な紳融形

式が二つ見られる 。 ーは 台備

津剖I 祉の枇殿ーは 主主に見る様

な形式であるコ本殿は江戸初

期の律築であるが附近に向じ

形 式で家町時代の建玉nこ/iJ(る

中山神府本 殿 がある コ デ隅 ー

商人母屋法妥人大殿の正面に

唐破風式の向手手を有する。こ

の形式は 出雲の大枇遣の影響

を受けたものと考へられてゐ

る。

1  5  111 
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物 トノ 間二週笛; ノ間隔 7 保タシムルコ ト

I  第三演中「互= 相商スルタ卜皇室問 ノ中心線 7 以 テ 隣

地境界線ト 看倣ス J =- 該色・ノ; 場合 = 於ケル之レガ道

用ノ ;範圏ノ、図示ノ如キ部分 ト解ス
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( ー〉第四俊二関シテノ、

A  第一項又ノ、第二項中ノ 「道路」 トハ防火ノ見地ヨ

リ法第二十六僚ノ規定= 拘ヲズ現貧ノ遁路ヲ指務ス

但シ 現在道路ノ巾員 t f 四米未満ナルモ封側ノ建築 物

t f 溢路ノ中心線ヨリニ米 以上後退セル場合若ハ封側

ヵ・空地ナル場合ノ、之ノ限り= 在ラズ

B  第一項ノ外壁 ノ;構造1 I i i J 限= 封シ隣接建物 トノ ;相互

間ノ ;空地僅少ナル場 合 ソノ :外壁ノ; 施工法ノ、続ネ下ノ

如シ

ｊｊ 斗竺 ｾ ｊｉ
，f rl J 瓦十¥、〉

ｾ ＭＭＭＭ ｾ＠ )く

一 ー一 一 一 正 z 耳目白 日 j' f ｾ，Ｎ，Ｎ中川線

一 一 一 一 一 中 む 紋 " ! • ＧＢＧ平 ｾｅ 総
d  、3 " ， え ‘  ・5 岡弘

:2・土>...(

j  前項ノ中心線= 側シテ特殊ナル場 合 トシテ下ノ如

ク解スル コト

イ、 A 園ノ ;如キ 場 合 = 於 テノ、防火壁/ 中心 線 7 以 テ 建

物相互間 / 中心線 ト解ス

ロ、 B 闘ノ如キ 場 合 ニ於テ l階外壁 中心線 及 ピ2階外壁

中心線位置ア 異 エスルモ規定= 依ツテ得ラルル様準

定 規 7 1吉テ¥i Xメ 不合迎 7 生ぜザノレ場合ノ、ソノ中心線

7 以テニ建物関ノ外壁中心線 ト見 1岐ス

〈 二 〉第 五僚ェ調フ「前 保 ノ 制 限 Ｗ ｾ 藍 減叉 ノ、完 ｬ 寄ｾ J 事雲市、

A  ｾー銃二該首ス ノレ モノノ、完ｼ徐

B  第二続］該笛スルモノノ、経減但シＤｾ合 、 物置等ノ

狐立シ タルモノ = 限 J レ

C  第三続ニ該t吉ス ル モノノ、免除

但 シ公閥、炭 場、河海ノ類ノ中= - i 織主主叉ノ、軌道」

3 3  III 

i u i l i i i i  l l Ul l t l  i金 明 ， か けf"'l

寺， 告ｪＧ＾ ｾ

イ、壁惣 n 主起シ

ロ、壁穏ノ :移動

丹、不燃壁板ア緊結スルカ官

C  第一項中ノ「準耐火構造 J トハ施行規且IJ 第百二十

八僚ノ規定 7 受ケテ居ルモノト解 ス

D  第一環表命「ホ、其ノ他地方長官前各競ユ準ズ ト

認 ムルモノ J = - 該嘗スル構造左ノ如シ

包シ貨際上防火的効力 7 有セザルモノト認メタルト

キハ之ガ認定 7 取 泊、ス コトトシ夫レ迄試験的承認、ヲ

ナサ ン トスルモノ

イ、 厚 1 . 2 センチメートル以上ノ 不 燃 板 ( ヘキタ イ

人 アジア板ノ類) =- 厚 l センチメートル以上セ

メン トモル タル塗 ノモノ ( イ、ロ 、 =準ズ〕

ロ、セメントモルタル姑ノよ =- ) j l 1 lVi j ! トシ相笛 ノ

厚 7 有スルモノ

丹、マ グネ シ ヤ セ メ ン ト 、 =鋸 屑 7 混ジ木摺下地ニ

主主立 テ硬化セシメタル j享 2惣 以 上 ヲ 有 ス ル モ J

( 間前〕

第二続「ロ 其他地方長官前統= 準ズ ト認 ムルモノ j

z 該 笛 スルモノ下/ 如シ

窓、出入口ノ 扉 エシテ木造ニ係ルモノエアリテハ其

ノ屋外ノ ;木部見工掛リ 7 織板ニテ被覆シタノレモノ

F  第三盟主ノ「金属板 7 以テ 被覆シタ ル屋根」ユシテ

母屋上= 直接鍛 板 葺 トZ ノレカ・如キ構造ニアリテハ本

放 ノ遁用 ナキモ ノ トス

C  第三項 ノ「 同一敷地内= 於テ隣接見ノレ木法建物 J

中エ公共闘惣ノ公会叉ハ工場経管= 従属スノレ枇宅 ノ

如キ 長屋ノ、包合セザノレモノト解シ之等ノ、伊J レモ 別個

ノモノ トシテ切離シ慮理 ス ベ キモノトス

H  第三項ノ適用= 閥シ木造建物問ニ木造渡廊下 7 設

クル場 合ハ其 ノl廊下山濁 立 性 ノモノタラシメ寂合建

E  
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B 圃

ア包合セシムルヨ トハ防火よ支障ナシト 認、 メF ル特

別ノ場合ニ限ル モノ ト解ス

D  第四競ニ該蛍スルモノハ軽減、但シ擁壁、防火壁

防火絡塀等 ノ高ノ、建物ノ軒高 ト同等以上 7 有スル易

合= 限ル

E  第五盟主ノ「 防火上有効ナル袖墜 ノ:構造J

第四燦表中「イ」叉ハ「ロ J . = . 骸笛スルモ ノユ シテ

外壁ヨ リ軒イ出迄且ー尺以上突出 セシム ルコト

F  第五盟主= 該笛スル場合ユ於ケル「共ノ後方 ノ;建物

ノ部分J ノ制限ノ 軽減 叉ハ免除

ィ、第 1I智道路側ニ在リテノ、補壁 7 設ケ外壁面ガ建

築線ヨリ 2 尺 5 寸以上 6 尺以内後退 スル場合ノ、第

四保 ノ制限ア免除ス

ロ、第 1 ｾ皆裏側 ニ函エル 空地 ノ繭側 部］第四 古来 表中

「イ j 又ハ「ロ」ユ該笛 スル構造 = 係ル袖壁 = 準

ズル防:k J 白書草〈高 ハ裏側軒先以よ長 3 米以上トス

ルコト) ア 殻 クル場合ハ第四俊ノ制限 7 免除 ス

ノ、、 第 2 階ニ在 リテノ、納墜 ア設 クル場合ノ、第四像表

巾下段ノ1hi J 限 ニ経減シ第二鋭ノ制限 7 免除ス

G  第八銭中「桂j ノ:最小限= 付イテノ、 3 、 5 寸角ト

ユ但 シ木造 長屋ノ萎側外壁= 於ケ ルモ ノア 除ク

H  第九! I J i ニ 該' 1i i スルモノ概ネ次ノ虫日シ

高キ土獄、 銀 筋 コンクリート 造建物又ハ防火星主等ア

ル場合

〈三〉第七僚 ノ「準防火壁 」トノ、構造上柱 ト柱 トノ 問ニ

狭マレタル モノ ト認、 メラルルモ之レ= 依リ区劉セラレ

タノレ長屋ノ、細J!I J第十九僚ノ泡用= 闘シ各棟毎= 直釦l セ

ラレ !fl ルモノトセズ

総テ之レ 7 一線ト看・{ 故シ各校ノ中心線開ノ部分ノ、令第

十四俊ノ 適用 = 隙シ之 "J g包地 ト理:1"1故 サズ

( 固〉第七僚第一続中「厚 3 センチメートル以上 j ノ厚

111 3 4  

ノ、合計= テ支障ナシ .i! pチ厚 1. 3セ ンチメートル以上ノ

壁 ア表裏爾面= 主主 リタル太鼓 様 ノ壁種ト 景品 スモ 可

( 豆 〉第八僚中「関口 J .=.ハ窓及出入口 7 合ムモノト解

ス而シテ関口官官ノ 大 サノ、 2 平方 メート ル以内ニ制限エ

隣地堺界線ヨリl : 米未満ュ アノレ吹放 シ権法ノ モノハ外

壁構造トナス事

〈六〉第十一候

A  第二獄中「前統 ニ相1詰ス ル防護ノ施設7 ' : I t シ得ベ

キ空地」 トハ居室ノ床面積ノ ナ分 ノー以上ノ面積 7

有スル室 7 設ケ得ペキ 主主地エシテ其ノ: 最小有効稿員

ノ、 3 米 以上ト 翁スコ トト シ倫本盟主ノ空地 7 設クルモ

ノ = 在 リテハ笛;該配置を問 中ユ記入スルコ卜

B  第二項ノ規定ニ依ル許可ノ、原則ト シテ之 71誌サザ

ルコ ト

〈七〉第十三僚 ノ規定 = 依ル防護施設命令標準

外壁又ノ、屋根木造若ハ鍛造ノ建物又ハ建物ノ部分= シ

テド記各銃 lノーニ該笛 スノレ モノノ、第十一世権第一鋭叉ハ

第二由主ノ防護ノ; 施設ア震スペシ

一、公共図鐙 ノ公用ニ供 スルモノ 〈居室 7' i釘セザルモ

ノア 除ク〉

二、 感校〈工場附属背年事校 7'[険ク〉

三、患者収容施設20人以よ 7 有スル病院

問、床面積 300 平方米以上ノ停車 場、停留場叉ハ航空

機若ノ、汽船ノ 愛着場

五、床面積 600 平方米以上ノ卸賀市場

六、常時50人以上 ノ; 職エア 使用スルヱ場

七、 劇場、映讃館演義場、線物場、公合室生叉ノ、集合場

八、 ィ、住戸又ノ、住室ノ床面積ノ合計 150 平方米以よ

ノ共同住宅

口、 床面積 300 平方米以上ノ放館、主華街合ノ ;額

( 八 〉第四僚及第六僚乃至第十三僚

; 槍築 ノ;場合ニ ノ、

ィ、 其 ノI曾築= 依 リ既存建物ノ不遜法 ニナリタル部分

ニ限リ低存 建 物 = モ之 7 適用ス

ロ、 床面積ノ、全部合算 シF ルモノユヨリ 決定見ルモ防

護室等 ノ商積ノ、主 トシテ 増築部分 ノ床面積 7 基準 ト

ス

〈 九 〕第二 十 世襲ニ ｆｾｲ ｦｦ 目 ｉ 一 時ノ使用ニ供ス ル 建築物 」ト

ノ、，値メテ狭義ノモノ トス伊j ヘパ令第二十九倹 ノニ ノ建

築物ノ如キノ、之 7 包合 セズRnチ間保ニ依 リ建築許可 セ

ラノレペ キ仮設建築物= 在 日テ モヌド令 / ;歯周 7 受ケ1I l i/，I

品工場並同倉庫 ニ在 リテモ 原則 トシテ之亦本令ノ 適用

ア受クルモノトス



大 阪 の

叢 室

• d ・ A  

-

涼しさに四ツ橋を四つ渡りけり

時雨るるやしぐれぬ中の一心寺

宮

の句で親しまれる、浪華の俳人小西来山が元践の

頃隠栖して、晩年を過ごし? こと云ふ今宮の十高堂

は、市電車美須町停留所よ り西一丁ばかりの所を

更に南すること二丁、左側に支那料理来山主して

管業 して居る。

門を入る主右手に洋館、っき 謹Ｚ ｾ 9  Iこ主屋がある

が、古いのは、その奥の四帖、四帖字、二帖壷目

の三つの茶室及びそれに続いた十帖の書院、六帖

の次の間である 。

来 山は承ffis三年 、東区淡路町の柴種問屋ノj 、西家

の長男色して生れ、幼にして父を失ひ 、家業は弟

に委 して、 専ち俳譜に執心しTこ西山宗国に師事し

て壇林に入り、後自づから - a誌をなして 、数々の

名l吟を残してゐる。丁度芭蕉と同時代で、寧ろ芭

蕉より先行し仁左云ふべきである。

停えるところじよると、人形を愛して、 一生婆

らす・、又

¥お奉行の名さえ莞えす・年暮れぬ 来山

の何に崇られて 、大阪三郷梯ひとなり 、今宮に位

んTごこ e Iこなって居る 。遺愛の 人形も残ってゐる

が、 一生婆らす・は誤侮ら しく、後妻の墓もあ り、

叉その問に生れ ＿ こ子 ｩｾ を喜ん ｴＺＺ t，i J  

初聾 を? 鵠とも聞かめ松の花 来山

間もな〈その子が死んt:: ので 、1李春章子、初春 に

みまかりで、左前書して、

春の芸葬祭が ちがはねが恨めしい 来山

と云ょ、切々 の愛情を表は し? こ何がある。

三郷携の民疑も確かには判らぬが、元鵡13年、

来山41才の時 lこ別粧を営み 、十高堂と披し 61才で

ここに 隠栖し 亨保元年63才で此所に 淡 し? こ左 記録 。

lこある。

61才の還暦に積年の希望ぞ達 して、十蔦堂 に閑

居 しf二時、 「古暦 lこ還る春を誇き て」

花 の春命 ｾ杖や東向き 来 山

の何があり 、十寓堂は東向の座敷である。

来筆者は三陸住宅設計部長

の 十

岡 間

高

孝

ｾ・
主主

男‘

叉来山は母 lこ孝養をつ〈すこと厚〈、母を案じ

させまい篤に、近園へも放立もせす¥

幾秋かな< - きめかねつ母一入 来山

の吟があ る。

師宗国の死後は鬼賞とよく交友しに、鬼貫は来

山より 7 年の年若であるが、 首時の浪華俳人の双

壁であっTこ。来山の追悼に

文も見ぬ時雨降る夜ぞ定めなき 鬼貫

首時の今宮は

今・白' ぱ品どころなりつん lまなり 来山

の通り、大阪の郊外 iこあ Tこり、堺への街道に泊五、

fこ淋しい所であっ? こ。近 t にある天王寺の一心寺

t の閉じは人家もなく簸績きTごつにので、互 iこ銅

羅を打って、合闘をし合ひ、住き来して、茶を飲

んで居仁左云五、事で、今 iこその大銅羅が、十高堂

に保存しである。

一心寺 lこは徳川家康好み 主体へる三帖蓋自の席

が今なほ存し首時は来山と交友の厚かつ? こ備が居

?こも のと見える 。

時雨るるやしヤれぬ中の一心 寺 来 山

の自筆の軸が一心寺に俸は り、な iま来山の墓奇そ

の墓地内 iこ、湛々翁の墓と刻 しTこ色 のが二世ー来

及門葉の建てるところとしてある。

来山の残後、 三回忌集は門人阿波中西一棟の編

する 'ところ。

掃除する木の葉におもき扶哉 二世 ー来

眼のうち iこ殊教をつまぐる時雨哉 同母( 後妻)

等の伺があ り、 第十三回忌集「俳詣ナこっか弓」は

五流粛布門が遺弟共他 にj放を飛ばして成ちし色の

百泉の序、鬼貫の践があり。

一新の香煙千里行ケ時雨 百泉

なき人を費って幾多Tこっか弓 布門

友探す維摩やひ とり時雨月 鬼貫

等がある 。鬼買の 何に は前書 として「十高堂来山

一 生維庫 ｣ の薗像を愛 して、 是 ｬ こ双ぷ事ｾ常主す。

然も 髪か? こもよ〈 相似 て、花に笑ひ月 iこ院みて、

大和風流ぞうによ、世上 lこ共聾戸i し、 I 云 々J e書 い

3 5  111 



である。十七回忌集「俳』諮久母: 里」は、再びイb・門

の上梓するところ、

吹き渡る$ にうら曇る日影哉

枯草や昔十七乎向車

; 呼に降る時雨に染る秋かな

布門

鬼貫

今 宮 什 来

北時間つもりつもりで束ね綿 同 尼 貞 林

什来はー来の子即ち来山の孫 lこあ? こり、貞林は氷

山の後姿である。八十回忌集「時雨集J は今宮烏

掌が四世付山と 計b 編輯せ しも の、その序文は予k

山のIJ、俸とも見られ、正確であるから 共に記す 。

十 ｚ 高 金氷 山師は承 隊三年をもて浪撃のｾ也。父ノ ｪ 、西 道

重文芸誌が前川申1j 5. に困深きによ りて七歳の春たのみて香

隼俳諾等 の師とせり。申1 j 5 . 彼生のよろづにかし乙〈雅

オただにあらざればとて俳名高1 j 5 . と呼んで西山宗因の

直義にすすめ 、十八室長にして俳譜列者となる 。 佳作秀

吟悉〈世主の知る民主也。過ぎて来山主改名し老後堪々 翁

といへ P。師の先祖泉州堺に住めるを慕ひて正徳の始

今村に関居し. 1 I j るを、世の人今宮老人と掌敬す。其頃

賞品主悦山和倫、荒陵の東舎利寺にましますに多じ稗法

を問〈、来山の句に道機ありと貸し、銭に筆を染めて

十高金の額を賜ふ、今堂内にかかれり。門人石瑚家の

翼像を主主し給ん事 を願かといへども師かたく歯車ナ。繭

子ひたナら乞ふ ままにまかせ遂に木像をの乙 しぬ。 体

へて十高堂に爾然たり。かくて亨保元年申十月三日六

十三裁にして終給ふ。法名家無 と放す。雨時の高吟に

よってにや門人等坂松山一心寺に遺骨を納め湛キ翁と

しる せ り 。 - ;! 柱、‘ f十来、什山四世相綾きて香華おこた

ることなし。殊に安永の末什山十高堂を修造して昔を

しのぶ。去りに し歳八十年の正笛なれば、下流の俳土

時雨の雪量句を像前に供ふ。常に一波の俳風に限らず他

門といへども袋に至りて俳譜を 催し温調せり。その数

意むな しく J し上に坦れんも本意なければ、梓に鐙めひ

るむるになん。

寛政十年初 冬上院 1良筆 浴泉f扱烏掌議

代々此地に住侍れども 1聡耕作の中に人 となれば俳てふ

ものは更に知らざれども、家胞の門業に遊ぶの諸子其

八十回 忌正賞遁臓の数意を像前に手向け給ふに何と 言

はルすべは知らねど も

思ひよる中の i時前や薄化粧 今宮 十蔦堂四 itJ : 什山

十月 三 日鮮忌像前 に稽首ナ

八重察 のたつ歳月や遼時雨 鳥掌

しく・るる宇寺は省ーの鮫経 桑翁
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氷 山の俳句は安永七年( 予k山鹿後60年飴〉奈良の

門人によって踊まれに「いまみや草」及天明三年

四世: 什山が上梓しに「続いまみや卒」上下に詳し

い。前記の諸伺の外に

元旦やされば野川の水の音 来山

春風や堤ごしなる牛の盤
11 

白魚やきながら動〈水の魂

"  

三味錦も 小歌も のら十梅の花

"  

なしつてはむしつては捻 て春の草
11 

水踏んで草で足五、〈夏14'1'哉

"  

早乙女やLよごれぬものは歌ばかり
11 

秋立つやはじかみ漬もすみきって
11 

我寝?こを首上げて見る寒さ哉
11 

等の作があり 、型林の浮薄 よりぬきん出て、 一家

の俳風 を なし、員賞味と、自然性を表現して居

る。十七回忌集に背房が書い? こ来山の句作態度は

此問のことを日用こしである。

滋々翁戎自の雑談に言へるは、いつからやら人の句作

をきけば、今流行ものとて何事も有りの能にはせで一

句をかたわにして嬉 しが るは、俗ーも朕な事なり云々。

以って来山 の卓見 ｾ伺ふべきである。

きて氷山のこ主をあまり長〈 書 き過ぎて、議定

の紙撤をデ使って しまひ、 茶室のことを書〈紙教が

無くなってしまっ? こ 。筆者が多少俳句を好むのと

且つは 、来山の人となり 、及 その師弟愛の美しさ

に心打7これて、かくは長 と々 書 きつげ T二次第であ

るが、 一方、住宅はその佐tr 人の震の物であり、

佐ふ入あつての住宅であるから 、位」、 人のことを

よ〈知らなければ、その住宅は完全に理 解するこ

とは出来ないと云ふ筆者年必の主張に従って 、うむ

っ' ぅk山ずよく知られんことを望ん? ごからである。

建物を建物自身とし て訓ベ る在来の仕方 もよいで

あらう。せ いぜいその作者設計者を調べるのに浮

身をやっしに今迄のやり方よ り硯角をかえて 、生t

つ? こ人の方から 、十1:宅を理解する lこ努めることは

十高堂の如き 、特妹な建物で は、就中必要である

と信す・る。 ( アート頁第 4 頁参照)



ニ 枯蔓 自の席

茶室は三つあり . こ帖益自

の席が普通には来山の席と 云

はれ、十高堂に取材された劇

な どには、この室を摸してL

セット が組まれる。

隅床のある{ 也に 1911のない席

で、ｾ目切出品皇、中柱、ニＡｉｬＺ

棚は型の通りであるが、 床の

聞が4 ' 担分板の間で入 り込ん

でゐる のが珍ら しい。

天井は一部隼絵天井、 一部

主幹込で、則前径のよは菰天井

である。

第一闘の左端iの襖が茶道口

中央に中柱と 二重棚が見え、

右の方にある奥まった板の間

が隅床であり 、右端の襖は拘I

入 である。

第二闘にはニ! I ! : 棚が、 はっ

きり見える 。っき舘りの横長

の中主主窓 の 下 が 捌 り 口 で あ

る。燈はこのまZ漢には切って

な いが、 中粧の右下へ切られ

る。

なほ 篤良には見えないが、

方手の墜には下地窓が二つあ

る。ここは給仕口のつくべ き

所 であ るから恐らく後に料創

屋に遁する様、改感されたも

のと思はれる 。そのft かこの

隻へ入ると妙に窮屈な感じ が

して、常には使はれず、 テー

プル等の i置き 場になって居る

が、 もとの通りとの側に給仕

口 を 作 れ ば 茶 事 に も 使 へ る

し、 又*1裂を運ぶのにも便利

であり、 今の窮服感がなくな

るであらう 。

第 1 圃

第 2 圏
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拘

兎

圃

来山の像

いまみ や高):r.')r 総

十嵐堂書院

書院は十 帖でそれ に六帖の次問が つき 、 来 山

の像や 十Z高堂の額、一心 寺 との合闘に使っ た大

銅羅が飾つである 。右 手の縁側 か ら認め ば、 今

は人家が主主ちつまってゐるが、そ の笛時は量買っ

づきに天主寺の一 心寺が 見られた こと で あ ら

う。

時前るる 1"し ぐ れ ぬ 中 の 一 心 寺 茶山

の名吟のあ る所謂 である 。

琵琶床のついた書院で、笛時の民家 とし ては

伺笛に手の込んだもの II あり。来山が居室と し

て使った家である 。 今は大勢の場合、 此 室 で 支

那料理を 出 してくれる。

1 1 1 2  



女人形

来山は女人形を愛 して一生婆

らなかったと誤り縛へられた。

2之さ

キ fにつ

tR7AF 

寸 ノヘ ヘ

称 ・ ，ＮＮｾ

j  ｾ乙

、
f

r

h

-

営

企

物

宇

へ

副
市

これは戯 女 Ｚ女人 形ｾ ｣Ｎがわざはひ

したものら しい。伊高塁傍の白

地に花模様彩色の禰砲 をきた委

であ る、親I戚の八尾町の西尾家

に所蔵されて居たが今は入手に

ある由。

四帖の升床の席、 四帖. ! f の利休好潟の席、

二帖1l 目の隅床の席 の三つが主な茶室で、 そ

れに十帖の十Z高堂 と六帖の次聞が綴き 、笛H寺

の別荘建築の形式を 知 る の に 虫干し、資料であ

る。
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四帖ヨドの席

利休好み の四帖4 ' を踏襲し た定;百通 りの! 市であるが、

改惑の手が加はって居な いので最も 気持 の よ い寧であ

る。

喝 目 床が東商 し て 、 北 陸の方には中主ｊＮ｛ｦｦｩｩＺ と ｊｾ 人口があ

り、南の方の廊下 との問に、茶道口 と、世治幸の出来る

下 地窓がある。此あた りは裏千家の又隠の席と 同手法で

ある。

この他に四帖の席は升床のついた重量化 におむ宅である

が、天井に不調和な ととろがあ れ これも後に改悪され

たもの と思ふ。

-・ー...・ ・・・・・..・-・ . .. . . . . ・・・ ・. . . .... 白ーー・ ・ーー ... 一一 一一一一 一 一一
一 一ーー，ーーー一一一ー ー一 守ーー .. ー・.ー・ ー・. ーーー一一 一一一一一一 一 一一

さて十高金の普段及室主専の現存のものがよ長 して、記録の

湿り元雨量十三年に来山の建て たも のであるか否か? こ れ に

針 しては、今 のととろ fiiJ 等の資料も持合さ ぬが、 ただ前主s

の四位什山 が烏 'lf; と共に編んだ八十閲忌集 fr時雨集」の序

文 に

安永の末、什山、十蔵盆を修造 して背を しのぶ云 4

とあるか ら、或は四世什 ill の時に大修理増築 したものが、

現存するのかも知れない。安永は天明の前の年競で今から

すると 167年前である。

因に茶 山の放後は、- ?柱、什束、什 Ij l停 と八1止ま で段家

とし て緩いたが、 明 治十年頃屋放を入手に渡したもので、

'i."i f-¥，'; はた しか十 t止の筈である 。 十高堂も 明治以後一時は数

寄者の住 ひとなった が、後に俳優の倶鋭部の様なものにな

り、現在は、支那料理屋「来 11リと して生き永らえて居る

111 4  

一一一一一宇一 一一...・... . .・・. . . . . . . .. ... . ・-・ ・.・ ー・・・.. . . . .

有様 である。

なほ 来 11I と側係 したものの所在地を記せば

時前るるやの句抑… … 天王寺一心寺邸内休憩所の前にある

伝 f しさにのも1神・…・…四ツ橋田宇にある。

来 山の主主 天王寺一心寺墓地にあり湛々翁墓 と

主主ｾ

来山央Mの裳

菩提寺

言Eしである。

一心寺に時雨るる やの柏、遺族の見/ ; -

にも同 じ軸があ り木原芸誌に/J、界風一

双( 来山の規制 100 枚目占〉及色紙貼

のB手風一双がある。

今宮の海泉寺にある

四ツ橋の西南の最勝寺

本交差草するにあたり島遭索石氏の調査によった所が多

大である附記して感謝する次第てある。



ポ ー ラ ン ド の 工 場 は 如 何 に 爆 撃 3 れたか;

北 島 正 フじ

前 書

本稿は去る 1月14日、古河電気工業株式曾社日光電気精鋸所第233回謹

書曾に於て蹴諜稜表せられたる要項iこして、簡草なりとは云へ、現時

非常時局の盆々深刻化せんとしつ L あるに際し 、殊に吾々建築家に取

ては看過し得ざt 記録なリと信じ 、特に筆者の許可を得て設に縛載せ

んとするものなり 。 (北}II 正捕〉

WaTsaw の Skoda 工場の R ogalski 技 師 及 Dziewonski 技師の誠演記録であるカ; 2 技 師

は次の如 〈同頭に述べてゐる

「この事責は空中戦に閲する原則や、結論を興へるものではな いが 、空襲を受げ に韓 験

である」

( 1 ) 波蘭の飛行機工場 更に高射砲の教や 口径を婚しでも敵の損害を

( ア〉複健工場 大 ならしむる 事 は出来ても完全に工場ーが爆 撃

工 場 名 所 在 製 作 機 強

岡管 P . z. L.  Warsaw. Mielec 爆撃機

L ubelska  L ublin 連絡機

P . W.  s.  &al.. Podl aska  線復機

R . W. D .  Warsaw 練習機、放客機

Ｈ イ雪量働機工ｾ Ｉ

工 場 名 製 作 機 種

関苦手 P. Z.L.

ｂ ｲ ｩ ｾｴｯ ｬ＠ Pegasus  ( 英〉

Warsaw 

、 Mercury ( 笑〕

( 第 l 工場〉

Mors  F oka  

Hamilt on  定迷プロペラ

， 

do 1938年増設 Bri stol 系ノミ

( 第 2 工場〕

Rz田 ZOw

製作

Avia  Warsaw Gnome  et  Rhon (偽〉

ポ戸ランドの議瞳及費動機工場の設備及工作

方法は梢々奮式で漸次に新様式 lこ移ら んとし

てゐ ?こ。

工員も短期の速成教育をしっ、あっ ? こ所に鞍

争 力Z勃護して了つ? こ。各工場には 口符 20粍 、

Ｔ Ｐ 粍又は ＷＵ ｬ モの高 射砲 を Ｒｾ Ｔ 門 犀 上に 据 付 げ

にこ の兵器は軍の指 導を受げに工場従業員が

射手とな勺てゐる。

この伎の防備で は接備と火力の離で不克分で

あ る。

* 筆者は古前日光電気精鋼所荻節 主 臨 2:;::i;z i認: ;:23

されるのを防ヤ事は出来な いと 云 i 、事 が解 つ

Tこ。20粍高射砲は全然飛行機迄弾力Z とどかな

い事 も解つ 7こ。工場員の肖射砲の操何: は うま

くなか っ?こ。 これに必要な訓練 と粧験のあ る

工場員は戦争の勃護 と共に職場の高射砲の射

手となって了つに。

工場の周囲に防空壕を作つ? こが之も従業員全

世 の保護 の 役には立?こなかっ ?こ。

( 2 ) 爆撃下の工場

ワルゾ 戸の機器工場と護動機工場は陸軍飛行場

の東と西にあ る。

9 月 l s 午 前 7 時30分ドイツ偵察機と爆撃機

11 11  

とが襲来 し?こ

午后4時30分機髄工場岡管 P . Z . L .

爆 繋 さ る ( 3護〉

l 抑は酒保に 、 l 弾は設計宝に 、1開

は定地に孫ち? こ

9 月 2 日 この日は爆撃は無かつ? こカ: 従業員の

川勤苓は60% で仕事 は杢 〈無秩序に

なって了つ? こ

耳rr 111 

( ア ) 9 月 ! 日に 掛泊や篭事のレ { ル

が完全にやら れfこ

( イ〉従業員の佐宅地?こ るワルゾ 戸郊

外がやられ?こ
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9 月 3 日 正 午に爆撃さる ( 9)

内3殻は p . Z . L .機韓工場の主なる

部分に命中 しに。残つ1 : : 機賊は町工

場 t二分散設置し?こ。午后になり英伸

の宣戟布告後のドイツの爆撃振 りは

物凄〈陸軍飛行場、滑走路、絡納庫

停車場を完屑無き迄に? こ〉きつり ?こ

9 月 4 日 P.Z. L. 機韓工場の残ってゐる部分か

ら始めて ワルソ ーに ある機韓工場は

全 部 賓 質 的 に 烏 有 に 蹄 し て 了 つ?こ

P. Z.L. 護動機工場は午后5時30分 迄

仕事を b てゐ ?こ。そこへ始めて 25華

の St uka ( das St urz  Kampf f l ug  Zeuge 

念降下爆撃機〉が来て 4 裂の大型爆

弾で治具、工具の倉庫と工作機械工

携を吹き飛ばして了ひ無数の小型l爆

開で従業員の生命を奪つ?こ

未Tごタ閣の辿らぬうちに完全に今後

の生産が ｉＫｾ 来なくなって了つ＿こ

従業員 は皆恐ろ しい もの?ごと思って

防空壕の中でじいっとして、ゐ?こ

9 月 5 日 からは空襲警報の度毎1こ人員の撤去

と混乱する時間の震に能率が悪いの，

で全部夜間 10時間操業に鑓へ? こ。然

し之も 主主聞の爆霊祭でよく寝なれない

のと燈下管11ilJ 下の仕事で能率が全〈

J -: らなかっ? こ。

9 月 6 日 Rzeszow 工場には軍司令部から 設備

や機減をぶち壊して従業員は逃 げて

しまへと 云ふ命令が下つ? こ。

9 月22日 滴ソ問にポ { ランド分割協定成立す

( 3 ) 空 中 戦

関別 機 種 機 名 参加機数 t良書

戦 闘 機 P.l. L. P  7  

2  240 
ポ

"" "" 
p 、11 〉

;f- ーラ

フ

爆 撃 機
会

Los  100 
ント 空

ン
経 爆 機 4与 Kara. 180 

ド
軍会滅

偵 察 機 R. w.o.  Czapla  60 

職 問 機 Messer  schmi tt Me  109 1) 

"" "" ｾｾ ･＠ ｾ＠ ｾ＠ ｾ＠ 15 

Heinkel 
w. 中駿

ド

4与 He  112  1) 

m 3 8  

イ

ツ

爆 撃 機 Junkers  Ju 52 ) 約

に よ り

"" "" 
Ju 86 

)  2000  

250 機

"" 

Heinkeト He  111 1) 

DornieJ  0 0  17  12 

高射砲

"" 〉
により

4会 4会 0 0 215  1) 

〉
200 機

念 降 F Junkers Ju 87  B  I! 

〉

爆撃機 Henschel Hs 123 15 

Henschel  

〉

偵 察 機

Hs 126 1) 

F iψ ler  Storch  
〉

ドイツの作戦は飛行場及離着陸壌を開戦と同

時に爆撃 し? こ。共に;絡納庫次に飛行機工場 、

次に停車場、レ 戸J レ、道路と いつに順序であ

る普通ポ ーランドの 9 月は雨期であるがよく

はれてゐ? こ震に爆撃照準がよい偵袋機が先に

来て共に爆撃機が来る。爆撃が終る と偵察機

が来て一 々お民を撮って行〈と 云五、やり方で

ある。

戦闘機は極めて古〈 比較にならないがよく喰

ひ 付 いて離れすもに載っ＿こ Ｑｾ に 澗 乙 の 爆撃機 は

相官やられてゐる 。

P.Z .L. L os爆撃機等は飛ばすべこ地上のドイツ袋

甲車除 主鞍つに。それは搭載機関砲の射程が

装 rp車の備砲のより長い詩に 1800m- 2000m 

の距離から戦車群を打ってゐ?こ。

P. z. L.  Karas はスピ ー ドが遅 いので随分焼さ

れてゐる。

( 4) 感 想

( ア〉治兵工兵 ! こより仕事を してゐる 工場は

その一部で も破壊されると仕事が出来なくな

る。放に燥撃に耐 える棋な撤階建の工場 とな

しその地下で仕事を しなければな久ぬ。之円

建築費の嵩む事であるが、 そ うするよ り仕方

カ; 1，正 い。

( イ〉大工場は集中主義を腔 し分散主義者? 採

り部品 、 組立品等主ノ ｪ 、さい ｾｩ 位に分りて 出 ｪ ｬ れ

? こ所に工場を建てそ の中一つが彼壊されでも

金曜の生産力Z止らな い様に各所で 2 重に作業

する様にすべ きである。

〈ウ) 工場の周園屋上 tこいくら 尚射砲をつけ

ても敵機の空襲を受りな いわり lこは行かぬ。

敵機を充分速 くで喰ひ止め る事が絶封に必要

である。

( エ〉ドイツの空襲は如何に電撃戦 ( der

Bri tzkr ieg) であっ? こ事よ。



紫 畑 室

G語与〉

『琉
璃 塔J

率 者 と 随 筆

教職にあって、 明けても暮れても

研究に波頭し、時間の足りない筈の

人が、のん気な随筆や評論めいたも

のを番告、倫それをまとめて刊行し

たりする事は怪しから事である 、と

いふような意味を、本誌の昨年 9 月

続に中筋廊芳氏が 『陵 屋;恨筑後感 』

なる一文中に述べたと記憶する。こ

う し た考へ方も世間には相官 ｾｩ 流布し

てゐるとみえて、 『琉耳帯感』の著者

は、 その序言中に、 『元来建築皐者

として教職にある著者がこう した随

筆を香 〈事は叱られる事かも知れな

い』とととわってゐる。乙れは定に

良心的な態度で、何人もこれ程己の

行震に封して反省的ではあり得ない

であらう。こう した云ひわけを開く

と、 失献な云ひ方で はあるが、 気の

議になってむ しろいじらしい焦がす

る。そ乙で中筋氏の設を少 し補っ て

お〈必要を感ずる。中筋氏の云ふ意

味は、愚者が随筆を脊〈事に文句が

あるとい」トのではなく、随筆に浮身

をやっして、 患 者 とし ての本分をお

ろそかにするような事があってはな

らないと u、ふのである。事者として

研究もまとめ、教育者と して の責任

も果し、倫且つ随筆言平論をものする

事 に は 誰 しも 異 議 の あ ろ う 筈 は な

い。否、教育家 としては、乙うした

ものを書いて既に祉舎で働 く自 分の

ミジ

- - - . . . / ー¥

ｾぎ 三 呈 ｙ

ｾ＠

詮 議

佐 藤 信

敬子遼に遁数育を施 し、 併せて枇舎

を指導 しよ うとする態度は貨讃され

て然るべきである。 ζ の 『琉璃構』

の著者の如〈 、オ重圧を持ち、思想も

ゆたかな、博識の接者の随筆が1吐人

を金する事は少〈ないのであるから

『時折は筆のずさぴは言干 して磯・きた

い』等 と遠慮せずに今後共大いに脅

かれるよう希望しておく。

叉エヂソンは許諭を脅かなかった

とか、野口 英 IJt は随筆を香かなかっ

たとか、 つまらぬ例をひいて、感 者

の随筆癖を戒めようとするものがあ

る。感者と云ふと研究にとりつかれ

た虫のように文字通り腐食を忘れな

ければいけないと思ってゐる人達が

一部にある事はどうかと思ふ。一口

に療者と云っても、手紙一つ満足に

議; けないのもあれば、思 ひのま L に

文宣言を作る事の出来るのもゐる 。草書

術科摩の部門には特に作文口演のJ出

い人が多い中に、我が建築壌界の有

する率者は指ij ひも指j てコて大築家であ

る ｾ ｊＮ は 、 むしろ幸 ｩ 雨 と云ふべき であ

って、もし我が建築界に気分の統ー

といふべきものでもあれば、それは

?を 〈こ の随筆障のもたら した効果で

ある と云へょう 。皐者は安心 して 随

筆を番かれたい。

読 者 と 随 筆

修 者 と随筆に就いて世人のきびし

い践列が下 されるに反 し、 讃者と随

鎮の閥係に就いては案外放任されて

ゐる。今我々建築家で1 i f i容に首って

ゐる人主主と皐問との陶係に就い て考

へてみると、

l. 裂も夜も 働き休養の時間少〈

勉強する暇のない人達。

2  経は働 くが夜は時間を都合 し

て勉強する人達。

3.  ＺＧｩ駐は ｾｊ き夜は何もしない人

主主。無ｾ に時 間を重 量したり、

遊んだ り、 或は趣味娯楽に波

頭する 人達。

大積この3種類になる 。そして ζ の

第 3 演の不勉強な入主主が最も多数な

のである。畢生時代は殺もよ 〈勉 強

するのに卒業して枇舎に出ると 、 も

う何も しな い、設働くだけでも無論

皐識も増 し、 技 術 も 向 上 ず る け ど

も、更に夜間を利用 して、感萎技術

の鍛錬を岡る人は到って! j ? v、。 さて

その僅かではあるが勉強 したい人主主

( 第 2 項〉はどう して勉強するか ，と

云ふに 、青少年なら通ふべき事校は

あるけれども 、成人教育・の機関がな

い。勉強の方法はた Y 書籍にたよ り

得るのみである。 この最も. 徹すべ

き人還に、然し、今日如何なる櫨築

の書が奥へられてゐるか ? 勉 強 し

たいにも本がない! 智i l I l I : 欲に燃え '

る人主主に向って時折り投げ奥へら れ

るものは、 ここにみる 『流 璃 峡』 の

類である。 ｾ 流璃 ｉ 苔 』 が良い本であ

るかどうか、論議の告聖地もあら ばこ

そ忽ち資り切れになる稜の凄い捌け

方である。 人身はむさぼり讃む。肩

のこら ないこの随筆集がか与る事情

のも とに翻迎 され、そ の1J i 易 な内谷

は、働く人 の勝主里に潜在する安易主
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想文で片付けらるべき ものでな 〈、

本 格 的 に 研 究 さ れ 、 本 欄 に論じら 5里

れねばならぬ もの ばかりである 。患

者建が感想を主& べた り随筆を書いた

りばかり して ゐる結果はとうした情

ない妖態に 現はれる。と れは2置に我

が建築感界の大き な怠慢と云ばねば

ならな u、。か〈して我が建築界が一

向に向上しない責任の一宇は建築筆

者各位に負って貨はねばならない事

義 K 迎合 し、本来ならば理解の国難

な本嘗の事問の番にでも立ち向っ て

ゆける程の人々の殺害カを随筆程度

に落 して終ふ。随筆集が 出る毎にこ

れ を讃み更ける人主主をみて、我々は

感概なきを得ない。何故もっとしっ

か りし た書籍について事ばないのか

と情な 〈思ふ。そ して、製 ぽ うにも

然るべき書籍が無い事κ 焦がつくと

暗然と して 云ふべき言葉に主主ふ。

『琉JOit書』 の中に扱はれて b る津山

の主題を眺めて考へられる事は、こ

れ等の 問題は其ーワ一つに l 人の耳鼻

者がとっくんでいっても倫力足りな

い程の重大な問題 ばかりだといふ事

である。とれらの多 〈の問題を持ち

ながら 、 日本の患者遣はこれらをた

だの随筆 の 積 としてし か扱 ひ得ない

のではないか。 これ等の問題に本腰

入れて研究した話を聞 いたか。これ

等の問題を本格的に量おじた評議が出

たか。これ等の問題を{ 子細に解読し

た報告があったか。 r流璃培』に著

者が力説する、建築と風土の問底、

建築廃史と建築地理の問題、建築物

保存の問題、 等々々何れも翠なる感

になる。

穫 後 感

仕末書( 238頁 ) { 欽際、(57頁 ) 1専干fI}

( 258頁 〉等 の 一 寸 我 々 の 使 ひ慣れ

ない文字が、 古賀み下 してゆく中に 限

にとま り、 今日では何れの書にも 珍

らし〈ない皇室 りがなの誤 りや、など

とな ぞのf乱用や、 そういふどうでも

よい疫が策にはなったが、流るるが

虫日告 美 しい章句は告Ic 石は建築界随 一

111 4 0  

の文書在家の著番である ことを思はせ

る。 叉、著者の博識と差是か な経験は

敬服の到り で、よ〈 も l 人 で こんな

津 山の事 を知って居ら れるも のだ と

感心も し、乙れだけ の智識を以って

自由に思惟する事の出来る著者をう

らやま し〈 思った。ょ っぽど巧みな

時間の使ひまわ しと 無駄の ない生活

が若い著者にこれだけのものを奥へ

たのであらう。我々の挨まみれの生

活では及びもつかぬ事である。

然し、無遠慮にいって、金健にわ

たり籾か思惟が浅いように恩はれる

ことは惜 しい。( 乙の重大な言葉に

封する責任は見Ij 稿を以って明かにす

る〉。貨に多彩な内容ではあるが、

どうも深い思惟を飲いてゐるように

思はれる。たとへば、序言に於いて

著者が特設してゐる建築と風土a 惑

にしても 、 いざ その頃になるとただ

湿 りーペんな 風土なる 文 字 が 瀕 出

し、暑さ寒さや山や川の事等が建築

にからまって記されてゐるに i&l ぎな

い。放行家の随筆や、貸業家の感想

ならばとれで結構であるが、我々の

養

狸 寝 入 れ と い ふ こ と ほ ほ 誰 も 知

ってゐるが、狸養生なんてことばは

設も初耳だらう。とれはきっと狸が

胸でも患って入院することか戎ひは

人聞が養 生 してゐるら し〈み せかけ

て蔭でとっそり酒でも呑んでゐ るこ

とだらう 、な どと牒il¥IJ きれないうち

に、とのことばの出所を明かにして

お乙う。さる片岡会に ‘ 丘二や池や磁

を取りこんだ! 爽い敷地に数棟、の小舎

を建てたー檎へがある。そのノj、舎に

は狸が津 山飼ってあって、板堺には

大きく 『狸去を生』 と書いである。 ζ

の家の主は狸を養成してその皮でー

儲けする皮算用なのであるが、語り

管敬する皐者としての著者が患者の

随筆 と銘打つたもの としては甚だ物

足りなさを感じさせる。

t " 筆はえて してよ〈すべり、は て

は濁りで馳け出すものだ。オ筆の馬

は思惟の主人を乗せて走 る。しかる

にあまりよ〈馳けるオ筆の馬は主人

を振り落してゐる事も 気付かずに、

勝手に馳けづ り廻る。 思惟の乗りお

くれたオ筆は飾豊かな形骸の文章を

綴るにすぎない。そういふ燥がとの

番を通じて見られるように恩ふ。

掘りの怒るい銃身から出る殉丸は

あたるもあたらぬもない賑やかな一昔

のこけおど しばか りである r 乙んな

轡は 『琉璃繕』の著者の矯めではな

い。 r琉璃塔』は掘りのよい機関銃

の掬丸の徐によくあたる。全部が命

中弾である 。 た だ、そ の揮JL; が力弱

いと云ふのみである。

『住宅徒然草』は草寺欧趣味で我キ

の 最 も 絞 習 す る と こ ろ の 一 文 で あ

る。 ( 16. 1.29)

生

I
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がかりの人々は、ほほうこんなとこ

ろに狸のサナ トリウムが出来たのか

と小首をか しげてiAる。これは楚に

とるにも足らぬ女字の誤にすぎない

が、相手が狸であるだけに、と ぼけ

てゐてなんとな 〈ユーモ ラスだ。菜

の花の頃月光を浴びての散歩に、乙

の狸養生とすみ累々と大書 した板堺

に出 〈わすと、閣の中に群居する後

化 の親方惑のひょうきんな様子が偲

ばれて、詩の中を歩いてゐるような

感じにひたされる。

狸は生れおちると 、よ い毛皮を牢IJ

ぎ とられる運命のもと に、うまい併

を喰はされる 。大き くなって愈々た



たき殺される までは 、 月の出る毎に けで身慢の異般を祭 し、 不安気な表 務を以って奏術 の民随に徹す るた め

額放たたいて浮かれたり、たまには 情は最も瞥察官の限につきやすい。 に『見放〈カ』を持たねばならない。

小娠に化けてのろま男の績面をひっ 異性に絢れた経験の多い人は室置をみ すべての君事術はかかる ｾｪ ま Ｒ 主 に供 へて

は. たいたりしてゐればよいのだから ただけ- c : その奥底まで見抜いてしま 表現の面を供へてゐるのである。 し

人間に絞べてなかなかぜいた〈な生 」ト。顔は その人の歴史であると共に かも表現商と l面下との関係は その作

活をしてゐるわけで、 t止の荒波にも 心身の完全 な表現慰( 表情〉でもあ 品の気設となって、そ れ自身の位置

まれてやっと生きてゐる我々からみ る。 ζ りとうな人間共は浅はかにも を持定する。

ればここの狸主主は非常に幸穏な生活 F

狸の民似をしてその腹の中の秘密を 乙の筆者の設を強調するために次

を幾 しんでゐることになる o してみ 表情に現はすまい とナるけれども、 のこつの交を車事載 しておこう。

るとここは狸がほんとうに発生 をす 自然の造った人間の構造がゆるきてk W7l ' c はか〈れてしかも草木を養つ

.  .  .  
るところなのかも知れない。さてこ い。悲しみも悠しさも表情( 表現〉か てゐる。山の形は 山を覆ふ草木も之

の狸共のサナトリウム行震に対臨す ら主格拭する ζ とは出来ない。表情は を覆ふ乙とは出来ない。全盛を貫 く

る如く、人間も授 fとの術が巧みにな 紹封的なものである。充分信顔 して 持皇賞は、か〈れてゐて、却って その

り、少しづっ狸の領分を犯か しつつ よい。 形を示すのである。日本は支那の 文

あることを 、狸 共 よ 知 ら な い だ ら 化を多量に移入 し、 時には之に覆ひ

う。本来人聞は j感情や希望を率直に
我キは建築形式をみる場合に於い づくされた程の感もあった。 それは

表現すべきものであったが、 f可の故
ても、同じく、その表現商に絶望すの 今日日本が西洋の文化 に夜ひづ くさ

か近来では、そういふ心の中のこと 信績をお〈乙とが出来ると考へる。 れてゐるかの感がある と 同 ー で あ

をそのまま 表情に現はさない傾向が 問題は自然の遣った人聞の心身の如 るｾ ( 金原省吾氏著『東亜の表徴』

E容はになって来た。これは婁努哀調堅 〈、表現面と表現面下との閥係が正
72頁〉

を商に表はさずなどいふ修業をつみ 確であるか否かにある。表現面下 の 『また我が彫刻史を按ずるに その

すぎたせいかも知れないが、どうも 良質に対する表現商の封聴が不充分 原始彫刻 とL て域輸がある。遺存ナ

.  .  .  .  
入 閣 は い ん け ん に な り す ぎ た よ う であれば、我々は表現商からその面 るとれら埴輸を仔細に観察すれ ば、

だ。そしらぬ額をしてゐて腹に大き 下のm置をのぞくととは出来ない。 それぞれ顔貌、姿態に特長あ ってそ

なたくらみがあったり、 ，親日外人が この表現函 F の民1置と表現商との の宵像と恩はれ、乙れらを構成 して

スパイであったり、ジーキル博士が 封騒が完全であれば、我々は我々 の ゐる造型意識が翠純蕪雑なる直線 と

ノ、イド氏であてコたり、 た り、たりす 建築的繁華主の充分さを4条件と して、 曲線と商の園筒形なる構成であ り、

るから油断がならぬ。こんな美しい 表現面に討する規の力によ り一切を これらより放っ情趣風委は優 し〈 清

婦が親切にしてくれるのはどうも不 理解する! J I の可能 を云ひきることが らかに温か〈愛ら し〈 和やかに 明 る

思議だと思ったら大きな尻尾が生へ 出来る。 〈してー駄の陰惨なる影を見る こと

てゐたといふ風に、狸はその化けの 乙乙に v' l、建築的索後とは『見放 が出来ない。ー… これらの地輸 を見

• 
皮をはがれるものと思はれてゐるが く力 』 である 。建築形成に必要 なる る時に、私は直に推古時代の最も代

本蛍は狸は何に化けても限だけが狸 『見抜〈力 J は、一切の皐問や技術 表的なる神品、 中宮寺の如意輪観音

の限そのままなのでみやぶられると の{ 彦練にかかってゐる。我々自身の 木像が自に浮んで来る。あの事現普の

いはれる。お前はこうい」ト ζ とをた 練磨である o i ! 普きあげた我々 の 『見 御委がも っ徳性は全〈埴輸のも ワ風

.  .  .  

くらんでゐるのだらうと腹の中をみ 放 く力 は、即ち多 《の場合に なされ 絡に符節を合したるがどと 〈一 貫 し

.  .  .  .  .  .  . ・・・

すかされたり 、君はこれが欲 しいの た練婚の蓄積された 力の形で個々の て底を流るる心の脈絡を見るのであ

だらうと図星をさされたりするのは 場合に働 くのであ らう 。建築に接 し る ｾ ( 佐藤荷量産氏 『地輸の情操』 朝

限や量買に その罪事がさし てゐるからで て、一々解古IJ 的研究を要する如きは 日新聞2月8 日〉

ある。限は心の忽といひ、富買は心身 練磨された建築家には考へられない 乙の東洋美術の者宿が 『草木も覆

の鏡といふ。身憾のすべて、心情の ことである。給脅をみてその絵具宇 ひ得ぬ山の形』 と述べ、和策済麻呂

一切は、必ず要約されて顔面に表現 第致を調べ、建築をみてその材料、 公像の作者が『一貫 して底を流るる

される 。何よ り屯 紳絞質な股が心の 構造 、 技術を云々する 如 きは 、重ｾＱＱｬ ￬ｪ 心の脈絡』と語るところのものは何

苦 しみを告げ、廃は全身の血の動き 鑑賞上 第一義的の事では ない。最も か。 これ全〈 、表現商と商 F の良質

を即座に誇り 、総惑の情は居間i に鍛 大切なと とは、競て、主主ひは聴いて との封艇の絶封、重E術に於ける気韻

をつくり 、喜びは雨頬をほころばせ すべてを感づることである。あらゆ の存在を指摘せるに外ならない。

壱ベ熟練な留者は患者の顔をみただ る謀術のま監貸家は巳を養ひ巳の視や ζ うして褒術の表現を絶主すな りと
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し、 表現の商上面下の関係をその作 表 現する。即 ち特定の一つの閤形を きそれには如何なる異質があるので

品に於' ける 気韻 として認め、古監貨の 表現するために、それだけに役立つ あら うか。

兎里占をことにおいといふ筆者の設 輪廓が存在 し、 輪廓はその内に包む 我々は一 つの生活をみる。生活す

とは反対に 、建築形成の考察に技術 とと ろのものを空聞に限定するこ と る家族をみる。 その家族の中に は我

を重 j視 す ? しと 設 〈人に藤島亥治郎 によって、外に封して表現する。そ 々自身を合む場合もあ p 、第三者 と

氏がある。氏の近著 『琉寝培』の関 乙に図形卒商に主すする輪廓としての して眺める場合もある。その規 K 於

谷第ーの評論 『建築婆術の技術的考 図形が重大な意味を持つ ζ とが考へ いて、我々はその生活の 色 々の事を

察』 がそれである。その慨略を記す られる。プムマリをみる。その球形 綴 察 し、 色今のととを知ることが出

と、 はその中にある空気の容積や密度を 来る。遂にはこの生活のょに我キの

先づ建築は『人類の生活を包括せ 表現 し、そ の内容の性能性質を表現 意慾が動いて来る。木の2まや魚をと

んために空間を限定した工作物』で する。強力は外設の形や色に表現 さ
ヲて来て喰べさせたく恩ひ、ｾひは

ある との定義を奥へ、 その空間の限 れる。卵をみる。その卵形は内包す 共に清らかな 71 < を汲みたい と思ふ。

定にも 2種類あるととを設き、傍ら るところの中味を表現し、その性質
或 ひは布を奥へ たく思ひ或ひは共に

建築 と彫刻の差違にも燭れ、建築に をも表現する。落せばわれ Q 乙とは 蹄らんと欲する。叉或ひは共に居た

於ける技術の位置の重要なることを その表面に表現されてゐる 。 然 しこ 〈恩ひ、共 K 日を浴び共に蔭を求め

人傑論を以って評設 し、 建築の形成 こにいふ表現は、ゴムマリを 先lっ て カを合せて風を防ぎ、共に無事なら

は美術家的なる表面諭によらず技術 ゐる者、卵を 知ってゐる者にますして んととを顧ふ。更に叉火を燃' ¥' > す場

を中心とし て技術家ら しく 論ずべき の み 充 分 な 表 現 で あ り 得 る の で あ 所 '¥'>7}く浴びする 場所を溢ヲてやりた

である。 る。との知ってゐることはそのもの 〈思ふ。この数々の思ふ乙 と、 色 h

と、 いふのである。
に封する一般的なる理解であり素養 の希求願望はNnち生活完成への意志

‘ 建 築rclj ちける技術の重要なるは無
である。寸分ぬからぬ形成が人間の であって、 自然が人聞に附奥したと

論のことであるが、藤島氏の主意は
智的索援を遁しての約束を踏んで転 乙ろ の本能である。乙の意志が住居

建 築批舛は外観ゃ: 意匠女様によらず された場合、表現は完全に表現面 F の建築となるのである。 1実質をする

材料や構造や技術による ととが省 然 の良質をも諮り得るものである。か 人主主のために希求されて造り出され

である といふにあり 、且つ設惑の節 かる窓味合から建築の併視なるもの た市場の建築、舎前士組織のために事

々に了得しが たき裁もあるので以下 は、 その材料、構造、技術及びその 務所の建築、乗降のために廃舎の建

その批鈎を試み、 筆者の意見をも併
前土合的存在理由の性格までもひっ〈 築の類はすべてとれ向ーの理念に基

せ主主べたいと思ふ。 るめて表現するものであるといふこ いて解穣さるべきものである。乙乙

先 づ、空間限定問題であるが、建 とが出来る。建築の本質と外板、 内
κ 建築玉置生の必然と良賞がみられる

築が空間にその容積だけ占居する場 容と外観、機能と外線、良質と外観
。よって、藤島氏によって奥へられ

合 と、 建築の中に空間が占居する場 これらのことばに於ける接綴詞『 と』
た建築の定義を次の如〈云p - 替へて

合とあり、大抵は ζ の二者が同時に は等披= にお きかへられるべきであ
お〈。

成立し、建築は殻欣形成をなし内外
る。本質l<nちタト板、 内容J l nち外線、

に空間を持つ、と述べてゆるととは 機能即ち外線、と いふ夙に。乙れら
建築とは人間の生活を完成するた

‘ 正 しい。然し 、 との空間限定が建築 はすべて要約 されて一つの外線に表
めの意望書が人聞の生活を内包する形

君事術の特質を迷ぺると とにはならず 現される。 リンゴと いふことばのな 態に表現されたものてある。

ただその故に形成が困難であり従つ い普からリンゴは甘かったのであら

て技術が重澗さるべきと結論されて うし、 ギリシヤ褒術のきかんな時代 建築の霊童生がか 〈あるととは了解・

ゐるのは首肯しかねる。乙の空間限 には褒術といふととばも 理念もなか されたが、 総面彫刻の類は 如何なる

定のととと重E術に就いて筆者は次の
った。自然の1 : とか入聞の形成に於 必然を以って霊童生するか。乙の考究

如〈考へてゐる。 ける働きには、 ζ とほも理念もい ら は、藤島氏が空間限定論中に建築と

仮に今、 白紙に 1笛の闘を摘〈。 ない、ただ必然とi f ; i j 置とがあるばか 彫刻! との差異を建築は中空であるの

筒形の線、は輪廓と して空間を限定し りで ある。表現面下のものが表現商 に彫刻j は中貧である慰を翠げてゐる

内に図形'fD 卒面を包み、 図形卒商の に浮、かびあがって来るえめには、乙 ζ とに封する不審をも明かにするで

性質を表現し、その闘形が特定の闘 の必然が正しく必然であり 、 良質が あらう。

形とーしてのあらゆる事情( 表面に現 E し〈民貧でなければならない。 我ノをは今立波な I i貨の牛をみる。

はれぬ寂々の良質〉をも外に向って 然ら ぽ、建築は如何なる必然に基 た 〈ま しい骨持、肉附、美しい毛並
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ｾの ない 限 、 表情豊か な写 など美 し

聖もの愛 らじ きもの とみ る。始め我

やは生理的規を 以ってと の牛を眼底

に印する。 乙の場合平は親の封象と

‘ して一つの自然で しかあ P得ない。

しかるに我々が美 しい愛ら しい とみ

た瞬間から 、牛は我々に対 しては翠

なる自然現象ではt 5 り得ない。牛は

烈 しい力を以って我 h に表現を求め

て来る。. I l nち表現を求める形態 とし

て我々に封する。我々は描きた く思

ひ、形造 りたく思ふ。〉菓子をみて

喰ひた 〈な るのは甘 そ うだとみるか

らで あり、 美 しいと み ると描きた〈

なる 、 乙の呼吸である〉。かくて給

路彫刻j は誕生する。自然はかく して

義術に表現される。 1i須の牛は 10人

の脅家陀よって 10色に描かれる。そ

れは表現を求める力が表現する作家

によって色々に感じられ、 作家の手

と頭が叉色々に働くからである。

建築と彫刻j とは表現の上にいささ

かの相違もない、全 〈向じことであ

る。建築は 中空で彫刻は中貨で ある

といふ藤烏氏の論 は全 〈目的 のない

空論であらう。更に叉氏が『彫刻j は

纂術的理念を立慌的に 、… … 建築は

であ ら う事 を、深〈 信 じて 疑 は な

ν、。

。防災改修法案と新聞

食用目的 ・・・ ・・』と主主ペてゐると とも 防火改修法案の議合提出を、ー早

朝か低い思考 と恩ふ。 < 報導 して呉れ たの は、 0 0 新聞で

あ り、 報導 して呉れなかったのは、

筆 者 とても 、技術の建築に於ける L:>.L:>. 新聞 であった。而し結 局は、不

位置を決 しで 低 〈 み る も の で は な 提 出と なって、報導の確貸さに於て

い。然 し、 藤島氏が、建築は設株の ムム新開 に鈎定勝が宣せられたので

空間限定物であり空間を内包するが あるが、若 し今議舎に提出 されて居

放に技術を主主規すべ しと の設はう け たな らば、 0 0新聞の完全な勝剰と

いれがたい。うすい屋狼でE買い面積; なっ ℃、迅速 な報導を賞讃せられた

を蔽ふこ とはもと より 高度の技術を に逮ひない。

要し、 叉時代によっては その技術が ま L な らぬ浮世と いふ言葉からの苦

全〈建築を決定 した時代が無かった 笑が、筆者 の胸に、径 な々 カン キヨ

でもない。然し、今日我々が位んで よから込みあげて くるの を、 禁 じ得

ゐるイ主宅や街のピルデイングのどの、 られなかった。

部分が技術に規定されてゐるかを考 而し0 0新開の gel J定負 となった、

へてみるがよい。建物の高さ字、建 防火改修法を続つて の = ユースから

物の深さが、あれが技術の規定であ 、そ の内容の? を貌 を知 り得た事は心

ると恩ふならばそれは大 した問主主 で から嬉 しい事である。

ある。( 16. 2. 9) 之も備に0 0新 聞の御蔭であって

どちらに軍記を望!H+可 脅か主主はざる

防火改修法案を続つてのめれ これ

を得ない。相撲で云ふとり 直 しとで

も云ふ虎であら う。兎 K 角 職時下の

岡本に於て、な す可き事の多い日本

に於て、防火改修2去の成立を心から

切望 し、 改修事業着手の一 日も早か

らん事を祈るの は、 建築技術者らし

U、一方的見地からでな い 関土防衡

を痛感する関民 としての立場から廟

上げる次第である。

。防火改修法 Iま今後どうなる

防空上に劃期的な役割を果す震に

誕生する、防火改修法、が去る一月

二十二日の閣議で談合提出を決定し

提案の日を待つばかりになって居た

のに、御ゑ知の虫日〈、不提出となっ

て、 ヒョウシヌケがしたのであるが

その不提出の理由が、 間際情勢の極

度の遁遣に依 り、 特に必要な重要法

案。のみの提出に停め、摩擦を生 じ易

き極類の法案の提出を見合せ、翼 賛

議舎ら しい審談を議そう と合図され

た結果が、今談合に不提出となった

と総き及んでゐるのである。

重要法案の若手設に 、相官蓄の日書えを

中 野 百踊

要する 1二に、談合の期日も限定され

てゐる事は 、規定の事貧である以上

不提出も叉、致 し方 な い と 思量さ

れる次第である。而 し今後の英米の

動き如何に依つては、防火改修法案

も決 して関防保安法に劣らざる重要

な法令であ る虎から 、必ず苧勅令が

臨時議舎の開催に依り 、無修正で通

過成立するであらうこ とを 確 信する

者である。 ，、防火改修法 、は、今後

どうなる といふ危慎は従って心然的

に一掃され、 叉職時立法 とし て、 日

本の木造家屋群を 、空襲よ れ 火災

よ り、 防衛する唯一の恒久的施設で

ありその震の重要法案である以上、

必 ずやi l ; i き終末( ' C) jきて、成立さ れ奇

0 防火改修の重要性とその

事業への劉策

建物の防火改修 に就ての重要性 は

木造家屋 に依 ヲて、 都市 も農村も、

構成されてゐる事よ れ 空襲に依 る

閣土保全が危険視さ れる 情勢 になっ

て来た銭に今議曾に提出 されんとし

たのは 、今夏喋々 する 迄も ない 事 で

あるが、ど う私空襲に対 して殆んど

無経験 な 日本開民の防火改修 に童すす

る無腕心さに依 る、これ迄 の貧績 が

よぎ? な き提出と なら んとし たのであ

らう。法案の提 出不提出に拘らず、

Ｔｾ＠ ｾＢ＠



今後共防火改修の重要性の認識に大

いに、拍車を掛けねばならないので

はないだらうか。例を大阪に採って

見ても 、防火改修事業が図家的協力

に依って、防火改修模範街区 とし て

小規模ではあるが、 市岡 と船場のー

郊に、そ れぞれ見事な見本が完成さ

れてゐるのであるが、阪に二ヶ年が

経過してゐるのに、計費ばかりでそ

の後の防火改修事業の貧績が、少し

も促進されて居らない。 その原因を

こふで遁究 しようといふ謬ではない

が、 現在の閥際情勢が、今迄の様に

安閣 とし て居られない時代であ p 、

官民共に主主んで防火改修事業の促進

を、なさねばならない時機であるを

大いに白書Eしなければならない。

これ迄の、 防火改修事業への協力

に討しては、官民共に、 その熱意の

足らなかったのは、 事貧である。濁

乙は第一次W9 t t州大醸の苦難から立上

るのに、相' 1 i な努力を傾注して来た

のであるが、そ のよ 更に欧洲の新秩

序を建設する震の、 第二次麟: 洲職争

を、 開始するに蛍って、聖母乙のそれ

に封する苦心と 、卒常の準備 と閣内

に於ける空襲対策とは、 日本閥民と

して大いに隼ばなければならない。

婁機五年に及ぶ、 日本としても 、籾

乙に決 して劣る民主がないのであるが

関内に於ける空襲封策は、 イギリス

と大同小異である事は、 同じ島闘で

ある事K も依るであらうが、 その主

力 を専 ら精神力に置いて、訓練され

て来た事に起因するのは事j 1 { であ

る。 ζ れまでの精赫力の全てが、軍

備の充貧と共にこれ迄の日本の地位

を優位に向上せ しめた事は、確かに

古賀ける民主である。

最後の勝利は、 白兵織であり突翠

であるに しても 、不断からの恒久的

な備へがなければ、伊j へ精神力の泊

養が充貧 し、 筋合されて居ても 、機

械カの護主主 し てゐる現代の科事耳ｾ級

済職、建設防衛手段等に於て立お 〈

れ と な れ それによる損失や犠牲も

叉大 と云は ねばな らない。
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放に減税、奉公の精神力に依る克服に

加えて、高度の機械力の助力が、必

ず必要な事があらゆる場合に適用さ

れるのは明白 であ る。殊にアメリカ

の参職を 紛 ヲて、世界大械とならん

とじてゐる閣際情勢下の、空襲対策

に於て、消火設備の充貨と相侠って

重要都市を構成する建物の武装化に

於て、現今の努力不足から機械 カに

依る助力が笛然確立されなければ、

完成も叉難事中の難事である。殊に

短期間に之を完成し、戎る自的に到

底しなければならない篤には 、 どう

しても機械力に待つより外に手段が

ないのである。その上、建築界の技

術者動員も 、 叉必要である事は蛍然

である。機械カに依る助力は 、御 承

知の如〈 、密集せる都合地に於ては

特に必要で作業場や材料置場が少し

もないn先況と、努力の不足とでは入

力に依る仕上材料の作製は国縦で、

従って機械ーカ〈ミキサ- ) に依 るモル

!J Iレ製造工場の新設と 、 モルタルを

各現場に供給すべきモルタル自動車

の設備が必要とされる事が了解され

るであらう 。

従って防火改修事業促進f昔前士を設

立し、之に請負はしめる事が安前な

様に考へられる。而し休閑地等を有

する場見Ir に於て、 ミキサーを使用し

モルタんを多量に 作製 し、必要とす

る現場ヘカ，ード車に依る運搬方法も

考へられる諜であり 、 いづれにして

も、短期間に都市を武装化する事で

なければならない伐に、 どうしても

機械カに依る助力はどうしても必要

である事は云ふ迄もない。

東. i l l ! の指導閑たる日本の採る可き

遣は、防火改修に依る恒久的施設の

都市武装が、 どうして も現在必要で

ある事は何逝も重復する様であるが

論を倹たないつ なぜなら油断大敵と

い』、言葉が職時下 日本として決して

忘れられない合言葉であるから

。1 ! 願建築と防火改修

防火改修法案の談合提出 と、そ の

遜; f 1 を見込 して、 それを笈際に執行

する場合にぶヲかる最も困難な問題

は、無瀕建築はどうなるか、. 叉どう

煽裂すべきかであらう。

同じ無顔建築と云ヲても 、法適用

以前の建築もあれば、ほんとに無断

で建て婚した悪質な無願建築もあっ

て、 その医別を 、 どう して定めるか

である。古 くなった建物は、殆んど

直別しにくいものが多いのである。

大阪市内に1 9 IJ をとって見ても 、徳川

時代の建物が相笛に残ってゐる。法

適用後の建物でも 、イ主家といわず、

工場商庖等の無願建築を摘出すれば

その殆んーどが、無頼建築といっても

差支へない程の補修がなされてゐる

のである。同じ無燃建築でも 、いつ

。建てられたかわからないパラックや

工事場の F 小屋を 、 その俄住家とし

てゐるものや、物置納屋を 、住家に

改造したり 、二階の窓を入口と して

屋根上に二階を作ってゐる 、危険な

無耳目建築の悪質なものから 、濡縁を

縁側に改造 してゐるものや、 トタン

をのせて筒軍な物置に してゐる続微

な無願建築 K 至る 迄相笛に多い事は

$1まである。之をどう始末すべきか

Y 問題である。現燃の依の建物を防

火改修する とすれば、 それ等の無願 .

建築を認めるヂレンマに陥る言撃で、

その限界をはっきりきめて掛らなけ

れば、悔を将来に残す惑は勿論であ

る。

而し惑質なもの、非衛生的なもの

保安上、強度上危険なるもの、遺路

にあらぎる ffgに建てられたパラック

建築当事の建物は 、此の際、徹E主的に

除去されなければならない。・苔々は

市街地建築物法施行区域 内に於ける

無頼建築 と云ふ言葉は 、係り! i f : 心μi

: l ! 宅ない。それが防火改修法の賞胞に

依って、抹殺される様にしなければ

ならない。今とそ無願建築 とu、』、言

葉を 、抹 殺 す る 最 も い ふ 機 舎 で あ

争p 例へ ば、 防火改修奪 プロ ック別



に工事をJ ( 施する場合、前もって建

物の賞施翻査をする 、 そして法適用

以前の建物なる 場合は之を認定 し、

そして無陸軍建築の合法的なるものは

正式の届容を提出せしめ、悪質なる

ものは徽去を命ずる様にすれば、効

果的である謬である。叉折角防火改

修 され た建物が、心、なき市民に依っ

て、非防火的に改造される事を警戒

する僑に、建物の登録制を是非共貧

行させねばならないであらう。建物

の登録制j は、改造する場合に、必ず

申告せ しめ、 監督官艇の許可を得て

. 貧施せ しむる 様な義務を是非履行せ

しめな ければならな い。

都市に於ける個身の建物は、個人

のも のであ ると同 時に、 閣家の重要

なる財産である事よ り、建物の損失

が、岡家の損失に録 する事を考へる

と登録制を是非1 ' J : 施されたい民主であ

る。 都市に密集する建物の戸数の多

舎が故κ 、理想案 とし て抹殺する事

は、容易であ るが、此 の機舎を失ふ

なれば、再 びやり 得 ないであらう し

悔を百年の後に残すばかりでな〈 、

平和な時代に感んに唱へられた、都

市美といふ問題解決が、永久になし

得られない結果となり、永久的に建

築 家の机上の空論に事長る事を 、挺悟

しなければな らない。

。物資 と防火改修 法

防火改修法は 、新聞の報ず る慮に

依ると 、 防ｾ上必要な 、 三 十四の重

要都市に適用される事になって居 り

その内容は、十三ケ僚よ り成り主限

思占は 、 『地方長官は内務大庄の認可

を得て、防空上1 I i . 要なる都市の一定

直域の木造建築物の所有者をして、

期限付で改修を 命ずる ｊｾ である。

その改修費に就ては、個人が三分の

ーを負携し、 残 りは市問T村で三分の

一 、関唆で三分のー を助成する事を

規定されてゐる。

而 し現在は金より資材及物資の入

手鯵な時代であるから 、市町村及図

書置で負強する金額を 、資材及物資で

支給する 事が出来 る様にすれば、事

業促進に 、効果的な事は申す迄もな

い。 1911へ民間に於て、物資及資材を

入手する 場合でも 、玉務官線に於て

資材及物資の確保に 、高: 訟の封策 を

傍じ て、 斡綻の努をと って呉れる事

と信じるが、 そ うでなければ、期限

内に完成し得られない事は明白であ

る。前述せる 助成金よ れ そ れに必

要 な資材及物資〈 セメン ト、 ラス 、

耐火木材、綿入石骨子等〉を密ij 'M"・支給

し、 改修に最も必要なラスの外に そ

の代用品たる不燃板、 叉は竹筋ラス

と、セメン トの代用品たるカタラス

ター 〈大阪祭業製品 〉等の優秀な も

の 入 場産及び煉瓦積に依る防火施

設よ りの煉瓦のJ曾産計量樹立と 、配

給の図滑を滋す可きであらう。

共他防火上、必要な fl ; ; 用品等は出

来る丈け試験のよ認定を奥へ、採用

せしむ可きでなければ、限られた物

資丈では、如何に努力 しで も、短期

間の防火改修化は、 物資不足の折 柄

食現も叉図維な採に思へる のは、心、

ある者の一路考へなげればならない

事項であ り、 防火改修 化が既に手週

れチどと云ふ人へのおlf 涼殉lであ る。努

力問題も叉手遮れを主張する人の好

食料であるが、之 に就いて、戎る工

業新聞の論説でも迷べてゐたが、之

れ程大きな問題はないと信ずる。

而し之も防火改修技能者ii 成所に

依り 、短期務省でも行へば、 可な り

多数の人材の養成が、企図される事

は必然であるから 、左程心、記する寸4

はない。 l栓問題は軍需方面や、主j- 食

事i な方面へ終業 した、かつての建築

技能者〈主と して左官叉は手仰ひ〉

を如何に してカンパックさせるか Y

頭痛の極であらう。

防火改修の仕事そのものミ作業技

術は 、必ずしも左官を本I除としなく

とも 、叉大工を本職としなくとも 、

その経験を有する きのきいたそ判事ひ

であれば、 やれる仕事である閥係よ

モルタル供給舎前士、又は多i誌のモル

タルを機械的に工場で製作ーし、 必要

な建物 へ、 スピ ーデーに供給 し得ら

れるとすれば、損害力問題も戎る程度

の解決策が、 なし得られるであら

う。それ丈でもまだ、 人員が不 足せ

る場合は、賓刀 とも云ふ可 き、技 術

員の徴用がなし得られる験時立法で

あると 、聴き 及んで ゐ る事から 、 防

火改修t去の適用と共に、大阪市内の

重量 り0 70の防火改修が、短期 間に主主

現出来るであら う事を然観視してゐ

るのは 、かつて大阪府務 自の立場か

弘 、 地方防空計盤 、を樹立 し、 そ

の計費: f ' L 要する資金のクレジツ トを

確立された 、井上建築務長 と、建 築

課内に企l ! . ' 1] 係を設け、建築用重要物

資の仕入字、記給方法に、劃期的な

方法を祭出 して、 物資の確保 に献身

的に鎚カし、適正な釦1] 1 蓄をなしつ与

耳現時下の大大阪を 、若手山の安き に置

か しめてゐる 玉置技師よ りの、防火

改修事業に封する 抱負 を、聴き 及ん

でゐる者の然観論では決 してない。

〈之はよ司なるが放の筆者のオ セ ジ

では決 してない。 事貧の鑑を 言葉に

表現 した もの である〉

何れにせよ 、此 の法案が早 く談 合

に提出されん事 を熱望する。 そして

短期間に不燃都市の出現を企図せ し

む可く 、建築界初って以来の、大 事

業を 、完成 して見ょ うではありま せ

んか。

今盛んに喧博されてゐる 、莱閣と

の危機は、短期間に、重要都市の会

てを 、 防火改修 {じする事を必要 とす

る以上、避難計査や、 防空域や、消

火設備の臨念的施設の 充貨と併行し

て、必ず食施しなければならない事

が京要な関心事である。

そのよ、例へぼ、軍の要求に依 り

叉閣家権力に依って、建物の擬装及

防火改修が期限付・で強制される場合

J在ちに非常配置に就き得られ、職 能

奉公にJ盟主主 し得られる様、建築界の

技術動員俊制を整備統合 し、 その配

置と 、 その分揺を 、決定 して置 〈事
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と物愛縫動員を援立する事が、決し

て不必要であ り、 不可能でない筈で

ある。 それがやがて建築界の新値制

ともな る事 よ れ 1吉事者の一考を煩

は したい慮である。

現場監督員が現場で銭筋の結束が

上手になり、叉必ず手俸はさせられ

叉手俸はなければ、充分な出来祭え

とならない場合が多い如〈、防火改

修の本格的貧施を音量期しての現場監

督員と して、コテとコテ益の使ひ分

けを、是非共修業 して置かねばなら

ない。

それが、自己の職械を通しての、

岡家への奉公であり、動努奉仕であ

る惑で、それが立波な防火改修を完

成せしむるコツであらう。

「防空へ防火家屋の勢揃Iひ」

之の標語が出 来た省時の雰図録が

筆者の趨の奥に望号きついてゐる。そ

して夢の採に 2 ・3 年は過ぎてしま

った。而 しその標語が、防火改修法

の貧現を見越して、再 び カ づ よ し

主主きて来た右置に感じられ出して凍て

ゐるのは、筆者一人だけの、第六惑

だけだらうか。

。市民への結言

「建築と枇舎 J 誌を 通 じて、市民

に防火改修の重要 性 と、その法 案

の速かなる貧施と、促議への協力を

求める事は、雑誌の有する祉舎性 よ

り見嘗遭ひではないが、若輩の筆者

では係 りに役不足であり、若し市民

へ要望するとすれば斯くの如〈述べ

たいと思」ト。 宝圧巻のメモとして書い

て見のたである。

「今や時局は重大である。新聞や

ラヂオは菜園の参職を 絞 り、日本と

の危機を傍へてゐる。

市民への著書鑓は、是正に 防空讃本と

題して新聞に掲載され、空襲は必至

である事、 そ して木と紙で出来た日

本家屋と都市の、日危諸君性 を、今夏の

事査に認識されたであらうし、それに

依 って銃後の燭民は、 空軍基封策の効

川 4 6

果的方向を確定し、着々準備されつ

L ある事と信じる。そして早 〈から

木造家屋の防火改修を認めながら、

〈・ず守ず今日まで延引 して来た既成

家屋の居住者主主は後悔されてゐる事

だらう。 r今からでも遅 〈ない、建

物の防火改修を、主主んで促主主せしめ

よ」 と訴へたい。

それ程、今 日の関際情勢は、緊迫

を告げてゐるのである。 吾 々 は備

へあれば怖れなしといふ古来からの

金言を、常に念頭から忘れてはなら

ない。建築技術者遣は、図家権力的

理主時立法に依って、木造家屋を防火

的に改造されんとしてゐる時に蛍り

イ可を置いても、それを貸現すベ〈、

協力する心に燃えてゐるのである。

資本家も工場主も 、家主も 、借家人

もこれに封し、必ずや協力されるで

あらう事を信じてゐる。日本の建築

家は、濁乙の建築家の如〈、社合的

地位は、同 等で はなかった。従って

資本カのドレイとなって、今日の 空

襲に封して、甚だ御粗末な多〈の建

築群を残して来た。それを深〈後悔

してゐるのである。

東亜共祭圏の盟主た り、指導関た

る、日本閣内の岡家的資源の a損失を

少しでも少くする震に、高金を盆さ

ねばならない。彼等は必ずや焦土職

術を以て、焼夷郊に依 り後方携飢を

計 るであらうと とより、一人一空軍主

義 による泊、火訓練も必要乍ら 、それ

より火災の延焼 を防止するに有効な

木造建物の防火改修化が、先づ先決

僚 件 で あ れ そ れ を 整 備 し 促 進 せ し

むる事に、全力を傾注する事は、間

家的見地より、閣民の義務である事

を痛感する。技術者はそれを心から

熱望してゐる。

吾 々は、去る一月十日、東後陸相

に依って、関土防空に闘し、閣議の

席上述べられた 言葉を 、 想 起 し よ

う。

「日本は島閣で従来外政侵入の必

配なしといほれてゐたが、航空機の

室主主主に従ひ、従奈の職争形式Iに大型堅

革を来 し、 今日では島閣 といへども.

委主日たり得ず、航空作裁の本質はた

とへ優勢な空軍をもって閣土の直接

防空部隊が優秀でも 、敵の航空機が

防空部隊の綱の目を 〈ピって佼"} . し

て来ることを防守と とは絶封困難で

ある。 J と明言され、圏 内の民防空

の必要性を強調された占

、プランス放れたり、といふ本は

フランス人に依ってｾに書かれた。

そしてもイギリス敗れたり、とい」、

本も 又イ ギリス人に依って番かれよ

うとしてゐる。吾々はロンドン市民

が匹まってゐる空襲を 、他山 の石 とし

個々の家を、閣家目的に向つ‘て、' 防

火改修し' 匡久的施設を完備する事は

畢覚するに，閣土防衛の一手段であ

るを熟知! し、防火改修事業の促主主と

法案の一日も早き貨現を 、吾 h と共

に析らうではありませんか。

(  2 月8 日記 ) ( 完〉

ヲー紫焔室御投稿には横書 16字詰

にお願ひ致 します。

安締切は前身月! 日です。

女掲載が都合で週れる 場合でも

別 K 通 知致 しませんから 御承

知置き願ひます。( 編輯子)
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君
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裕

慎

直

尾

原

桝l

回

合 員

地方合員

1. 今林則合長起ちて合員一同 を代表

し一層ｾ 喬合長の戚尾に附 し遁 主主

ナる旨の挨拶あり一間拍手( 此時

合長他の舎のため退席〉

1. 牛後 6 時20分一肉食卓に着席舎食

l . 午後 7 時20分再び別室に集合今林

則合長座長 となり 意見交換合開催

座長よ り井上新ニ氏を指名す

l . 井上建築課長は月 下大阪府に於て

計m中の防火改修に闘 し詳細なる

説明あり

1. 谷民議氏よ り賀行を 念、速な らしむ

る事費旦協舎としても極力感援する

桜希望あり

1. 其他二三の意見開陳あ り

l. 今林則合長役員舎に於; 亡も防火 改

修主主主主に闘 し具鍾的に研究する旨

を述ぷ

1. 午後 8 時20分座長よ り時間の都合

よ本日は之を以て閉合する旨の挨

拶あり一同拍手の裡に解放す

主 記 舎 〔第 3 回〕

時 l 月30日午後 6 時一9時30分

所 陳列揚別室

出 席 者 北 垣 主記、玉置主‘H-: 、中 西

。主3口、薮中主;，U

議 事

1. 委員、幹事詮衡の件

2. 新穂伽j 協議舎の件

3. 創立紀念事業の件

4. 広務純則喜善更の件

主 記 舎 ( 第 4 回 )

2月5日午前 11時一午後 2 時

30分

陳列場別室

北極主記、中西主計、重左中
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日寺

所

出席者

常 務 舎 ( 第 3 回〉

2月3日午後6時9時一30分

陳列場別室

理 事 井 上 則 合 長

常務池田主記、北垣主 ｾ ｂ

中西主記、桐本主計

芝国主計、松久保主

計、大下編輯、岡田

編斡、小林編輯、政

問編斡

時

所

出席者

議 事

l. 評議員舎提出議題並開催日夜の

件

2. 創立25周年絶命事業の件

3 図書整理並クラプ室一部検事費替

の件

4. 中川村長より北山丸太に関する

依頼の件

5. 大 阪府建築課より火災主主験報告

書購入方申越しの件

6. 防空嫌に闘する展覧合κ 封し本

曾より資料提供の件

7. 雑 誌鰻裁鍵更に闘する件

8. 給仕採用立主解備の件

9. 合員詮衡

報 告

l. 1月分合計報告

2. 除隊報告

月 例 曾

( 都市防空施設に闘する意見交換合)

時 l 月25 日午後5時20分- 8 時2

0分

所 大阪銀行倶集部

出 席 者 今 林 彦 太 郎 氏 外40名

1. 午後 5時20分ー l司別室に集合片附

合長司舎の下に開合

1. 片岡舎長は20毅年前即ち大正7年 l

月段 K 都市の防備に闘し怠見を提

唱し結論と し て建 築 僚 Ａｬｉ ｈＡ ｾｊ Ｇｩｅの念

君主を痛感四回聯合 にて建議舎を時

の内閣総理大臣に提出し遂に市街

地建築物法令の護令を見たる事情

を述べ現下非常時局に於ける防空

諸施設の問題につきー居合員諸氏

の奮起を促 し諾を結ぶ。

編棒、政阿飼斡

議 事

1. 2月 i91J舎 κ 闘する件

2. 委員幹事委蝿に闘する件

3. 新音量制委員合設置並四合聯合舎

委員選出の件

4. 陳列場幹事舎より要求の件

5. 15年度災害強度委員舎より要求

の件

6. 創立25周年紀念事業に闘する件

7.企愈院科製部長より照合の件

8. 本年度食行激筑Eに関する件

9. 民主務細則望号更に隠する件

10. 舎員詮衡

報 告

1. 1月例合終了報告

2. 15年度合計検査終了報告

3. 入管、腹徴、除隊者報告

常 務 倉 ( 第 4 回〉

2月12 日午後 6 時- 9時30分

陳列場別室

理 事 井 上 則 合 長

常 務 池 問 主記、北垣主記

玉置主記、中 西主記

桐本主計、芝国主計

松久保主計、大下繍

輔、悶悶編輯、小林

時

所

出席者



三主記

議 事

1. 評議員舎開催設定自の件

2. 15年度i俊支決算報告の件

3. 定書士並細則後 更の件

4. 闘書室設備主主 クラプ室一部模様

替の件

5. 創立記念事業の件

6.新宮豊制委員合設置の件

7. 建築物資百日給協談合出席者の件

陳列車t ・E舎 ( 第 1 [!j)) 

時 l 月28日午後6時30分 - 8 時

30分

所 陳列場別室

出席者 幹 事 i 池 田宮彦、小林務、

高松平太郎、滋邦一

松久保敏三、道岡泰

治郎、 矢田銭歳、吉

田央郎、若山放人

1. 幹事長、常任幹事互選の結果下記

の湿り 決定

冷 事 長 池 図 宮 彦

常任 幹 事 滋 邦 一、矢田鍛赦

l . 出品開係並に材料集成に闘する各

小委員合設置の件

L 陳列場改造並に各種展示曾開催の

件

陳列場幹事命 〈第 2 回〉

時 2月12日午後 7時- 8時30分

所 倶築部室

出席者 幹 事 長 池田

常任 幹 事 矢 図

幹 事 高 松、里子中、松

久保、道回、吉

田、若山

ｌ 陳列 場 改 造具績ｾに 測 す る 件

1. 防空壕展覧舎に闘する件

煉列場材料集成小委員曾 ( 第 l 回〉

時 2月10 日午後 6 時一8n寺30分

所 | 捌場別室

出席者 主 査 小 林

所 陳列揚別室 材料委員合 ( 第 l 図〉

出席者 幹事 大下順三郎、川人繁 | 時 l 月27日午後 6 時50分 - 8時

一、北垣熊之介、坂

口正雄、谷民覇軍

l. 幹事長常任幹事互選の結果下記の

遜 り決定

幹 事 長 谷 民 歳

常 任 幹 事 大下順三郎、川人繁

一、北垣熊之介、坂

口疋維

1. 舎員増加に関する件

l. 見皐講演合等に闘する件

曾勢斡司i. C第 2 図〕

時 2月10午後 6 時 一8時30分

所 倶線部室

出 席 者 常 任 幹 事 大 下 、 }II 入、北

垣、坂口

幹 事 岩 佐、芝田

l. 2 月開催すべき見倭舎に闘する件

l. 舎員増加に関する件

候型健昔日室幹事舎 〈第 1[!!]) 

時 2月7日午後5時30分一 7時30

分

所 倶集部室

出 席 者 幹 事 高 坂 信 次 郎、佐村木

3堂、，高松1 f ' 太郎、三

浦茂

l. 幹事長、常任幹事互選の結果下記

の湿り決定

幹 事 長 三 浦 茂

常 任 幹 事 高 坂 信 次 郎

高松平太郎

1. 倶築部室一部模様替の件

l. 春季大舎に闘する件

法制委員曾 ( 第 l 回〉

時 l 月24日午後 6 時 J 時 15分

所 陳列場別室

出 席 者 委 員 浅 野 弘、板井公威

竹 中景一、玉置豊次

郎、 中野吉調、1f'野

忠雄、横見事宇

30分

所 陳列場別室

出席 者 委 員 楠 瀬 徹、榊弘美、後

}II 卯三郎、商都茂、

前野慶太郎、松久保

敬三、道関泰治郎、

矢代幸三郎

l. 委員長、幹事互選の結果下記の遁

り決定

委 員 長 松 久保敬三

幹 事 楠瀬 殺、榊 弘 美

l. 用材品等規格に闘 し研究に着手す

る ζ と

材料委員曾 ( 第 2 回〉

時 2月13日午時 6 時30分 - 8時

10分

所 陳列湯別室

出 席 者 幹 事 楠 瀬

委員 後}II 、前野、遺図、

矢代

l. 品等規格 に闘 し研究方法を協議

住宅委員曾 ( 第 1[到〉

時 2月8時午後6時一7時30分

所 陳列場別室

出 席 者 委 員 小川 正、 阿国孝男

小林清 、西山卯三 、三

好喜三郎、矢田銭量産

山口 正、横山敏雄

1.委員長、幹事互選の結果 F記 の遜

り決定

委 員 長 岡 田 孝 男

幹 事 小 林 済、横 山幸聖雄

l. 位宅問題の研究に闘 し小委員曾設

置の件

l. 臆念住居に闘する研究の件

委 員 野 中、松久保、道周 I  l. 委員長、幹事互選の結果下記の逼 | 曾 員

矢 回、若山

1. 材料集成編纂方法に 関する 件

曾勢幹事舎 (官事 l 回〉

り決定

委 員 長 玉 置 鐙 次 郎

幹 事 竹中景一、 様 見 斡

遠 藤 岡 夫 君 吹 岡 市 片 山 本 郷 町28

2清水寮内( 株式合f f t I :

清水組〉

時 l 月21日ヰ後 6 時 10分一7時 I  l . 第 II 版市街地建築物法令妥行に閥 |  高原 滋 夫 君 住 吉直昭和町西5の3

10分 |  する件 I  4 c 同)
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松 本 品 ー 君 東 成区北生 野町4の7 木村和l久次 君 名古屋市中村区東宿

( 大谷重工業株式合 町2の2 ( 日本竜建株

枇建築課長〉 式合祉士名古屋支底〉

Ｗ ｾ 野久之系君 京都市伏見直 下板 橋

舎 員

111困 源 蔵 君 東 京市 淀橋 直 下 落 合

町 ( 京都市役所土木
桂川 弘 君 宮 1 ] 1脈上新 川君s大海

4丁目 1680の60

局地理課〉
野町 高内閣j i : 級銀株

鈴木文治虫j ; 君 北区 堂 島 淡遁 2 丁目

木 村 精 一君 西 宮市川西町39 ( 株
式舎前士笈 111工場内

東洋紡綴株式舎枇苦手

式合制清水組設計部
布袋 閥 雄 君 和 歌 111市 湊2789伎 友

絡詩、内

大 阪設計係〉
金 属工場臨時建設事

丹 下 敏 行 君 新 京 特 別 市 遊 楽 胡 同

永 田 丸 夫 君 岡 宮 市 今 海 中 山45大
務所内

308 大 同 住 宅 34続

7J i 寮アパ ート 内 (JI I
前川 三郎君佐子守Wl : t ; t 会 l町725

熊野 茂 君 小 倉市蛭 子 町 19

l崎重工業株式台市上野
伊 藤 序l段 君 小 倉 市 大 字 板 根778

IJ I木 一 議 君 一 宮 市 八 幡 遁 5 丁目

繕 部〕
2f'-川 節三君 東 成 区 猪 飼 野 大 遜 2

東洋紡符t J lUt士宅内

早矢イ土余; 芭君 大正直大正遁 9 の60
丁目寝 摩川 ピノレー六階

卒松施太郎君釘= 鶴市竹屋新町丸山

( 自替〉 東洋電建
栄 治 }J

地 方 曾 員
岩 崎 陽 行 君 西 成 直 梅J垣6 丁目 10

終身賛助員

幸 枝 庄 作 君 櫛 { 的 市 神奈川区白幡
の時間天下茶屋ア パ

管 谷 元 治 君 西1亙江戸堀商 ii! 1の

i中l町585( 日本tE解 製
ー ト19競室内

37  

繊 所建築諜〕
鈴 木 禰 一 郎 君 北 原 曾 根 崎 新 地 3 の

川 上長太郎震 富山 l際魚津町日本カ
13合名舎枇池田組内

特別賛助員

ーパイ ト稽築工事情
安 藤 縄 太 郎 君 戸 州 市 明 治 町 l 丁目

村 谷 定 君 旭 区 野 江 町 西 ノ 町 l

7)<. 級作業所内( 株式
株式合肘鴻池組九州

の l 岡林安三 郎方

合冊士 清 水 紐 京 都 支
支 j古内

吉 田 清 春 君 府下 三 島署11三 島村中

応i)

夕国食S

害 義 君 問 淀川|阪大仁策 l の
披 661

杉 本 美 夫君 金 津市 東金津牒前日
34伊藤峰子方 普遁賛助員

; l j >: ' ，立気治金株式合枇
地 方 舎 員 松 本 秀 雄 君 住 吉 区 山坂西/ 岡T3

金 源 工 場 清 水 組 作業
木 下 E 午 君 新 京 特 別 市 中 央iilBI'.

の24双葉旋閣内

所内( 同〕
王寮内 小 佐 問 篤 親 君 横 須 賀 市 久 製 演 内 川

古 谷 仁宏 新京特別市主主策路 12
熊 回 忠 * 君 草fr 京特J l IJ市大同大街 新開波溢J ，{ f 秘方

2悦( 日産土木株式合
建築局第一 工務虎第 林 田 信 治 君 紳 戸 市 須 磨 区 村 雨 町

冊士新京出ｾ所〉 二工務科内 l丁目 5呑 屋 敷

特別賛助員

三浦 節 雄 君 旭 区 宏 事 道 町 8528

( 大阪 i接軍法兵綴技

術 書n1苦遺燐〕

1 1  

株 式

j青
'K 

組

日二王J 1 1  

曾 駐

本 山 東 京 市 京 橋 区 賀 町 二 丁 jj ー 砕 地

曾 員

電 話 京 橋 代 表 四 一 八 一 番 ・五 一 八一 番

井 開 吉 厳 君 大 阪 支 応 大 阪 市 西 区 土 佐 蝋 通 二 丁 目 二 番 地

特別賛助長 電 話 土 佐 堀 六 六 =番 ・ ( 6  ) 六七 九一 番 ( 3  )  

中 村 正 秋君 支 出 札幌・名 古 屋・京 都・稲 岡・議 北 ・京 城・新京 ・北京

普通賛助員

新 庄 富 豪 君、 問中 武 君
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雲契 日本 建 築 協 舎 役 員 及 幹 事 ・委 員

彦

事

編 輯 幹 事 曾

清

郎

男

次

治

維

郎

議

諒

次

三

夫

郎

穂

郎

三

孝

基

恒

春

一

精

直

猛

健

初

二

秀

治

慶

順

邦

林

下

回

関

東

井

賀

村

永

橋

本

尾

瀬

周

回

悶

岡

田

小

大

岡

政

伊

石

字

木

貞

棚

塚

七

時

同

格

宮

村

森

和

池 岡

井 上 新 ニ

大 野 勝 三 郎

奥 島 正

桐 本 楠 推

測 海 民 弓

竹 内 佐 卒 治

玉 置E 豊 次 郎

内 藤 亮

西 山 卯

登

3定

( 昭和十六年度〉

池 田 芳

湘 邦

矢 悶 銭 蔵

小 林 清

高 松 平 太 郎

中 西 六 良rs

野 中 駒 市

松 久 保 敬 三

池 田 泰 治 虫rs

吉 田 英 郎

若 山 旅 人

幹 事 長

常任幹事

同

幹

同

川 勝 健 二

北 垣 熊 之 介

北 川 正 調

問

問

同

員f安

都市 武装促進幹事舎

幹 事 長

常任幹事

幹 事

同

同

同

同

同

同

同

幹 事 長

幹 事

同

問

問

同

同

同

同

同

問

問

問

問

問

同

同

同

同

同

問

問

問

問

桐 本 楠 5佐

久 保 図 種 吉

11、 西 一 良

小 林 清

小 林 三 造

榊 弘 美

海 部 貧 之 介

芝 田 知 重

須 藤 員 維

関 部 泰 交

関 部 茂

高 松 卒 太 郎

竹 内 佐 卒 治

竹 中 景 ー

玉 置 盤 ; 次 郎

塚 本 猛 次

内 務 先

中 西 六

中 村 畠

中 村 義

長 尾 清

西 山 卯 三

野 中 駒 市

若 者 原 徳 衛

花 輪 正 虎

日 野 勝 好

卒 野 忠 雄

堀 内 四 知 丸

政 問 基 次

智 弁 敏 克

松 久 保 敬 三

三 浦 茂

宮 周 秀 穂

村 田 治 郎

薮 中 一 良

山 口 I E 

良日

雄

事

建築材料陳列犠幹事曾

幹

同

同

同

同

同

問

問

同

同

同

同

問

問

問

同

同

同

同

同

同

向

同

問

問

問

問

問

問

問

同

同

同

同

問

問

同

曾

片 岡

井 上 新 二

今 林 彦 太 郎

鈴 木 一 幸

松 井 清 之 助

池 田 宮 彦

北 垣 熊 之 介

玉 置 豊 次 郎

中 西 六 良rs

薮 中 一 良

桐 本 楠 殺

芝 図 知 重

松 久 保 敬 三

大 下 順 三 郎

孝 男

清

次

松

手

藤

藤

問

弁

原

北

岩 佐 信 也

岩 崎 甚 大 郎

字 賀 一 良rs

宇 都 宮 藤 次 郎

11、 河 吉 之 助

大 下 傾 三 郎

大 津 利 雄

岡 田 孝 男

岡 本 新 次 郎

荻 田 良 之 助

加 藤 善 吉

笠 井 新 十 郎

辛 木 貞 夫

安ー

修

線

交

文

彦

雄

偉

吉

基

正

武

正

官

春

連

乙

岡

林

岡

曾員

赤

井

伊

伊

池

石

石

今

務

岡

小

政

議

常

事理

問

問

務常

同

同

同

同

同

問

問

問

問

同

同

111 5 0  

野

事

計

評議員

同

同

同

問

問

問

問

問

問

問

同

同

問

問

同

同

問

問

問

問

事耳

言己

長

長

曾

曾

則

同

監

問

主

同

問

問

同

主

問

問

編

同

問

問



松 久 保 敬 三

楠 瀬 澱

榊 弘 美

後 川 卯 三 郎

前 部 茂

前 野 慶 太 郎

; 萱問看正治良1¥

矢 代 幸 三 良1¥

委 員 長

幹 事

同

高 松 平 太 郎

衆 山 源 蔵

佐 村 木 賞

西 海 理 主 生

薮 中 一 良

吉 本 政 次 郎

毒事

同

幹

同

同

同

同

富 士 岡 !): -

i ! i I C 岡義次

古 塚 E 治

宮 岡 秀 穂

吉 岡 信 武

問

同

同

同

同

同

同

同

同

員

ヨ長

吉疋

男

清

雄

)11  

竹 内 政 治

中 野 順 次 郎

西 山 卯 三

三 好 喜 三 郎

矢 田 章厳重長

山 口一 正

疋

孝

主聖

住 宅 委 員 曾

岡

林

山

岡

小

融

制

小

委 員 長

幹 事

問

委

関

同

同

員

同

同

玉 慌 霊 長 次 郎

竹 中 景

横 見

浅 野

板 井

中 野

平 野

本

幹

弘

威

爾

維

公

吉

忠

林

法 制 委 員 曾

委 員 長

幹 事

問

員委

問

問

問

問

谷 民 蔵

大 下 順 三 郎

川 人 繁

北 垣 熊 之 介

主 主 口 亙 維

石 井 春 雄

;告 佐 信 也

岩 尾 保 徳I

irll' ・ 7) C 祭

芝 岡 知

曾 勢 幹 事 舎

Z主

幹 事 長

常任幹事

問

同

同

斡

問

問

問

問

事

同

，1、
回

材 料 委 員 舎

倶楽節室幹事曾

三 浦 茂

高 坂 信 次 自1¥

幹 事 長

常任幹事

市 民 防 空 壕 展 覧 舎 開 催

美iJ 下の非常時局は終に緊棒ー郷の先悟を闘民に要求してゐるのであ ります。新東亜建設

を阻害せん主する 、英米聯合は鋭意東洋に於ける軍事施設の増強に狂奔してゐる ので あり

ます。

然して 、近代戦に於げる空襲の被努力: 如何に甚大であるかは 、 調乙の ロン ドン 昼製に就

都市の昼製一一それは必然 に都市の2さへの護りを要求いて考へれば一 目瞭然であります。

する事切であります。防空壕が既に都市の有機的不可献の機関 主なつ ?こ事がお解 りでせ う。

防空壕に' f . tする認識一一一それは市民の新な義務であります。

三月下旬( 約一週間の漁定)日1 . 期

越場1 . 曾

場2さ防種各1 . 展示品

曾
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一

雄

七

夫

克

仁

吉

愛

久

源

岩

田

白

信

築

喜

問

調

刷

林

藤

谷

藤

藤

岡

川

小

近

紺

佐

佐

宇井八太郎 ￥ 3. 00 15. 10ー 15.12

大 徽 悦 法 ￥ 5. 00 15. 6- 15. 10 

大 倉 i在 三 ￥ 3. 00 15. 10ー 15. 12

坂 場 疋 之 ￥ 1. 00 15、12

坂 本 皇子市右￥ 3.∞15. 10-- 15. 12 

志 村 克 巳 ￥ 3. 00 15. 10-- 15.12  

柴 祭 昇 三 ￥ 2. 00 16. 1ー 16. 2  

殻 幾 貞 雄 ￥ 6. 00 15.  7ー15. 12

杉 岡 富 夫 ￥ 3. 00 15. 10-- 15. 12 

立花 光雄 ￥ 5. 00 16. 2ー 16. 6  

建 都 幸 一 郎 ￥ 3. 00 15. 12ー 16. 2  

津川 吉 弘 ￥ 3. 00 15. 10ー IS. 12

藤本 誠 ￥ 13. 00 16. 1- 16. 12 

マー ク 共 | 問 中

方 命 現

荒木 正巳 ￥ 8. 00 15. 1- 15.12  

荒木 正 利 ￥ 4. 00 16. 1- 16. 6  

河合貞一郎￥ 4. 00 15. 7- 15 . 12 今井

| 府111司

加 藤 誠 二 f 8. 00  15 .  7-- 16. 6  I  

貝元

久 保 正 吉 ￥ 4. 00 16.  1ー 16. 6  

| 新庄

久 保 宗 雄 ￥ 8. 00 16.  1-- 16. 12  I  

| 田 中

目 下 勝 秀 ￥ 4. 00 15. 7- 15. 12  !  

1.立回

小笹 4寒 波 ￥ 4. 00 15 . 7-- 15. 12 I 宮坂

IJ、山 秀 吉 ￥ 4.00 15. 7- 15.12  

鈴木 氏好 ￥ 4. 00 16.  1ー 16. 6  

調 ￥ 8. 00 16. 1- 16. 12 

三好 貫一 ￥ 0.67 14. 12  

三木 作 ￥ 3. 00 15. 10-- 15. 12 

2奏 裕 ￥ 4. 00 15.  7- 15. 12  

山鯨魔太郎 ￥ 4. 33 15.  7- 1う. 12

幸 原 定 夫 ￥ 4. 00 15. 7- 15. 12  

普 ii 賛 助 員

英 雄 ￥ 3. 00 15. 7- 15. 12 

ｾ司￥ ＱＮ 50  1  5. 10  I  15. 12 

勇 ￥ 3. 00 16. 1- 16. 6  

富 殺 ￥ 6. 50 15.  1-- 16. 1  

武 ￥ 5.00 15. 4ー 16. 1  

秀 夫 ￥ 3. 00 15. 7- 15. 12 

昇 ￥ 3.00 15. 7- 15. 12 

中村 静 雄 ￥ 1. 50 15. 10- 15. 12 

商 標 保ー ￥ 7. 00 16.  1ー 16. 12
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建 築 材 料 陳 列 場 出 品 者

繍番娘 対 料 種 別 出 品

品 名 、 縮 、彫刻|岩 糊 子 株 式側

者 棚 番 娘 出 品 電量併 科 留 別

34 1品ンク ト ト 裂 糊l蹴|内 外 建 材 合 的 社

4  1エ F ーナイト 木下諮三商 底

2 - 3  Iギ ルソ イド ルー7 ヰ :.-- 1大阪国 島服 用化 工株 式1 35'  1ドア ーハ ンガー

|含量士

36 10  S  C 建築金物

卒松釣戸 車製造所

大信洋行大阪支底

矢橋大理石商底う |銅製建具m: 築材料 |三段工業株式含祉

6  1季子担衛生陶器・磁器|陶 鞠 合

7 - 8  1六甲スレート日本石判野濁幸三郎商広

|告書六甲 F イル |  

9  ml防空塗料ペ トナー |清光枇防空部

( 2)  I八光クリー ト板 、ピカ ペ 八光建材工業所

ライ ト、 . ピカペ配電縫い = オン トレーヂ y グ

10 1 ロー J レフラック¥λ ト|コンパ二 ー
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11  1チツソライ ト板 日本傘索肥料様式含祉I 43  I耐火塗料

大阪精工面士

東洋理化摩工業所

Ｑ Ｒ ＭＱ Ｓ Ｑ 色 ｔＺｾ 、 彫刻 ｅ 宵子

7 アイパ ーコンヂツト

14 I及. 7 アイパ ー ダ ク ト|株式舎枇最多久商庖

f也附腿品

15 I衛生器 具 大阪減口研究所

林電器製作所

西原衛生工業所

16 I電;燈 照 明 2器具

17 1衛生器具

44.，... 45  I建 築用金漉材料ホワ イ|住友金廊工業株式令 批

、ズ水道鋼管 |  

46  I板 晴 子 |日 :本板檎子株式舎註

浅野物産株式合結m材

部

47 ケンテキ ス

48 1特許皇室風式井筒基礎工|株式含枇公成鮭

49 

18 I耐火木材、耐 火塗料 |愛 図 化皐工 業 縁 式 合 副 50- 51 I日時ライ ト板 、日 開化|旦昭ライ ト工 業株式 合1
1  J V  J '  1粧板 |批 I  

19- 20 I衛生陶器及附属品 |東洋陶器勝式合枇 1  52  Iキング合成砥石、 モザ|東費産業株式合枇

|大阪出張所 1  J L.  1イツク

セメン トt島平日材コーア I

21  Iイラト 、 セメン ト石 剖 清 治 枇 I  53  I石綿スレ ート | 浅野 λ レート 株 式 舎ぜ

着色掬j セイコーシキソ |ー

22 1内製 用 務 偽 F イル |淡陶法式舎量士大阪支底

23 モザイツク・ F イル 草禁陶磁器研究所

姻宮商工株式合祉24  プーパー 竹筋

25 

日興スレ ー ト

テ ックス

ミヤマ街令

26- 27 1テラカッタ ー衛生陶器|大阪陶業総式合社

28 Iタイル 、テラカッタ ー、!大阪葬軍事長株式合社

煉 瓦、合成砥右各種

29  

30 Iテ ラカツ F ータイル |伊奈 製 陶株式含註

31  

32 1靖 子製 品. 旭ラッカ ー|旭檎子縁式合匙
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60  I屋緩主主各種

61 耐酸防水材料

高松菊治郎商底

問中昌司商1苫

62- 63 I盆料及顔料 日本イイン ト株式合最士

33 

1'- アーチェッ夕 、 7 ロ|日本ドア ーチェ ッタ製
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者 | 御 鰍 | 将 軍 毒 種 別 出 品 事量

65 パールワ・ッ" クス 金問f七患研究所
92- 93 

リノリユームワックス

94- 95 

66 

|塗料及防腐剤
紳 東量産料株式合枇

96 

67 |防水剤ロ - p; ; <. |開大減阪化管努工業株式舎祉

業 所

97 

|害 対 白 岡 晴 子 製 造

98 

68 |晴子製品

99 

69 

70 

100 

71 

朝日i ' t ; ; < . レート、波形|朝日スレート縁式合註I 101 

; ; <. レート

72 |防笠周泡暗幕 |旭レール株式合祉

102 

103 

73 

104 

74 ｉ］ｾＺ ツトパイプ |野岡合名舎註

105 

75 
|陶製階段用繍問、同床

鍋要投町エ主事

106 

F燥. . 慾

76 |左官壁材料一式 南青 ｾ 本底
107 

図中式防 空暗幕、 特 許

有限台車士問中商f j

108 

77 
|モリノイト不燃板

78 
l放警告器、 放熱管、 7会怨 理化祭興業株 式 合 従

房換M. 設備用品 A  

79 

B， 

80 
BI  

81 
Bs 

82 B.  

83 c， 

ルー 7 イング

佐久間工業 株 式 舎 舵84- 85 1;  _  ［ｾライト
C 2 - CS  

86- 87 Iる7 チクラ λ 及硬化竹|日本竹筋工業 所 I  C.  

|瀬戸僑弐一式 |洞戸t寒気関西出強所

|目 之 岬 ア ス ア ア ル ト 18帯 低 工大阪 時

加工品

洋室家具鈴飾 |中原家具袋飾底

波型石綿 Z レート、石

総 スレート、光り波型|日本スレート株式 合従

ヵ・ラ; ; <.

強性ライト 日本特殊鏑士株式合祉

洋文各種 日本洋予定株式 合 社

E量築参考塗料見本 関西ペイント株式 舎枇

リノリユ『ム、 9 /  P 東洋リノリ ユ ーム株式

イノル、 リノウオール 舎枇

防火浸塗剤セロ Y 伊 藤元商 ;，5

美 素 美素工業所

電線管及附属品 合資令祉施 島商! 占

9  - ダ液アートガン

リーダm: 材工業株式台

社

造箇 設計 圃 須E事進国 研 究所

ヲスモザイク 日本陶織註

0 ， Iやよひスレート 松井商1苫
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編 輯

後 ｾ･

iCf可の縁あってか、本年度編斡常務の大役を仰付-

it られて創刊2S年に垂んとする光輝ある「建築と枇

合」の編輯に携ることになったことは 、 新名 、 吉

回、棚橋、亀井氏等と幾多俊秀姉ひの名繍I舛陣の跡

を受けて 幾 り映えもせぬこと! 移しき限り であるが、

不宵身に係る光祭と感慨しつ L 、各位の御助力、御

鞭 縫を得てとの大役 を努め上げたい 念願である。

安 先月続の 此 頁で大憾のｾＮｭｩｦＱを Ｚ 書いたので解って

戴けた事 とは恩ふが、2月12日に第24)僻2 月放を上 梓

して 同 じ月の27 日に 3 月続の納本 を完了 しなければ

ならなかったので、少な からずi諸般の事務民主辞ーに不

者s合 な射があ っ1p事 と思ふ。毎1 1 t 初校を是非 -!fi_ 見

せて. n ひたい、と言ふ誠意を故原して下さる得税毒え

の好意に封 しでも、期 日放守の都合上、何等の通信

も差し上げず民主観 して了っ た様な事も一再ならずで

あった。今は1 1 ( 在、大; 邑な きを 祈 ってやまぬ次第であ

る。

官H 正に王製事、監 事、常務及び編椅幹事の各位に対

しては印刷物を以て御通知申し上げた事だが、去る

2 月放の編斡合で原稿締1;)日 、 印刷i校了目 、遊行 日

建 築 と 祉 曾

第 24偶 第 3 奴

l加 50銭 ( 郵 税2銭 )

毎月 l 回 l 日 後 行 定 償 @

12加 6 岡 ( " 24銭〕

昭和 16年 2 月25 日印刷 昭和 Ｑ Ｖｾｰ 3 月 l 日後行

表 行 ・編 偶

印 刷 人

戸 JII 弘

大阪市 -11:，1 ，1 [ . 朝日ピル日本建築協舎内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 枇

大阪市河阪江戸堀 I事惑 n 討 13替地

霊堂 ，行 所 在 更 日 本 建 築 協 合

大阪市北眠中之島 3 ノ 3 朝日ピル

包 括 長 北 演( 23)4501番 ( 9)

娠 嘗 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

待約販賀}主 柳 々 堂 書 庖

大 阪 市 西 恒 京 町 掘 現 子 板 橋 西

電話土佐t¥i! 2  4  4 0番

娠醤口座大阪2084番

禁 輔 載

本銀に掲載せるものは、一切こ れぞ無断にて

鱒載し叉は単行本に 上梓その他 の複製行錯を

なすこと分主要十。

村 、 町 、 何 、 何 、 何 、N 、 向 、 何 、N 、 町 、 町 内

等の 問題 に就き、可能な、具鑓的討議を経たる 結果

依績原稿の締切日は特別の場合を除くのタトは 、会 て

自IIi 今月末日 とし、曾報、合 ｦｾ Ｇ 等 の協舎事務原稿の締

切を前月 15 日として、之を 最終原稿受付日として、

それ以後のもの は衣紋に廻す事に決定し、前月の25

日を以って印刷諸工程 を終了し、其月の l 日には間

選ひなく舎員 諸君の机上に届〈様、署長配する事に決

定した 結果 、凍る Ｔ 月 Ｕ 売の編 ｩ 問Ｚか らは Ｗｊｾ 難を厳して

雑誌事並行を軌遣に乗せねばならぬのである。が先づ

玲定通り 3 月続を五並行する事が 出来て編q尋子は内心

ホツとし た ｾ ｬ である。

女 先月放同様、慌た Y しい原稿依頼であったが、

防火改修特椅盟主と云ふ、極めて時代に即除した内容

を持つ事が 出来て、淘 κ 有難く感謝してゐる次第で

ある。中海、井上、 紫、竹 内; 諸氏の各機威ある訴訟

を企ift め、耐火資材に就いて造詣の深い相氏の異色あ

る論文、 さでは堀大佐、/J 、合 中佐の極めて示唆にm

む見解に到るまで、絡に高度倒防岡家健制下に於げ

る建築界の責務と 、その 向ふべき方向とを指示 して

古来りあるものと言ふべきであらう。

貴北島氏の寄せられた一文は 、敗職閣ポ ー ランド

の惨害の 李| 接的記録、と して特に建築技術者の一議に

値するものであらう。

脅 さて此械では口紛の新建築欄の事寄 りに、和国、

字賀、腕i頼の各編隊幹事の御骨折り で京阪紳三者世の

防火改修笈情潟農を掲載し合員各位へのー資料 とし

た。御 ntIE を得ぽ幸甚である。 ( / J、体 ｩＧｾｦ＠ )  

庚 告 掲 載 料 金

グ( ラ l v l 王ピ王ピ空竺

グ ラ ピ ヤ 1 1 頁

〈第 2 頁〉

I 回

q&: 附 I 1 頁 1 1 回

後 附 I Yz頁 I 1 回

45. 00 

25. 00 

1500 

記 事 中 I x 頁 I 1 回 I 20.00 

;(γ ;lt l 11: ユ

表 紙 3 1 X 頁 I 1 回 I 20.03 

表 紙 4 1 ズ頁 I I 回 I 30. 00 

府告掲殺御申込は本合へ直接願ひます。

本誌購讃i却注文はすべて約金で本合直接又

は待約} . ! f へ、 振替貯金叉は匁替で御扮込念

願ひま す。郵券代用は一割増、代金引換は

お断り致します。

5 5 1川
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